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研究大会・全国大会における
研究発表の募集

本年度の大会が左記の要項で開催され る こ と になりま
した。 つ き ま し て は会員各位の 日 頃の研究成果を発表い
ただ き ， 会員相互の研究交流と 情報交換 の機会に致した
い と 思い ま す。 発表ご希望の方は下記の要項によ っ てお
申 し 込み下さ る よ う 依頼いた し ま す。
0演 題 地学 ・ 地学教育に関する研究， 大会テーマ

「郷土 の 自 然に学ぼうJに関連 のあ る も の を希望 し
ま す。

0発表形式 1題20分 〈発表15分， 質疑応答5 分〉 以内
を原則 と し ま すが， 応募件数が多い場合は短縮 し ま
す。 ま た， 著 し く 多い場合は実行委員会で取捨選択
す る こ と があります。

0分 科 会 発表を希望される分科会， 小 ・ 中・ 高校の
別を明記 し て下さい。 発表内容が小中高校全体に関
連す る も の は 日 程第 2 日 自の研究発表 〈全体〉 の方
で発表をお願し、いた し ま す。 5........6件を予定 し てお
り ま す。

O申込方法 4 月30日まで 〈必績 〉 に発表課題， 発表者
氏名， 所 属 (勤務先〉 お よ び ス ライド ・ OHPな ど
の使用 の有無について を “葉書�" に記入し学会事
務局あ て に申 し 込み下さい。

0講演要旨 大会要録に掲載す る講演要旨を6月20日ま
でに送付 し て い ただ き ま す。 指定の原稿用紙は発表
受理が決定次第送付 し ま す。
なお， 本年は 1 発表 B 5 版 2 ペー ジ と なりま した。
詳細については発表者に連絡いた し ま すが， 原稿お
よ び図 ・ 表などの下書 きを準備 し ておいて下さし、。

題 目 の変更は で き ま せん。
大会当 日 ， 持参資料の配布は自由ですが， 最低100
部はご用意下さい。

。ポスターセ'" ション 発表課題， 発表者名およ び展示
内容をお知ら せ下さい。 原則 と し て模造紙(大きさ
7 3  x 103cm) 4 枚分以下， 展示スペースは小テープ
ル(60 x 90cmくらい〉 の広さを予定 し て い ま す。
詳細については， 会場の事情な どを考慮して検討中
です。

研究発表に関する問合せ， 申込み先
干184 東京都小金井市貫井北町4-1

東京学芸大学地学教室内

日本地学教育学会 全国大会係
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露点測定における教具の開発とその考察

一中学校理科気象教材の改良の一例ー

中野 健作* ・八田 明夫**

1. はじめに

中学校理科 2 分野 の 「天気の 変化」は小学校にお ける

季節のちがし、 ( 3 年) ， 水 の三態変化 (4年)， 水溶液中

の水の蒸発 (5年)， 太陽高度と気温 ( 6年〉 な ど の 発

展と し て の 学習である〈文部省， 1978)。 雲 の で き 方，

雨の 降る理由な どについては 疑問や興味を持つ生徒が多

いが， 学習 し ていないし ま た湿度に関 し て も未学習で

あ り ， 中学 2 年の 本単元において初め て 学習するこ とに

なる。 しかもこ の単元は目に見えない水蒸気を対象とし

て思考力を要するので， 基本となる露点の概念や露点温

度 の 測定およびそ の意味の理解は充分な注意を払 っ て 指

導 しTこし、と こ ろ である。 こ の よ う な単元を生徒に良 く 理

解させるためには学習 内容の整理と生徒の発達段階にあ

っ た観察や実験が極め て大切である。 露点の意味を理解

さ せるため の学習の研究では蒔回 ( 1978) の よ う にモデ

ル実験の工夫 な ども行われている。

こ の単元の主な実験である「露点の測定実験」におい

て， 現在広く 行われている露点の 測定実験は， 微妙な操

作， 測定のタイミングな ど の違いでデータが大き く 異な

り 正確 さ の面で、問題点を持 っ ている。 特に こ の 生徒実験

では実験によ り 測定 し ているもの と測定 したいもの との

違いや連続的な変化の 瞬間を読み取るとい う 点に問題点

を惑己 てきた。

2. 従来の教具による露点測定とその問題点

従来の 生徒実験に よる露点の判定は「 コ ップ型の露点

測定器」と「エチルエーテルを使用 した露点湿度計」の

2 種類 の 実験器具 (図1 ) で一般的に行われている。 こ

れらの実験は次の様な実験方法であ り ， し、くつかの間題

点を含んでし、る。

(1) 従来の露点測定の方法

a コップ型の露点測定器

くみ置きの水を金属コ ップに入れ， そ の中に氷水又は

寒剤 (氷と塩を 3 : 1 の割合で混ぜたもの〉 を少しずつ

加 え ながらかき混ぜ水温を下げる。 コ ップ の 表面に水滴

が付いたら (曇 り はじめたら〉 そ の 時 の 水温をすばや く

読み取 り ， こ の温度を露点とみなす。 以上の実験を繰 り

返 し1， 、くつかのデータを取る。 (以後簡略化 の た め に

「氷水 ま たは寒剤」と書 く 所を「寒剤Jと略す〉
b エチルエーテノレを使用 した露点湿度計

こ の露点湿度計は パウル式露点湿度計とかランプレヒ

ト露点湿度計とか呼ばれているも の で あ る (永田編，

1955， 池本編， 1964)。 エチルエーテルを入れ た 容器に

空気を送 り 込みエチルエーテルを気化 さ せ て ， そ の気化

熱によ っ て 金属の 容器の温度を下げそ こ に水滴の付きは

じめる一瞬と， 送風に よ る気化の 中断後に水滴が消える

そ こ で筆者等は露点の測定において よ り 簡

単な操作でよ り 正確なデータが得られるよ う

温度計

に従来の測定器具ならびにその 方法を再検討

し露点を現わす現象が目で追える動的な器具

と実験方法の改良という視点で新 しい露点測

定器を作成 した。 以 下にその概要と実践を紹

介 し考察を述べる。

*鹿児島大学教育学部附属中学校 料鹿児島大
学教育学部理科教室 1987年11月28 日 受付

1988年1月11 日 受理

• 

かきまぜ梓

図 1 Iコップ形露点測定器」と「露点湿度計」
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一瞬を と ら えてその平均値を露点 と す る 。
(2) 従来の露点測定 の問題点
今 ま では上記の露点測定の方法 で 「露点」 を測定する

実験を し て き たが， 生徒の実験技術の問題や実験器具そ
の も のの持つ欠点等か ら正確に露点を測定出来ない こ と
が多かった。 こ の方法では水滴が金属 コ ッ プの表面につ
き は じめたその一瞬を逃さずにι ら え る と い う こ と がポ
イントであり， その一瞬を逃す と 測定のやり直 し と い う
こ と にな る 。 しかし， その よ う な場合， 生徒は一瞬 を と
ら え られなか っ た こ と には気付かず， 露点 よ りはるかに
低い温度を読み取り露点 と して し ま れそ のため教師は
その一瞬を生徒に読み取 ら せ よ う と 金属コ ッ プの表面の
変化に注 目 す る よ う に指示をす る。 す る と 生徒は真近で
観察 し実験する が今度は生徒の呼気が金属コ ッ プの表面
に大きな影響を与え測定値は不正確 と な る 。

ま たコ ッ プの 温度を急激に下げないために徐 々 に寒剤
を加えていかなければな らず， ゆ っ く り と し た連続的な
担度低下の為の技術が十分でな く デ ータの正確さに与え
る 影響は無視できない も のがあ る。

さ ら に こ の方法の根本的な問題点は， 冷 や し て観察 し
たい物は金属コ ッ プの ま わりであ る の に， 温度を測定 し
て い る 物は金属コ ッ プ内 の温度で あ る点に あ る 。 コ ッ プ
内 の温度がすぐにコyプの ま わりに影響す る に して も，
間接的に温度を測 る こ と は こ の実験の問題点であ る 。 ま
た一度に寒剤を入れ急激に冷や し て し ま う と 水滴が付き
始めた瞬間が確認できない ので， 何段階かに分けて空襲剤
を入れ徐 々 に冷や し て い く が寒剤を入れた直後のコ ッ プ
内 の温度の低下 と コ ッ プの ま わりの温度の低下に時間的
なずれが存在 して し ま う と い う 欠点 も あ る 。

エチルエーテルを使用 した露点湿度計の場合， 上記の
問題点の う ち徐々 に温度を下げ る と し、 う 課題は容器に入
れたエチルエーテルの気化熱を利用 し て い る こ と で解決
出来てい る 。 しかし温度計を容器の中に入れて使用す
る こ と や， 連続的に温度が下が っ て い く 状態の瞬間を捉
え る と い う 点ではコ ッ プ型 と 同 じ問題点を含んでおり，
生徒実験を した場合の多量のエチルエーテルの気化 と い
う 別の問題点 も 持 っ てい る 。

3. 新しい露点測定器

前述の様な問題点を考慮 し， 従来の露点測定器を よ り
易 しくより正確なデータの得られる生徒用実験器具に改
良す るために次の点を改善の視点 と して 改良に取り組ん
だ。

生徒の行 う 操作が簡単であり， 結果が一瞬でな く 持続
的で何回も データが取れ る こ と ， 測定 したい も の と 測定

〔地 学 教 育

温度計-A 。J 温度日'-B

寒斉IJ

アルミニウム板

図2 新 しい露点測定器
寒剤によりステン レ ス コ yプか ら 水滴がつ きは
じ め る 。 温度計A と B の聞に 「 く も りは じめ」
の位置が く る。

す る物が離れていない こ と3 何の為に何を測定 し て い る
かが 目 で確認で き る こ と であ る。 その結果， 次 の様な実
験器具を考 察 し た 〈図2)。

(1) 新 し い露点測定器の構造
新 しい露点測定器の構造は， 寒剤を入れ る直径 7cmの

上下の径の変わらない ス テ ン レ ス ・ コ ッ プにアルミニュ
ウム板(厚さ 0-5皿， 幅4c皿， 長さ 18叩〉 を接続 し ， そ
の アルミニュウム板に温度計を2本付けた も の で あ る 。
接着剤は耐水性， 耐熱性の も のを使用 した。 アルミニュ
ウム板は二枚一組で接着す る。 一枚は測定板 と して使用
す る の で表 と し， も う 一枚は温度計を入れ る膨らみをコ
ッ フ.か ら 4 cm と 14佃の位置に作 っ て接着 し裏 と す る 。 ア

ル ミ ニュウム板 と 温度計と の熱伝導が う ま く い く よ う に
温度計の球部の付近にアルミ箔やシ リ コンオイルをつめ
て工夫す る。 安定を よ く す る ため にゴム栓の先端に切込
みを入れた も ので， アルミ ニュ ウム板の先端を挟んで支
え る。

(2) 新 しい露点測定器の原理 と 従来の方 法 と の比較
低温部 の コ ッ プに接着させた板状の金属が低温か ら高

温に連続的に変 化 し て いれば， 露点 よ り低温部には水滴
〈曇り〉 が付きそれ より高温部では水滴は付かないはず
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である。 その よ う に温度が連続的に変化した状態
を金属表面に安定的に作 り 出せれば露点は静止 し
た状態で観察す る こ と が出 来 る 。

新しい露点測定器は従来の金属コ ッ プ型の測定
器にアルミニュウム板を取 り 付け， 寒剤を入れた
コ ッ プか ら アルミニュウム板の先端ま での聞に露
点の温度を作 り だすものであ る の で， 従来の方法
が一枚の面 (金属のコ ッ プの表面〉 で連続的な温
度変化を時聞を追って演出 していたのに対 して，
気温を最高点 と し露点を通過した寒剤の温度ま で
の連続的な温度変化をいつも観察で き る状態を作
り 出 している。

また温度を変化させ るために， 従来の方法はコ
yプに寒剤を時 々 加え る こ と で段階的に温度を下
げ， コ ッ プの周 り の空気の混度を下げて行ったの
に対 して， こ の新 しい測定器は最初に露点以下の
温度の寒剤をコ ッ プに入れて し ま い途中で操作す
る こ と がない。

露点を測定す る位置の問題は， 従来の温度測定

(OC) 
14 

12 

10 

8 

4 

2 

0 0 

がコ ッ プ内 の温度であ る の に対 し ， 新 しい露点測定器は
コ ッ プに取 り 付けたアノレミニュウム桓のコ ッ プか ら 4佃
と 14個の所に温度計が付てお り ， 測定す る温度が観測す
る アル ミ ニュウム板そのものであ る。 こ の こ と は従来の
測定温度が寒剤の温度であ り ， それは金属コ ッ プの周 り
の 温度にしていた こ と に較べれば， 観測 しているものを
測定す る と い う 分か り やすさが あ る 。

(3) 新 し い露点測定器の測定の仕方
こ の露点測定器の操作は極めて簡単であ り 一度セ ッ ト

すれば， その ま ま の状態で何回も測定でき時聞を変え て
多くのデータを取 る こ と が出来る。 以下に順を追 っ てそ
の使用方法を説明す る。

① 金属コ ッ プに寒剤を入れ る 。 寒剤と しては氷 と 食
塩 ( 3 : 1 )を用い る 。 湿度が 100% に近い場合は氷水
で冷やす程度で良い。

② こ の状態で し ば ら く 放置す る。 測定可能な状態に
な る ま で数分必要であ る。

③ 2本の温度計 〈コ ッ プに近い温度計をA ，
方をB と す る 〉 の 目 盛 り を読む。

も う ー

④ コ ッ プに近い温度計 (A) か ら曇 り の先端部 ま で
の距離を測定す る。

⑤ ③ と ④の数値から露点を求め る。 比例配分を利用
して計算で求め る方法 (ア〉 とグラフを作図 し て 求 め る
方法 〈 イ〉 があ る。

(ア) 2 本の温度計の温度差を十等分し， コ ッ プに近
い方の温度計 (A) か ら曇 り の付いている匝離 ( c皿〉 を

( 3  )-51 
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図 3 アルミ ニ ュウム板の温度勾配
かけてコ ッ プに近い方の温度に加えて露点、 と す る 。

(イ〉 横軸に距離 (cm)を と り ， 縦軸に温度を と る。
コ ッ プか ら近い方の温度計 (A) ま での距離 ( 4叩〉 と
そ こ の温度で第 1 の点、を と る。 次 にAか ら離れた方の温
度計 (B) ま で の距離 (10 cm) と そ こ の温度で第 2 の点
を と り ， 第 1 の点 と 結ぶ。 曇 り の付いてい る と こ ろ ま で
の距離で垂直な線を引 き ， 前に書いた直線 と の交点の温
度を読み取 り 露点 と す る 。

仏) 新 し い露点測定器の特徴
こ の露点測定器は従来の欠点を補 う と い う 発想で作 ら

れたものであ り 次の様な特徴があ る。
① 難 しい操作を必要 と しない。
② 露点を視覚的に と ら え られ る 。
③ 瞬間を と らえ る のではな く はっ き り と した線 と し

て測定で き る。

4. 

@ 何度でもデータが と れ る 。
⑤ データが正確であ る 。
⑤ 露点を 1 枚の金属板上に と ら え られ る 。

この測定器についての考察

(1) アルミニウム板 の温度勾配の実際
こ の露点測定器の測定範囲の温度勾配は前述の様に 2

本の温度計の聞の温度は一次関数的に変化 し てい る と仮
定 し ている。 図 3 はアルミニュウム板の温度勾配を示す
ものであ る。 金属コ ッ フ。から 1佃間隔で、サーミ スタ温度
計でアノレミニュウム板の表面の温度を直接測定した。 こ
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表 1 実測値とコッ プから4cm....... 14cm聞の変化を直諌的変化とみた場合の差

コップからの距離 ( cm) 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9.1 10 1 11 I 12 1 13 1 14 

a . 実 調リ 値1 5. 11 7.91 9.51 10 . 41 1 1 . 01 11 . 3 1 1l • 61 11 .81 12. 11 12.21 12. 41 12. 61 �. 71 12. 91 13 . 1 
4 cm....... 14cm聞の変化を直I

J 
1 b・線的変化とみた場合の値

1 11 . 0 1 11 . 21 1l. 41 11 . 61 1 1. 8 J 12. 0J 12.21 12. 41 12.61 12. 81 13 . 1 

a とb の 差 1 0 1 0. 11 0.21 0.21 0.31 0.21 0.21 0.21 0 . 11 0. 11 0 

( : は， サーミスタ温度計によ る アルミニユウム板の表面温度の実測値。 )
bは， 金属コ ッ プから4叩....... 14cm聞の温度勾配を Y = 0.2X+ 10.2の直線とみている。

/

のグラフは熱伝導と冷却の方程式か らY=T+Ae口+
Be-C%の式で表される関数と考えられる ( Tは室温 ， c 
は熱伝導率， 断面積， 放熱率で決まる係数， A， Bは境
界条件で決まる係数〉。 このようにアルミニュウム板 の
温度勾配はY=aX+bになっていなし、。 これを金属コ
ッ プから4叩離 れた所から14cmまでの温度勾配が直線で
あるとした場合の誤差は表 1 のように0.3度以内となっ
ている。 この違いをどう見るかだが， 中学生が露点測定
をする場合， 従来の測定のデータ のばらつきに較べたら
かな り実際の露点温度に近い値を出せたことになってい
ると考える。 温度計Aから温度計Bに向かつて， しだい
に温度が高くなっていることは生徒にも分 か る の で，
「一定の割合」で温度が高くなっていると仮定して判定

することにする。 中学生の段階では実際の温度勾配には
深入り しないで良いと考える。

(2) 温度計の数とその問題点
前述した露点測定器はステンレス ・ コ ッ プから4叩の

所と14cmの所の2ヶ所だけに温度計を固定し露点を求め
るようにしたが以下に 1 本の場合や数を増やした場合の
問題点と2本に絞った理由を述べる。

① l 本の場合
本来ならば露点の位置の温度をサーミスタ温度計等で

直接測定することが望ましL、。 しかしサーミスタ温度計
の台数が隈られていること，また中学生が温度測定を実
感できる教具として， アルコール温度計を使用する事を
前提に考えた。 l 本の場合， 曇 り の先端部の位置は条件
によって変わるので温度計の可動性が必要である。 1 本
の温度計をアルミニュウム板で挟んでスライ ドさせる装
置を作ったが曇 りの先端部に移動させて温度を演，ijろうと
すると曇 り の先端部の位置が変わってしまうという欠陥
があった。

② 坂全体に温度計を付けた場合
どこに露点の位置ができても温度が読める ようにと全

体に湿度計を並べて立ててみた。 しかしこれは次の様な
点で良くない。 まずアルミ板の使用量や温度計が増える
ことによ り空気に触れる面積が大き くな り ， うまく温度

が下がらず温度や曇 り の線が安定するのに時 間 が か か
る。 また温度計をたくさん使い実験器具のコストが高く
なること，さらに自作が難しくなること， などである.

③ 温度計数本 (6 本〉の場合
数本の温度計を立てると上述の(1)， (2)の欠点、を補った

物が出来るのではと試作してみた。 6本を立てた場合，
2本の場合よ り温度の低下が遅れ測定可能になるまでの
時聞が多くかかった。 また， 温度計を6本にしても露点
の位置がきちんと温度計の位置に現れることはほとんど
な く， 結果的には2本の場合とまったく同じ方法 (計算
かグラフ〉で露点を求めることになった。 温度計聞の距
離 が短くなればアルミニュウム坂の実際の温度勾配に近
い値を求める ことが出来るが時間的ロ スやコスト高を考
えれば， 温度計の数は2本で良いとした。

(3) アルミニュウム坂以外の金属の使用とアルミニュ
ウム坂の厚さについて

金属によ って熱伝導率が異なるので使用する金属で曇
り の面の現れ方がかな り 異な ってくる。 銅桓を用いた場
合， 熱伝導率がアルミニュウムに比 べて大きいのですぐ
に水滴が付き始めるが20cmの板で実験すると全面に水滴
が付いてしまう。 さらに表面の光沢がなくな りやすく，
水滴の付き始めの線が確認しにくい。

ステンレス板の場合光沢が良く水滴の確認はしやすい
のであるが， 熱伝導率が小さ過ぎて寒剤を使用 しても，
数阻....... 1叩ほどの所までしか曇 りができなし、。 熱伝導率
の面で銅とステンレスの間にあるアルミニュウムはこの
実験装置に適しているといえる。

アルミニュウム も使用する桓の厚さで曇 り の伸びが異
なる。 厚さ0. 2mm， 0.5凹， 1皿のアルミニュウム坂で実
験した。 0.2阻の物は薄過ぎて空気 の影響が強く出て露
点の位置が安定しない。 また蒋いため2本の温度計を支
え難い。 1皿の物は厚過ぎて， 結果は銅板と同じ様に時
間とともに2本の温度計の先まで曇ってしまい易い。
0.5阻の厚さのアルミニュウム板は寒剤の温度調整にも
よ るが必ず2本の温度計の中に曇 り の先端を作 り出すこ
とが出来る。 また， 加工がしやすく出来上がった物が丈
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時間1 5 分1 10分1 15分120分
号案霊会 1 9 . 0  1 8 . 5 1 7. 0 1 5. 5 
号票E2 1 15 91 15 5 | 15 0 | 14 5
鶴間3. 0 1 3. 0 1 4. 51 6. 0 

露点。C In. 0 1 10.6 1 10. 6 1 10.9 

生徒 による露点測定結果
時間/ 5 分|附/ 15分120分

温
の示
度 計

度。
A
C
|| 小d nJ l| dE-τA |I ，)Z・勾' l | d E d E 

温
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匝
A
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かcらmのi| 守ょ . 口u || 唱A ・ dt i1 噌4 ・ bの l| hη ハU 

露点.C 1 7.7 1 7. 5 1 7. 0 / 7. 5 

2号， 1988J 41巻，

表 2
時間1 5 分l附1 15分1 20分

温
の示
度

度
計
℃

� I 口o・dr || 0o・Ln l| 巧I.VA i l d F n U 
温
の示
度
度
計

℃
Bl| 日AU・唾4 II 1"μ・n3 || 唱μr・n3 || 唱�'td J r 

金量与のI 1. 0 / 1 . 5 1 2 . 0  I 4. 0 
露点"c 1 9 .  2 1 9 .  4/ 8. 7 1 8 .  8 
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こ の教具の材料に適している。夫であ り，13 

生徒による実験結果

表 2と 図 4は本 論で述べ た露点測定器によ る測定結
果である。 い ずれも生徒によ る実験の結 果である。 実
験に入る前に2本の温度計の聞の温度 が金属コ ッ プか
ら離れるにした がって温度 が高く な っていること ， ア
ルミニュウム板で冷やされ た空気 の水蒸気 が飽和して
アルミニュウム板に曇りと して付く こと を生徒 に確認
させて実験 し た 。 比 例配分によ る求め方，グラフを作
図して求める方法の両方を行 っ た 。 5 分後， 10分後，
15分後， 20分後の4 回のデータをと って，露点 を求め
た 。 3 例と も ，別のクラスで時期も違っているが， 露
点 湿 度 計で教師が測定した 温度と :t 0.3度 以内の違い
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であ り露点の測定実験を満足させるものであ る と 考え
る。
次の文章は生徒の実験中の様子である。

・ 始めのうち曇 りがBの方に向かつて延びていく のを興
味深そうに観察していた。
・ きれいに水滴が付くのにびっく り していた0
.温度 計ABの温度 が下が り 始めると喜んだ。
・ 刻々と温度 計ABの示度 と曇 り の先端の位置は変化す
るのに露点はあま り 変化しないことに驚きを示しつつ実
験 していた。
・ 寒剤を入れて 5 分後にはデータがとれるので生徒の実
態にあってお り時間的にも無理がな く 記録をきちんと取
り ながら実験していた。
・ 連続的に温度 が変化してい くアルミニュウム板上に露
点を視覚的にとらえて意義を良 く 理解しながら実験して
し、Tこ。
・ 時間内に何回も測定でき， しかも一瞬をとらえるので
はないため，ゆと りをもちながら測定を続けていた。
・ 比 例配分やグラフによる方法も生徒達で話し合い， そ
の意味を理解しながら露点を求めていた。
・ 実験時聞に余裕が有ったので寒剤づく りに興味深く 取
り組んでいた。
・ 早く 良い結果を得たク'ループは， 他のグループが終わ
るまで測定を繰 り返しデータの量を増やすと い う よ う
に， 興味が最後まで持続していた。

6. 今後の問題点

本論では， おもに露点温度 測定器の改良という点につ
いて述べた。 従って， この教具が生かされる授業展開の
研究については深入り しなかった。 最終的な課題はこの
教具で露点測定を中心とする授業の理想的な展開を研究

〔地 学 教 育

する点にある。 筆者の 1 人， 中野 (投稿中〉 は 「生徒一
人一人の実態に応じた効果的な学習指導はどのようにす
ればいいか」とい う テーマの研究でこの教材を活用した
授業を展開した。 前述の様な生徒の良い反応 が見られ
た。 こ の分野の授業展開とともに， アルミニュウム板の
実際の温度勾配と2 点聞の正比 例との違い を『約また
は， およその値』とすることの是非をも含めて， 今後の
研究課題としていきたい。
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本研究を進めるにあた り ， ご指導， ご助言を賜った鹿

児島大学教育学部 ・ 木下紀正教授， 同 ・ 三仲啓助教授，
同 ・ 附属中学校大谷昭郎前副校長， 同 ・ 附属中学校理科
部内達夫教諭， 田中進教諭， 池田英孝教諭に深く 感謝申
し上げる。

引 用 文献

池本義夫編 (1964) :物理実験事典， p. 174�176， 講
談社， 東京.

蒔田其一郎 (1978) :露点の意味を理解させるモテ'ル実
験， 文部省特定研究科学教育 実験観察教材教具
(大塚明郎監修; 芦葉浪久 編 集) p. 8 43�845， 

東京書籍.
文部省 (19 78) :小学校指導書理科 編， p. 120� 133， 

大日本図書， 東京.
永田義夫編 (1955) :理科笑験観察指導講義， 第 1巻，

p. 78�85. 
中野健作 (投稿中) :生徒一人一人の実態に応じた効果

的な学習指導はどのようにすればいし、か， 中等教
育資料 ， 文部省中学校課高等学校課編集， 大白本
図書， 東京.

中野健作・八田明夫:露点測定における教具の開発とその考察一一中学校理科気象教材の改良の一例一一地

学教育 第41 巻， 第2号， 49�55ページ， 1988年3月。
〔キーワード〕露点， 気象教材改良， 新露点担IJ定器

〔要旨〕露点測定実験における従来の測定器は 「カ ッ プの表面に曇りがつ く 瞬間を判定するため， 得られる
データにパラつきが多いことJ r知 りたいのは表面の温度 だが測定しているのは内部の温度 である こと」な
どを指摘した上で， それらの問題点を解決するためにコ ッ プにアルミ板と温度 計2 本を付けた改良型の測定
器を開発した。 アルミ板の温度勾配の実際や生徒による実験結果， 生徒の反応などについても述べた。

Kensaku NAKANO and Ario H ATTA : On the developrnent of teaching rnaterial for the Measurrnent 
of the dew point. An exarnple of the irnprovernent of rneteorological teaching rnaterial in 
Junior high school Science; Educat. Earth Sci.， 41 (2)， 49�55， 1988 . 



41巻， 2 号， 1988J 

Abstact: An improvement of the most popu-
1ar teaching material for the measurement of 
the dew point was carried out. The traditiona1 
cup-type utensi1 has SOme problems as follows. 

First， measurement with a cup-type utensi1 
is difficult because one has to judge a moment 
of a change on the surface of the cup. 
Secondly， the data obtained are apt to be 

at variance with each other because of the deli­
cacy of operation and timing of measurement. 
Finally， the p1ace at which the temperature 

is taken is inside the cup， but the temperature 

(7 )-55 
one needs to know is that of the outside. 

In order to overCOme the above deficiencies， 
we have devised a new utensi1 for the measure­
ment of the dew point. Manipulation is simple 
for students， the results are not momentary， 
students can take many data， and the p1ace at 
which the temperature is taken is the same as 
the place whose temperature one needs to know. 
When a few c1asses were carried out using this 
new utensi1， there were many good reactions 
from students. 
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日本学術会議では， 学 術 の成 果 を 広〈国民生活に反映浸透させるとい う 日 本学 術会議法の主旨に沿うため，

公開講演 会 を 開催していますが， 今回の 「 日 本 学 術会 議だよ り」では， 昨年11 月 に 開催 し た 2 つの公開講演会

の 講 演内容 を 中心として， 本会議 の 国際的活動の概要等に ついてお知らせします。
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「情報化と国際化」

昭和62年度第 2 回目の公開講演会 「情報化と国際化J が，

1 1月 28B， 本会議講堂で開催され， 各界各層よ り 多数が聴

祭し， 成 功短に 終了した。

講演は， 3 人の演者に よる講演とそれに関連する質疑応

答が行わ れた。

まず最初に， 猪瀬博本会議第 5 部会員 (情報工学， 学 術

情報セ ン タ一所長) が 「情報技術と国際化」と題して， 情

報技術の 急速な発展に ふれ， 歴史上未曽有の規模で産業構

造転換を促し， 世界の人々に革命的ともいえる意思疎通の

手段を 提供した情報技術は， また一方で情報の氾濫を引き

起こ し， 貿易摩擦， 雇用 不安， 情報の地域間格差， 文化の

函-{じな ど 多様な国際問題を 発生させてもい ると指摘した。

コ ミュニケー シ ョ ン は， 情報提供者と情報の受け手とのバ

ラ ン ス が何よ り 不可欠であ るとし， それらを1 ) 情報流通

の問題， 2 ) 先端技術開発の 問題， 3 ) 雇用 の問題， 4) 
文化の問題に分類し， ス ラ イド を 交 えて意見 を 述べた。

次に， 竹 内 啓第3部会員 (経済統計学， 東京大学教授)

が 「情報化時代の国際政治・経済」と題して， 国際的な情

報流通を 取り上げ， ますます大量にかつ急速に 行 わ れるよ

う に な る， その影響として寄圭済・文化等が国際化から世界

化・地球化 (グロ ーパル化) される傾向に あ る今 日 ， 一方

では政治に おける国家主義， 民族主義との矛盾が激化する

であ ろ う と指摘した。 これからの国際的力関係は， 情報カ

の量が大き く 関係して く ると考えられると意見 を 述べた。

情報化は世界を一つにする基盤を 与えるこ とができるが，
それには各固め協調が不可欠の条件であ るとし， 21世紀中
頃に は国境・国籍を 意識しない 望ましい時代が く るよ う に

なるかもしれない， と結んだ。

最 後 に ， 宇野政雄第$部会員 (商学， 早稲田大学教授)

が， r企業の情報化と国際化」と題して， 企業も個人と同様

に真剣に情報化と国際化につい て考え， 生き残るため に 取

り 組んでいることを， 身近 な コ ン ビニエン ス ・ストアやク

レジット (信販) 会社 を 例に と り ， 具体的に わ か り やす く

解説した。 昨今 C. I. (コーポレートア イ デ ン テ ィテ ィ )

戦略が企業の経営戦略としてクローズアップされているが，

ど う い う 情報 (ハード}を， ど の よ う に活用 (ソフりす

るのかが， 一番の課題であると力 説 した。

( な お， こ れらの講演会の講演内容は，

例 日 本学術協 力財団から出版きれます。 )

日学双舎として，

公開講演会「ハイテクと人類の将来j

昭和62 年度第 1 回自の公開講演会は， rハイテクと人類の

将来 j とい う 主題の基に， 1 1月 2 1 日 ， 京都市の 日 本イタリ

ア京都会館ホールで開催された。

最初に， 近藤次郎本会議会長 (経営工学) が， r誰が科学

の進歩を停められるか一心臓移植からSDIまで-Jと題し

て ， まず， 人口の増加 によっ て示される人類の発展が科学

の発展に 支えられてきた こ と を あ げた。 一方では， 日航機

の墜落事故， TMIやチェ ルノプイリの原発事故， ス ペース

シ ャトル爆発事故 な ど に よ り 多 く の人命が失われたこ とを

述べた。 心臓移植な ど の 生命科学の進歩が高度医療技術の

倫理問題に 関心を 集め， SDI権想が字宙の平和利用 に新し

い問題を提起してい るな ど を 指摘した。 そして， こ れか ら

の 科 学 ・ 技術の発達 に は， 人文 ・ 社会科学と自然科 学の調

和 を 図 る こ とが大切で あ る こ と を 強調した。

次いで，・関寛治本会議第 2 部会員 (政治学， 立命館大学

教授)は， rハイテ ク時代の学術ネットワークと平和の条件j

と題して， 新しい先端的な科学技術が実際に応用 可能とな

っ てきたこ とに 伴い， ハイテ ク を 駆使した C&Cとい う ネ

ットワークが世界的に可能とな り ， 複雑な ネットワークか

ら成る世界政治の構造に大きな変化 を もたらしつつあ るこ

とを 指摘した。 そして， こ の よ う な状況を 踏まえて， 国家

とい う 壁を 解決して い か な く てはな らな い こ と， そのため

に は， トロ ン 的発想の コン ビュータシステムを 基礎として

学術情報 シ ス テムの よ り 自由な地球的規模の再編成 を 行え

るように するこ と， 人間間 ネットワークの 高次化 に よる国

の外交政策の在 り 方の 再検討 を するこ とも重要で あ る こ と

を 強調した。

最 後 に ， 島 袋嘉昌本会議第 3 部会員 (経営学， 東 洋大学

教授) は， r人間と高度科学技術との調和Jと題して ， “高

度科学技術の粋を 集めた航空機" の事故 を 取 り 上げて， そ

の大部分は人為ミス で あ る こ と を 指摘し， こ のよ う な事故

は， 人間と高度科学技術の接点で， 何らかの そごが生 じ て

起きるもの で あ る こ と を 指摘した。 そして， 現在人間と高

度科学技術と を い か に マネージ して い く か に つい て ， 十分

な科学的分析と管理的配慮がなされてい な い。 その最大の

問題点は生命尊厳 を 基 に した経営哲学の欠落であ ると指摘

した上で， 人間と高度科学技術との 調 和を 可能にする総合

科学の重要性を強調した。

公開講演会



地学教育 第41巻 第2号(通巻第193号) 57-67ページ1988年3月

マイコンによるカラー・インデックスのモデル

のパターン(CIMP)の作図について

稲森 潤*・遠西昭寿料

まえがき
マイコンによる火成岩のカラー ・ インデ ッ クスのモデ

ルのパターン (以下本稿ではC IMPと呼ぶ〉 を作図す
るプログラムを開発したので紹介する。 目的はマイコン
を利用した地学教育に関する研究を進め る上に， 具体的
な例の蓄積が必要だからである。

の方法はポイ ンート ・ カウン ト 法と も呼ばれ，現在でもよ
く利用されている。 ホームズはカラー・インデ ッ クスの
10， 3 0， 50， 70パーセントの例を示 し て い る (図 1 ) 
が， その作図法については触れていない。 指定されたパ
ーセントのC I MPを作図する方法については， 田中憲
一 ・片田正人7)が有色鉱物と して黒色のフィル ム を使
い， その面積の測定はフィルムの重量測定値から換算す
る方法を紹介している (図 2)。 田中 ・ 片田の方 法は，
カラーイ ンデ ッ クスの精度は高いが， 作図する鉱物の数
が多い と手間と時間のかかる傾向がある。 マ イ コンを使
ってCIMPを作図する方法は田中 ・ 片田の方法より精
度はよく ない。 し かし，マイコヅ"に・よ・る作図の特性と 限
度を理解し た 上で、C IMPを利用する こ とは;、教育上の
効果の大きいことが期 待される。

火成岩のC IMPを取上げ た 理由は，すでに遠西昭秀
等1)2) が述べているように， 火成岩を学ぶにあたってカ
ラー ・ インデ ッ クスの必要性が大きいからである。 しか
し，その作図法についてはこれまで手頃 な方法がなか っ
た 。 なお，火成岩の分類にカ ラ ー ・ イ ン デ ッ ク スが基準

と なることを主張したのはシャンド3)で， その後， 久野
久ベ 都披秋穂 ・ 久裁育夫 5)もカラーインデックスを採
用している。 参考 と して都裁秋穂・久誠育夫の火成岩の
分類表を第 1 表に示す。

本研究で使用し た マイコソは NEC/PC-9801，高解像
度カ ラー ・ デ ィス プ レー (640 x 400ド ッ ト)， 言語はベ
ーシ ッ クによった。火成岩のカラー ・ イ ンデ ッ クスの測定法については，

ホームズ6)がロジワル ・ メソγドを紹介しているが， そ

第 1 表 火成岩の岩型の簡単な分類表 (都城 ・ 久 城: 1975) 

| マフイツク火成糊 | 中間火成岩類 | フエノレシック火成岩類

マフィック鉱物の体積 %170 410 210 

長 有

長石とシリカ鉱物を| 恕合む け?

1 ........�b.， t:r .，- 1 Naに富む斜長石，カリ長石I Caに富む斜長石 | 刊の斜町 | | | 斜長石>カリ長石 | 斜長石<カリ長石
玄武崇 | 安山約 | デイサイト | 流紋治

|不諜ドレライ ト | 石州側ポーフィリ - 1 772閃刷I.:'n�ーフl fコ州ポーフィリ
〈 ソ レアイト系列�. .. I 杭カノレクアルカリ系列)1 -布 | 石英ガプロ | 石英閃緑岩 1*ぇ21392岩 | カコウ岩

長

長石に1iIむがシリカ
鉱物も準長石も含まない

〈ソレアイト系列の
一世11，アルカ日系列

の一部)
準長石を含む
(アノレカリ岩系列〉

石 I Caに問長石 |院なに富む斜長石" Naに間長石カリ長石
〈斜長石=カリ長石) I (lM長石くカリ長石〉

認| カンラン石玄武岩 |坦-排す
イ ト

| 糊岩
Z |カンラン石ドレライト |モンゾニ岩ポーフィリ 閃長岩ポーフィリ一

語 | カンラン石ガプロ | モンゾニ岩 j 閃長岩
総I Iベイ サナイ ト I ""， ...， :; J 1. I I ".;， :11 � : J:;-l. -7 11 � � L I ー フライト | フォノライ ト粒 | カンラン石ネフェリナイ ト I

/ -' ./" ，. 1 
! I テ ッ シ エナイト | 岨 | チンクアイトI = --'- / t I ネフェリンモゾニ 岩 ポー |
車rz I ン | フ ィリー l 程 17Tクサイト，アイジヨラ|ネフェリン・モンゾニ続; ネフエリン閃臥i

権東京学芸大学名誉教授 帥愛知教育大学 1987年12月21日受付 1988年l月 11日受理
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図 1 ホームズの作図したCIMP
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1. プロゲラムの方針

本稿で紹介するプログラムは， ひとつの原型として鉱
物の形を長方形， 等粒状組織と して作図させるものであ
る。 鉱物の形を変えた り ， 斑状の組織にしたいと きは，
本プログラムに若干の命令を加えればすむが， 本稿では
省略した。 本プログラムでは指定するパーセントに補正
値を掛けないと正確なC IMPにならないので， 補正値
を得るための作業と して， 画面全部を走査するプログ ラ
ムを付けた。
作 図の条件と しては， A 個々の鉱物に関すること ，

B :鉱物の面積の総和に関すること ， がある。 作 図に要
する時間はカ ラ ー ・ インデックス5パーセ ントのと き約
40秒， 40パーセン ト のと き約7 分かかる。
A:個々の鉱物に関すること

a 形 d 配置
b 大きさ
c 傾き

a) 形
木プログ ラムでは鉱物の形をす

べて 1 : 1. 48の長方形に し て あ
る。 必要に応じてプログ ラム中で
この比を変えれば， 正方形から長
柱状まで自由に作図することがで
きる。

b) 大きさ
長方形の短辺の長さをド ッ トで

指定する。 3 ド ッ ト以下になると
作図しても形にならな いので， 指
定は3ド ッ ト以上がよい。

c) 傾き
画面における長方形の傾きは6

方向とし， 画面の縦軸Cy) に対
して150， 450， 750， 1050， 1350 ， 
165。になるようにしてある。 長方
形がどの方向をと るかは乱数によ
り指定する。

d) 配置

20% 40 % 
画面で長方形を作図す る 位置

は， 作 図を開始する点x .yの数
値をそれぞれ乱数によ り 指定 す
る。 作 図の初めに乱数発生のため
のseedを与えるが， seed に同
じ数値を与えると， 本プログラム

図 2 田中・片田の作図したCIMP
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に よ る か ぎ り CIMPは ま っ た く 同じにな る。
B : 鉱物の面積の総和に関する こ と

e 個 々 の長方形の面積
f 指定さ れたパーセントに相当する面積
g 補正値
h 長方形の個数

巴〉 長方形の短辺をR ド ッ ト と し た と き ， その面
積は次の式 に よ る。

(R + 1 )  X (R X 1. 48+ 1 ) 
こ の式で 1 を加えてい るのは， 作図の原点はOでな く l
だからである。 Rが10の と き， 普通の計算では 148 にな
る。 しかし， 画面では ド ッ ト単位なので， 短辺， 長辺は
それぞれ11 と 16， すなわち面積は 176 ドットに な る 。

f) 指定 さ れたノミーセントに相当す る面積
画面全体は 640 X 400 = 256， 000 ド ッ ト， したが っ て，

例えば 1パーセントは 2， 560 ド ッ トになる。
g ) 補正値

作 図 さ れた長方形の面積は， その傾 き に よ っ て も 差が
出 る。 例えばRを10 ド yトに指定して あ る と， 面 積 は
15。 と 105。 で 176 ド ッ ト， 450 と 135。で168 ド ッ ト， 750 と
1650 で 172 ド ッ トに な る 。 ま た3 作 図 さ れた長方形の個
数が多 く な る と ， 長方形の一部が画面の縁で切 ら れ る も
のや， 長方形 ど う しが重 っ てし ま う も のがあ り ， 画面に
表れて い る 長方形の面積の総和は一般に計算上の面積よ
り 小 さ く な る 。 そのため， あ らか じめ指定するパーセン

トに適当な補正値をかけ， 作図上の面積を大き く して お
く 必要があ る。 補正値を求め る 方法 と しては， それぞれ
のCIMPについて， 計算上の数値 と ， 画面を走査して
得 ら れた数値 と の比か ら求め ら れ る。

h ) 長方形の個数
補正値がき ま る と ， 作図すべき長方形の個 数 も き ま

る。 個数のわか っ てい るCIMPの作図 につい ては， 補
正値の代 り に個数を利用でき るので， それぞれの補正値
の表には， 長方形の個数 も 示して あ る 。
C : 画面全体を走査す る プロ グ ラ ム

作 図の単位はドγトなので， それぞれのド ッ トが黒色
にな っ てい るか ど う かを判定す る には， POINT と い う
命令を使 う 。 方法 と しては， マイコン に よ る ロ ジワル ・
メソ ッ ド (ポイ ント ・ カウ ント法〉 に他な ら な し 、。 画面
全体の走査に要する時聞は約30分である。

2. CIMPの作図と補正値について

本 プロ グ ラムでは乱数を長方形の傾 き と ， 作図を開始
す る 点のX と Y と の 3 個所で用いてい る。 したが っ て 乱
数を発生する seed に異っ た数値を与 え る と， 異 っ た

(11)ー59

第 2 表 seedが異った と きの補正値 と 個数

::三 20% 40% 

補正値 | 個 数

10 1. 177 347 1. 357 800 
20 1.174 346 1. 354 798 
30 1. 150 339 1. 330 784 
40 1. 143 337 1. 311 773 
50 1. 160 342 1. 342 791 

長方形の短辺の大 き さ は10 ド ッ ト

第 3 表 長方形の短辺の大き さ (ド ッ ト〉を指定し
た と きのカラー ・ イ ンデ ッ ク ス20% と 40%
の と きの補正値 (個数〉

i}三 20% 40% 

補正値 i 個 数 補正値 | 個 数
一

2 
3 1. 165 2， 742 1.333 6， 274 
4 1. 162 1， 720 1.325 3， 923 
5 1. 167 1， 186 1. 324 2， 691 

6 1. 171 867 1. 322 1， 958 
7 1. 178 664 1. 327 1， 496 
8 1. 178 522 1. 354 1， 200 
9 1. 171 419 1. 366 977 

10 1. 177 347 1. 357 800 

1 1  1.  190 294 1.380 682 
12 1. 190 250 1. 383 581 
13 1. 188 215 1.377 498 
14 1. 192 188 1.380 434 
15 1. 196 165 1. 391 384 

16 1. 196 146 1. 392 340 
17 1. 204 131 1. 402 305 
18 1. 210 118 1. 420 277 
19 1 .  239 109 1. 416 249 
20 1. 217 97 1. 424 227 

21 1. 199 87 1. 405 204 I 
22 1. 236 82 1. 417 

(seed は10)

C 1 MP (図 3 ) が得 ら れ る 。 seedが異 った と きの補
正値の例を第 2 表に示す。

一般に， カラ ー ・ イ ンデ ッ ク スが同じであ っ て も ， 長
方形の大 き さ が異な る と ， C IMPは異な る 。 カラー ・
インデ ッ ク ス が20パーセント と 40パーセ ン トの と きの長
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第 4表 長方形の短辺を10 ドット と し， カラー ・ イ
ンデレクヌを- 1%か ら50%に指定 したとき，
の補正値 〈個数) . 

% 1 補正値 | 個数 11 % 1 補正値 | 個数

l 1. 018 15 26 1. 221 468 
2 1. 018 30 27 1. 239 493 
3 1. 018 45 28 L 251 516 
4 1. 052 62 29 1.268 542 
5 1. 058 78 30 1.269 561 

6 1. 074 95 31 1 .  276 583 
7 1. 095 113 32 1.289 608 
8 1. 094 129 33 1.306 635 
9 1. 093 145 34 .1. 317 660 

10 1 . 099 162 35 1. 322 682 

1 1  1.  1 10 180 36 1.327 704 
ー12 - 1. -114 197 37 1. 335 728 

13 1. 122 215 38 1.-339 750 
14 1. 129 233 39 1. 354 778 
15 1. 1-35 251 40 1. 357 

16 1. 149 271 41 1. 370 
17 1. 162 291 42 1. 388 859 
18 1. 172 311  43 1. 400 887 
19 1.179 330 44 1. 417 919 
20 1.177 347 45 1. 436 952 

21 1 .  183 366 46 1. 447 981 
22 1. 187 385 47 1. 464 1， 014 
23 1. 198 406 48 1. 482 1， 048 
24 1. 204 426 49 1. 490 1， 076 
25 1.211 446 50 1. 501 1， 106 

乱数の seedは10

方形の短辺が 3 �22 ド ッ トのCIMPの例を図 4 に示す
く原図の大きさは24x 15. 5セ ンチで， 写真によ り 縮 小 し

てあ る)。 そ の と き の補正値を第 3 表に示す。
作図される長方形の大きさが同 じであ っ て も ， カラー

・ イ ンデ ッ ク スが異な る と ， C IMPは具な る 。 長方形
の短辺を10ド ッ ト と し， 1 �50パーセントの補正値を第
4表に示す。 本稿では図は省略した。

なお， 本プロ グラムによ り 作図 したCIMPのカラー
・ イ ンデックス の精度については， 作図される長方形の

大きさに よ り 異な る 。 作図は計算上の面積 の総和が， 指
定パーセ ントを超え た と き終る。 し たが っ て， 1 個の 長
方形の短辺を10 ド ッ ト と 指定すれば， 最大の誤差は 176
-1ド ッ ド (+0.068%) である。

(参 考〉 補正値については， ひ と つひ と つ指定 し

、-C地 学 教 育

たCIMPを作図させ， 画面を走査する方法でなく，
計算で指定でき ないか検討 してみた。 た と え だ第 3 表
について， 最小二乗法によ り 直線への あてはめを行 う
と ， 次の式が得 ら れ る。 x : 長方形の短辺 の 大 き さ
〈ド ッ ト)， y : 補正値 R : 相関係数

20%の と き y = 1. 1493+0.0034 ・ x
R=0.9100 

40%の と き Y = 1. 3045 +0. 0056・ X
R=0.9566 

こ の式を使 っ て誤差の大き い と こ ろ では0.0258の差を
生 じた。 し た が っ て ， こ の式は補正値の見当を付ける
こ と はで き て も ， 精度を要求す る と きは使えない。

3. CIMPの今後の課題について

本 プロ グラムでは， 等粒状組織で， 有色鉱物は長方形
のCIMPの作図にかぎ っ た， C IMPを実際の岩石標
本のパター ン に近付け る には， 形や， 徴小な鉱物の処理
な正さら に改良を要す る 。

人聞の目は， パターン としての比較に強い と 言われて
いるか ら， 将来はC IMPと岩石標本と の比較によ り ，
岩石標本のカラー ・ インデ ッ クス の推定にま で も っ てい
き たい。 例え ば岩石 と ， 図 4 の なかで長方形の大 きさが
岩石 と 同 じCIMP と の比較に よ り ， 岩石のカラー ・ イ
ンデ ッ クスが20%以下か， 20�40%か， 40%以上かを判
定する こ と はそ う むずかしい こ と ではなし、。

なお， 岩石標本の写真を と るか， ま たはその表面を磨
いてコピー を と り ， そ の画像をマイコ ン にイ ンプ ッ トで
きれば， マイコ ン に よ るカラー ・ インデ ッ クス の測定も
期待される。

謝辞 プロ グラムについては東京学芸大学教授島貫陸氏
に御教示をいただいた。 厚 く 御礼申 し上げ ま す。 補正値
の測定については， 高田莱保美さん 〈当時東京学芸大学
学生〉 にお願い した。 こ こ に記 して謝意を表 し ま す。

<プログラム中の変数の説明>

a)パ ッ ク ・ グラウ ンドを白地に， 文字を赤色にする た
め の 命令

C 0 L 0 R 2， 7， 0， 0 : C L S 3 
b) 個 々 の鉱物に関す る こ と

・ 長方形の 傾 き G (M)， Mは1� 6
・ 長方形の大きさ(短辺を ド ッ ト) R 
-指定のパーセ ント
.補正値
・ 乱数発生のための seed

PCA 
HOSEI 
ND 
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10 '=============================== C1NDEX =================================== 
20 ' COLOR 1NDEX PATERN 門ODEし
30 ' 
40 '========================================================================== 
50 CONSOLE O，25，O，1:W1DTH 80:SCREEN 3，O，O，1:COLOR 2，7，O，O:CLS 3:DEF1NT I，J，門，N
60 FOR 門=1 TO 6: READ G(門):NEXT門: DATA 15，45，75，105，135，165 
70 LOCATE 26，4: 1NPUT"長方形ノ短辺 "，R 
80 LOCATE 26，6: 1NPUT "N ーセント "，PCA 
90 LOCATE 26，8: 1NPUT"Nーセントノ補正恒 "，HOSEI 
100 LOCATE 50，10: 1NPUT "seed "， ND 
110 RANDO門IZE ND 
120 LOCATE 15，12: PR1NT "補正値ヲ求メナイト干J) J)。ヲーン1]"完成後 ツ干愉ニヌヌ0トキ力ナラ:::.(" STOP" 
130 LOCATE 26，14: INPUT"補正値 ヲ 求メJ�n Y /N " ， ZSC$ 
140 CLS 1:NJ=0:NS=0:PC=PCA*HOSE1:RF=1.48 
150 ' ・
160 FOR 1=1 TO 20000 
170 門=INT(RNDホ6)+1: ER=G(門)/180*3.14159: ES=(G(門)+ヲ0)/180本3.14159
180 X=RND*639: Y=RND*399 
190 X1=RホSIN(ER): Y1=R事COS(ER): X2=R*RF*SIN(ES): Y2=R*RF*COS(ES) 
200 1F R < 2 THEN 310 
210 HX=2*SIN(ER+.775): HY= 2ホCOS(ER+.775)
220 HX2=2ホSIN(ES+.775): HY2= 2*COS(ES+.775) 
230 HRX=X+HX: HRY=Y-HY: HUX=X+X1+HX2: HUY=Y-Y1-HY2 
240 ト�X=X+Xl+X2-HX� HLY=Y-YI-Y2+HY: HWX=X+X2-HX2: HWY=Y-Y2+トIY2
250 LI NE (X， Y)ー(X+X1，Y-Y1)，3: L1NE (X+Xl，Y-Yl)ー(X+X1+X2，Y-Y1-Y2)，3
260し1NE (X+Xl+X2，Y-Y1-Y2)ー(X+X2，Y-Y2)，3: L1NE (X+X2，Y-Y2)ー(X，Y) ，3 
270 1F HRXくo OR HRX>639 OR HRY<O OR HRY>399 THEN 280 ELSE PAINT (HRX，HRY)，0，3 
2é'.(l 1 FトIUXくo OR HUX>639 OR HUY<O OR HUY>399 THEN 290 ELSE PA1NT (HUX，HUY)，0，3 
290 IF HLXくo OR HLX>639 OR HLY<O OR HLY>399 THEN 300 ELSE PAINT (HLX，HLY)，O，3 
300 IFトIWXくo OR HWX>639 OR HωVくo OR HWY>399 THEN 310 ELSE PAINT (HWX，HWY)，0，3 
310 LINビ (X，Y)ー(X + X 1 ， Y -Y 1 ) ， 0: LI NE (X + X 1 ， Y -y 1 )ー(X+X1+X2，Y-Y1-Y2)，0
320 LINE (X+Xl+X2，Y-Y1-Y2)ー(X+X2，Y-Y2)，0: LINE (X+X2，Y-Y2)ー(X，Y)，O
330 RS=(R+1)*(R市RF+1) 
340 NS=NS+RS: WT=NS/256: NJ=NJ+1 
350 IF WT >= PC*10 THEN 380 
360 NEXT 1 
370 ' ・
380 LOCATE 77，0: PRINT USING川林梓#川:PCA
390 LPRINT:しPRINT
400 LPRINT "等粒状 "::LPRINT USING"R=持#ドット 指定χ=##.#補値=#.##持# seed=#特#幹N=特件
特林幹 持勢#### 卜、、ット計算χ=持幹#.#韓":R，PCA，HOSEI，ND，NJ，NS，WT/I0
410 IF ZSC$=川(" OR ZSC$="y" OR ZSC$="ン" THEN 440 ELSE 420 
420 GOTO 420 
430 ' ーーーーーーーーー一ーーー一一一一一一一ーーーー一一ー--ー- CHECK ------ーーー一一ー一一一ーーーーーーー一一一一一一ー一一ーー---

440 NSU門=O:Nし=0:JY5=5
450 FOR JY=O TO 399: NL=Nし+1
460 FOR JX=O TO 639 
470 JC=POINT(JX，JY) 
480 IF JC=O THEN NSU門=NSU門+1
490 NEXT JX 
500 IF NL=JY5 THEN 510 ELSE 520 
510 LOCATE 77，0: PRINT USINGIO#梓持": JY5: JY5=JY5+::. 
520 NEXT JY 
530 PCH=NSUM/(64ホ40): JY:I=5 
540 LPRINT "SCANING":SPC(49)::LPRINT USING"######卜\\ "ト %=###.##IO;NSUM，PCH
550 END 

c)鉱物の作図に関すること
-乱数による l から36までの指定
.作図を開始する点の位置
-長方形の枠を作図するための指定

M 
x .y 

(X l /X2 /HX ( HX2 
Yl 'Y2 \HY \HY2 

.長方形内の色を塗りはじめる点 の指定

(HRX(H U X /HLX ( HWX 
HRY \HUY \HLY \HWY 

d)鉱物の面積の総社に関すること
. 1個の長方形の面積(ドγト〉 RS 
-長方形の面積の計算上の総和〈ドット) NS 
-長方形の面積の計算上の総和〈パーセント) WT 
-指定パーセントに補正値を掛けた数値 PC 
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図3 乱数の seed が異なると長方形の配置も異なること を示す。 図は， いずれも長方形の短辺10
ド ッ ト ， 1 %である。

図 4 (次頁〉 長方形の短辺の大きさを変えたと きの20%と 40%の C 1 MP。 右と左の長方形の大きさは同じ。
(ひとつひとつの原画の大きさは24 x 15. 5セ ンチ〉

-作図された長方形の個数
e ) 作図された全画面の走査に関すること

-作図された ド ッ トの色

N J  

J C 
-黒色を示す ド ッ トの総和(ド ッ ト) NSUM 
・ 黒色を示す ド ッ トの総和(パーセ ン ト) P C H 
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稲森 潤 ・ 遠西昭寿 : マ イ コ ン に よ る カ ラー ・ イ ン デ ッ ク スのモデルのパタ ー ン ( C I M P ) の作図について

地学教育 41巻， 2 号， 57�67， 1 988。
〔キー ワ ー ド〕 カ ラ ー ・ イ ンデ ッ ク ス ， マ イ コ ン， 火成岩， 分類， C 1 MP 
〔要旨〕 マ イ コ ンに よ る火成岩の カ ラ ー ・ イ ンデ ッ ク スのモテ・ルの パ タ ーン ( C 1 MP) を作図するプロ グラ

ムを開発した。 その例と して， カ ラ ー ・ イ ンデ ッ ク スが20%と40%のと きの C I MPを示した。

Jun INAMORI and Shoju TONISHI : Metbod for Drawing Paterri.s of Model of Color- Index (CIMP) by 
Using Micro Computer ; Educat. Earth Sciリ 41 (2)， 57�67， 1988. 
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二 国 間 学 術 交 流

本会議は， 諸外国 に お け る 学術研究の動向及び現状 を 把

握する と と も に ， 学術研究 に 関 す る 基本的， 全般的事項 に

ついて相手国の科学者等 と 意見 を 交換す る こ と に よ り ， 我

が国の学術研究の笠合的 な発展 に寄与す る こ と を 目 的 と し

て， 昭和58年度か ら 毎年 2 か国へ代表 団 を 派遣 し て い る 。

今 ま でに， ア メ リ カ 合衆国， マ レ ー シ ア ， ド イ ツ連邦共和
国 ， イ ン ド ネ シ ア 共和国， ス ウ ェ ーテ'ン王国， タ イ 王国，

フ ラ ン ス 共和国， 大韓民国へ派遣 し た が， 今年度は ， 11月

7 8 か ら 15 日 ま で連合王国へ， 12月 1 8 か ら 5 日 ま で シ ン

ガポー ル共和国へ， そ れ ぞれ会長 ま た は 副会長以下 7 名 の
会 員 を 派遣 し た 。

日 本学術会議第13期は， í学術研究の国際性重 視 と 国際的

視野の確立j を そ の 活動の重要な柱のーっ と し て お り ， 今

回 も そ の観点か ら 交流 を 行 っ た。

連合王国に つ い て は， r連合王国の経済停滞 と そ の対策J

「産業革命以降の連合王国 に お け る 基礎科学及び応用科学

の発展J r 日 英の ア カ デ ミ ッ ク な協 力 は ど う あ る べ き かj の

三つの テ ー マ に つ い て ， 行政機関， 研究所， 大学等 を訪問

し ， 情報交換 を行い， さ ら に そ の方面 の科学者 と 意 見交換

会 を 行 っ た 。
シ ン ガ ポー ル に つ い て は ， í今後の ア ジ ア ・太平洋国の科

学協力 に お け る 日 本の役割J を テ ー マ に 行政機関， 研究所，

大学等 を 訪 問 し ， 情報交換 を 行 い ， さ ら に そ の方面の科学
者 と 意見交換会 を 行 っ た 。

今 回 の成果は， 代表面訪問時だけの も の では な く ， 訪問

国 と の今後の継続的な 交流， 緊密な情報 ・ 資料の交換， 日

本学術会諜 と 訪問国関係各諸機関 と の相互理解の促進 ・ 緊

密化等の形で表れて く る も の であ り ， こ れ ら の成果は， 我

が国の学術研究の国際交流 ・ 協 力 の 基本姿勢及びその抜本

的充実方策 を検討する 場合の大 き な 資料 と し て 役立つ も の
と 期待 さ れ る 。

日 本学術会議の国際的活動

本会議は， 先 に 述べた二国 間学術交流の ほ か， 次の よ う

な国際活動 を 行 っ て い る 。

国際学術団体力日入

本会議は， 多 く の国際学術団体に加入 し ， 密接な 協 力 を
保 ち ， 国際的 な学術の 発展に努めて い る 。 昭和62年度現在，

本会識が分担金 を 支 払 っ て加 入 し て い る 国際学術団体は，

国 際 学 術 連 合 会 議 (ICSU) ， 国 際 社 会 科 学 団 体 連 盟

(IFSSO) 等43団体であ る 。

学術関係国際会議の開催， 後媛

わが国の 多数の科 学者が世界各 国 を 代表 す る 関係科学者

と 接 し ， 最近の研究情報 を 交換 し ， わ が国の科学の向上発

達 を 図 り ， 行政， 産業お よ び国 民生活に科学を 反映浸透さ

せ る こ と を 目 的 と し て ， 昭和28年以降毎年 お お む ね 4 件の

学術関係国際会議 を 学 ・ 協 会 と 共同主催 し て い る 。 昭和62

年度は， 1 ) 第 6 回 ケ ム ロ ー ン世界会議， 2 ) 第18回低温

劫芝学国際会議， 3 ) 法哲学 ・ 社会哲学国際学会連合第13

回世界会議， 4 ) 第 6 回 国際会計教育会議の 4 つ を 共同 主

催 し ， 昭和63年度は， 1 ) 国際家族法学会第 6 回世界会議，

2 ) 第 9 回世界地震工学会議， 3 ) 第 8 回国際内 分泌学会
議， 4 ) 第 5 回国際植物病理学会読め 4 つ を 共同主催す る

こ と と し て い る 。
以上の国際会議のほか， 毎年15件前後の国際会議 (圏内

開催) を 後援 し て い る 。
代表派遣
世界各地で開 催 さ れ る 学術関係国際会議 に わ が国の学術

の 状況 を 反 映 さ せ， さ ら 仁 国際学術協 力 に寄与す る ため，

本会議か ら 代表 を 派遣 し て い る 。

国際協力事業

本会議は， 国際学術連合会議 (ICSU) と 世界気 象機関

(WMO) が行 う 「気候変動国際研究計画J (WCRP) 等の

国際共同 ・ 協力事業 に 協 力 す る ため， 圏 内 の 実施計画の立

案 ・ 調整 を 行 う と と も に関係研究者聞の研究連絡， 交流の

促進 を 図 っ て い る 。

学術文献収集

本会議は， 国際学術団体及び各国の学術研究機関等か ら ，

継続的に約1900種の刊行物を 受入れ， 資料の有効利 用 を 図

っ て い る 。

生命科学と生命工学特別委員会中間報告
一生命科学の研究 と 教育の推進方策 に つ い てー

現在， 生命科学 に 対す る 関心は社会全体に拡がっ て お り ，

生命科学の推進の た めの い ろ い ろ な活動が国， 民間， 学界

な どそ れぞれの立場で行われつつあ る 。 こ の よ う な 時に，

生命科学 と 生命工学特別委員 会 と し て は ， 広い視野に立つ

・ て学問分野 を 横断的 に と ら え て， 生命科学の推進方 策につ

い て 以下要約の ご と き 具体的提言 を 行い， 各方面 の 意 見 を

聴取す る こ と は非常に重要でレあ り ， 時機 を 得た も の であ る

と 考 え る 。

〔要約〕

広い視野か ら 生命科学の研究 と 教育の推進の 方 策 を 討

議 し ， 提案 し ， 時 に 応 じ て企画， 実行す る 組織 と し て，

生命科学研究教育推進会議 (仮称) を 設置す る こ と 。 そ

し て ， こ の 会議の事業のーっ と し て， ま ず生命科学研修

コ ー ス開催のための機構 を つ く り ， 各種の研修 コ ー ス を

笑施す る こ と が緊急に必要でレ あ る 。

登録学術研究団体等との連絡協議会

本会議は， 本会議活動の周 知 を 図 り ， 学術研究団体 と の
逮絡 ・ 協力関係 を 維持 ・ 強化す る た めの 活動の一環で あ る

登録学術研究団体 等 と の連絡協議会の 第 2 回 目 を ， 12月 7

日 に ， 東 日 本の 団 体 を 対象 に し て本会議講堂で， 12月118
に ， 西 日 本の 団体 を 対象 に し て大阪ガー デ ン パ レ ス で， そ

れ ぞれ開 催 し た 。

今回の連絡協議会では， 最初に， 近藤次郎会長 か ら ， 本

会議の職務 ・ 権限や組織 ・ 構成 な どの説明 の後， 最近の活
動 と し て ， 去 る 10月 の 第 103回総会で採択 さ れた勧告等の 内

容紹介な どが行われた。

続いて， 事務局 か ら ， 現在進め ら れて い る 第14期会員推

薦手続について， 特に近々 各登録学術研究団体に 依頼 さ れ

る 予定の 「会員の候補者J の選定 と 「推薦人 (予備 者 を 含

む 。 ) J の指 名 に 関 す る 届 出 の 手続 を 中 心 に 詳 し い説明が行

われた。 こ の 説 明 に つ い て は ， 多 く の出席者か ら そ の手続

の詳細 を た だす質問が出 さ れた。

な お ， 出席者数は， 12月 7 日 は ， 339団体339 名 ， 12月 1 1

日 は ， 58団体58名 であ っ た 。

多数の学術研究団体の 御 協 力 に よ り ， í 日 本学術会 !
銭 だ よ り J を 掲 載 し て い た だ く こ と が で き . あ り が と i
う ご ざい ま す 。 l! なお， 御意見 ・ お問 い合わ

せ
等があ り ま し た ら下記 i

…寄
せ

く だ さ 余計 )〒106 港区六本木 7 ー22-34 ! 
日 本学術会議広報委員会 i 

( 日 本学術 会議事務局庶務課) 1 
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理科検定教科書時代 〈明治後期〉 の 小 学校地学教育

一一地学教育史委員会報告 No. 3一一

地学教育史委員会 (渡部景隆〉

は じめに

本委員会は第 2報で小学教則時代の地学教育について
教科書を主にして検討した経果を報告した。 それは理科
以前のこと であるが， 次に明治19年に理科ができた小学
校令によ って明治43年固定教科書ができるまでは検定教
科書時代であった。 本委員会は， 検定教科書 から国定教
科書へ移行する過程を明 かにしたいと考えたが， 資料不
足で目的を達するに至らな かった。 し かし調査の過程で
検定教科書時代には， 現在*での小学校教科書にない多
彩な教科書が出るなどの特色があ り ， 日本教科書大系な
ど既存の文献にないものがあることがわ か り ， 検定教科
書時代の地学教育を一編と し， 第 3 報と して報告するこ
とにした。
本稿は， 教育課程については関委員の提出 資料に よ

り ， 教科書については国立教育研究所付属教育 図書館所
蔵の資料を下野 ・ 渡部委員が検討したものについて渡部
が原案を作製し， 10月の小委員会の査読を経たものであ
る。 なお， 醗訳教科書のう ち， 仏語の踊訳原書について
は高橋伸夫博士 (筑波大学地球科学系〉 の格別の御教示
を得た。 記してお礼申し上げる次第である。

I 理科検定教科書時代の教育課程

明治19年， 小学校令が制定され， 小学校は尋常小学校
( 4年)， 高等小学校 ( 4年〉 と な り ， こ こで初めて 「理
科」 の名称が用いられ， 5 学年の高等科 から理科が課さ
れることになった。 したがって， 義務教育 〈尋 常 小 学
校) では理科の学習はな かった。

この時期の理科は， 検定教科書で学習されたが， 理科
が小学校 5学年 から課された の は， 固定教科書第 3 期
(大正 8年〉 に 4� 6 学年と改正されるまで54年間に及

んだことになる。 一方， 次の国民学校令時代 (昭和16�
21年〉 の理数科理科が低学年 (l � 3 学年〉 の 「自然の
観察」 ができるまで， 低学年の理科がな かったことにな

* 地学教育史委員 : 稲森潤， 小林学， 酒井栄吾， 下野洋， 関
利一郎， 平山勝美， 渡部景隆
1988年 1 月 11 日 受付 1 月 18 日 受理

る点が特筆される。 なお， 小学教則時代の図 1 や "究理
学輪講" に含まれる教科書が中学科(4�6年〉 用 と し
て出ていること (本委員会報告第 l 報J 本誌41巻 1号，
図 1 参照〉 からみる と ， たて ま え と しては 5学年以下の
低学年でも学習でき る よ う になっていたと解される も付
記してお く 。 制度の上 からみると， 明治19年は， 小学校
令だけでな く ， 中学校令， 師範学校令， 帝国大学令も同
時に布達され， 日 本の初等 ・ 中等 ・ 高等教育がそろって
実質的に初足したと いえる年であった。

理科の時間配当 〈明19， 文部省令〉

i 尋 常 小 学 科 | 高 等小 学 科 ( 
学年 1 1 1 2 1 3 1 4 1 1 1 2 1 3 1 4 1 
理科 1/1/1/1/1 2 1 2 I 2 1 2 I 

明治19年 5 月 ， 文部省令で 「小学校の教科及其程度」
が定められた。 ここでは， 地学領域に関係ある地理と理
科の内容を掲げる。
O地理 学校近傍の地形其郷土， 郡区麻県， 本 邦 地

理， 地球の形状， 昼夜， 四季の原因， 大洋大洲の名勝
及外園地理の概略。

0理科 果実 ・ 穀物…・ ・ ・ 〈中略〉 ……金銀銅鉄等， 人
生に最も緊切の関係あるもの日 ， 月 ， 星， 空気， 温

度， 水蒸気， 雲， 露， 霜， 霧， 雷電， 風凶， 火山， 地
震， 潮汐-… ・ ・寒暖計， 晴雨計・ …・虹 …一 日常児童の目
撃し得る もの。
以上のよ うに， 地理では地球の形状， 醐夜， 四季など

が扱われ， 理科では， 日 ， 月 ， 星などの天体に関する内
容， 気象に関する内容， 火山， 地震等が掲げ ら れ て い
て， 鉱物についての掲示が不明確である。 r金銀銅鉄等
人生に最も緊切の関係ある もの」 を金属と解すれば， 鉱
物の項目はないことになるが， 領域と し て， 植物 ・ 動
物 ・ 鉱物 ・ 物理 ・ 化学の語を定義し， 地学の主部は鉱物
と 呼ばれてお り ， 後述する教科書をみても鉱物が重視さ
れたものが多い (第 l 報， 日 本地学教育 史 の 展 望， 表
3 - 1 のM19理科検定教科書， 各期の性格の 項 の 「地学
は鉱物中心が多いが， 教科書によ り 差が大きい」 は， 教

、
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表 l : ;検定教書科時代 (明治20�39年〉 の小学校理科の

年号 書 名 奇苦 者 内 廿N句

明治 20 小学理科 読本 サ プ ν ー 著 巻 2 4 掌 積 物 の 部 ， 空 気 ， 有 用 金 属 ， 石類， 水 蒸 気 ， 雲 ・ 氷 ・ 風 ・ 雨 ，

/ -3 佐 沢 太 郎 訳述 火 山 ・ 地震 ， 潮 汐 .

巻 3 4 掌 物理の 部 ， 太 陽 ， 諸 星 ， 方 位 ， 時刻 ， 月 蝕 .

明 治 20 新提 理科銃本 J、 ル タ ン (茶 ) 著 巻 1 1 主主 鉱 物 界 : 3 . 石 炭 ， 4 . 有 用 金 属 .

/ - '1- 武田安之助釈補 巻 2 12. 地上 の 水 ， 13. 空 中 の 水

Science r偲.der 巻 3 18 . 鉱物界 (岩石 ・ 金 石 ・ 金 属 ・ 花 筒 石 ・ 粒土 ・ 板石 ・ 砂石) ， 1 9 .  

石灰石 〈種類及び生成) ， 20. 金 属 .

巻 4 22 . 空 気 (空気 の 海 ・ 水 の 海 ・ 空 気 中 の水蒸気) ， 水 の 形 状 (露 ・

雲 ・ あ ら れ ・ 雨 ・ 雪) . 

明治 20 小学理科書 小野太郎編述 巻 3 1 . 鉱 物 分 類 ， 2 . 鉱物元素 ， 3 . 鉱物識別法， 4 . 燃 鉱 類 ， 5 . 金

巻 / - '1- 鉱 類 ， 6 . 塩 量産 類 ， 7 . 石 鉱 類 ， 8 . 水 ， 11 . 雲U ， 1 2 . 雨 ・ 露 ・ 霜 ・ 雪，

13. 潮 汐 ， 14. 空 気 ， 16. 風 .

巻 4 5 . 日 月 ・ 日 蝕 ・ 月 蝕 ， 6 . 星 ， 7 . 火 山 ・ 地震 .

明 治 20 理科初歩 三 宅 米 音 ムc 草，‘s 有 用 の 鉱 物 1 :lな 有 用 の 金 類 (銅 ・ 鉛 ・ 黄 金 ・ 銀 . ( ろ が ね ・ 錫 ・ 亜 鉛 ・

巻 / - 7 新保磐次
水銀 ， 金類の 通性) 2 j主有用 な 石類 〈 水 晶 ・ 砂 石 ・ 花嵐 石 ・ 粘土 ・ 板石 ・

繊石 ・ 石灰 石 ・ 拓 抱 石 ， 石類の通性'\ 3 章 石炭 ・ 石油 ・ 金類石類比較

明 治 20 新定理科会誌 犬村滋毛車線 巻 3 宇 宙 の 変 化 1 . 地球上の現象 空 気 ・ 温度 ・ 水蒸 気 ・ 雲 ・ 1& . 雪 ・

/ - '1- 71<， ' 火 山 f 地震 ， 潮 汐 ， 2 . 地球外の 現象 日 ・ 月 ・ 星 .

明 治 20 小学校理科 会 朝 夷 六 郎 編 述 地文縞 1 ・ 地球概 論 ， 2 . 大 陸 島興 ， 3 . 山 谷 高 原 ， 4 . 平 野 ， 5 . 火 山

地震， 6 . 泉 ・ 川 ・ 湖 ， 7 . 大洋 ・ 波 動 ， 8 . 潮 流 ・ 海 流 ， 9 . 大 気 ，

1 0 . 風 . 1 1 . 雪 霜 ， 12. 気 候 .

鉱 物 編 1 . 燃 鉱 類 ， 2 . 金 鉱 類 ， 3 . 歯 石 類 .

明 治 21 理科入 門 ホ ウ ッ カ ル (米〉 巻 3 7 . 鉱物 ， 8 . 金 ・ 銀 ・ 水 銀 ， 9 . 銅 ・ 鉄 ・ 鈴 ・ 錫 ， 1 0 . 水精

/�g 著書
(水晶) ， 玉 ず い ・ 繊 石 ， 11 . 石炭 ・ 石墨 ・ 硫黄 ， 12. 大理石 ・ 石灰 石

Childs Book 松本駒 次 郎 訳
花 尚 石 ， 1 3 . 地 球の 形 ， 14. 地 球 の 逮 動 ， 15. 日 ， 1 6 . 月 ， 1 7 . 遊星 ，

o:f Na七ure 18. 慧皐 ・ 流 星 ・ 関 石 ， 1 9 . 恒 星 ・

巻 4 1 . 空気 ， 2 . 連 動 ナ る 空 気 〈風) ， 3 . 風 の 主主ず る 王塁 ， 4 : 気 の 圧 力

巻 5 1 . 水の 利 益 ， 2 . 水 の 性 ， 3 . 噴 水 ， 4 . 水圧 ， 5 .  � 中 の 7Jc，

6 . 場 - g ・ 雨 ， 7 . 露 ・ 霜 ， 8 . 'l{ ・ 氷 e あ ら れ ， 9 . 水 の 循 環 ，

1 0 . 潮 汐 ， 1 1 . 火 山 地 震 . 巻 6 1 0 . 顕微鏡 ， 1 1 . 望遠鏡 ，

巻 7 8 . 地球の 引 力 . 巻 8 元 素 ・ 金 属 の 化 学 性 . ー

明 治 21 理科教科書 岡村増太郎 総 2 縞 鉱物 地文

/ - '1-
明 治 25 明治理科書 高 島 勝 次 郎 著 巻 1 の 下 4 ・ 鉱 物 界 ・ 硬度 ・ 比 重 ， 国 体 ・ 液 体 ・ 気体 ， 結 晶 ， 金 属 ・ 非金

/ - '1- ト 属 ， 有 用 の 鉱 物 ・ 金属 . 5 . 自 然 の 現 象 . 河 水 の 流 動 ， 露 � W . 雲 ・
霧 ・ 雨 ・ 虹 ・ 雪 ・ � ら れ ， 火 山 ・ 地震 ・ 温泉 .

巻 2 の 下 3 . 鉱 物 界 . 有用非金 属 ， 地球上 の 岩 石 . 4 . 自 然 の 現 象 . 地

球 の 自 転 ( 昼 夜 の 別) ， 地球 の 公 転 ( 四 季 の 変化) ， 太 陽 ， 風 ・ 海陸 風

台 風 .

明治 25 小学校理科 小杉豊言電 線 2 年 鉱物物理の 大 要 ， 鉱 物 の 大要 : 1 . 発 端 ， 2 . 建築石類 ， 3 . 金 属 類 ，

新潟 / - '1- 4 . 宝 石 類 ， 5 . 雑用類 ， 6. 鉱 物 の 成形及び鉱業 .

物理の大要 : 2 . 水 ， 3 . 空 気 .

明治 25 小学理科新書 学海指針社 巻 の 2 : 0 金 ・ 銀 ・ 水銀 ， 0錫 ・ 鉛 ・ 亙 錨 ， 0 水 晶 ・ 花樹 石 ，- 0陶土 ・ 石灰

/ - '1- 縄車耳 石 ， 0 水 ， 0 空 気 . 巻 の 3 : 0 地 熱 ・ 火 山 ・ 湿 衆 ， 地1ll .

訂正 : ハ ルタ ン 〈誤〉 →バル チ ソ 〈正〉
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主要教書科一覧

年号 書 名 若 者 内 全"でT・
明 治 26 新定 理科呑 文学社編続所 巻 の 1 : 4 章 土 及 び 右 . 5 主主 土 地 の 変化

I � IJ. 縞車耳 巻 の 2 : 9 :0: 金 属 . 101草 地 球 の 返 動 . 11章 四 季 の 変 化 .
小林義民Ij 編 巻 の 4 : 5 ÌÍ'i: 熱 と 気象 の 関 係 . 風 附 雨 計 . 11竿 太 陽 と 星 .

明治 26 新式忍科読本 中川玄腐 若 巻 1 : :理科を学ぶ 目 的 ， 注意観察 の 必 要 ， 観 察 は 近 距 離 よ D は じ め る ， 野外

/ � IJ. の 遊 歩 .

巻 2 : 海 浜眺望 ， 地球 の 形 ， 海水 と 遊泳 ， 満潮 と 干 潮 ， さ ん ど 礁 の 話 ， し ゅ

う 雨 ， 虹 ， 星 ， 流 星 .

巻 3 : 山 行 ， 水 の 循 環 ， 雲 - i葺 ・ 露 ・ 鍔 ・ 雨 雲 ・ あ ら れ ・ ひ ょ う ， 寒暖言十，

時 雨 言t ， 鉱物総論， 歯 石 類 ， 石 炭 ， 燃 鉱 類 ， 前 世 界 の 話 ， 化 石 ， 金 主主 類 ，

火 山 ・ 温 泉 ， 地震 ， 銅 山 ， 石 灰 山 ， 石 灰 ， 土 石鉱 類 .

巻 4 : 天体 ， 太 陽 系 ， 月 ， B 蝕 .
明 治 33 小学理科教科書 棚橋源太郎 巻 2 : 3 縞 1 主主 冬 の 山 野 2 岩 石 の 崩 壊 3 岩 石 と 鉱 物 4 土塩基 .

児 童 用 倒 口 勧 次 郎 巻 4 : 1 縦 2 章 山 岳 1 水成 岩 2 火 山 ・ 火成 岩 ， 地震 3 陶土 ・ 陶 器 及

巻 / � IJ. 合者 び が ら す の 製造 4 硫黄 ・ 硫酸 5 温 泉 水 の 含 有 物 . 3 章 海洋 :

1 海水 2 食塩 ・ 塩酸 ・ そ う だ 4 さ ん ど ・ 石灰 .

2 綴 1 主主 天体 1 太 陽 2 流 星・ 琴星・ 銀河 3 地球 4 前世 界 の 槌 物

5 力 の 不 滅 .

物 の 所 在 .

科書の方を重視 した表現で・あ り ， 文部省指示では鉱物が

な い と も と れ る の で， 以上こ こ に付記す る 。

E 理科検定教科書時代の教科書

A 検定教科書時代の教科書を と り 上げる視点

理科の科 目 がで き た こ と に よ っ て， “究理学編講" の

次に博物の語が小学校か ら 消え， 生物 (植物 ・ 動物〉 ・

鉱物 ・ 物理， 化学 ・ 生理な どが理科教科書 と し て ま と め

ら れ る こ と にな っ たが， こ れには， 上記の領域毎に ま と

め ら れて それぞれ 1 つの巻にな り ， 各巻が学年配当 さ れ

た も のや， 分野 ・ 領域の枠を く ず した配列を と る も の な

ど， 種 々 の編集方針の教科書が 出た。 太平洋戦争以前で

は最 も 多彩な教科書が出た時期であ る 。 戦後の近年 も 多

数の教科書 の 出 た 時期 と い え る が3 昭和33年の系統学習

期以後は学習指導要領を国の基準 と し て公示 の 形で出す

こ と にな っ た の で、拘束力が強 く 画一型であ る の に対し，

明治の検定教科書時代の教科書はすべて著 し く 異な る 特

色を持つ。 理科ではないが検定教科書の過熱が採択に関

連 した疑獄事件を ひ き お こ し 固定教科書 と な っ た と さ れ

て い る こ と で も そ の 事情が推察 さ れ よ う 。

こ の検定教科書時 代の教科書については国立教育研究

所所蔵の も の に 日 本教科書大系記載の も の を加 え て 取捨

選択す る と 表 1 の よ う にな っ た。 こ れで大様は知 る こ と

が で き る 。 こ の 時期の教科書の特色を後世の地学教育に

関 連 さ せ る 立場か らすれば， 次 の 3 つ の 視点が あ る と 考

えた。

3 :0:  鉱 物 の 利 用 1 石器 2 金属 の 使 用 3 有 用 鉱

視点 1 ， 検定時代の最初 (M20 ・ 21) に 仏 ・ 英 ・ 米の

理科翻訳教科書が出た こ と 。 明治 5 年に 始 ま る 小学教則

時代の教科書が文部省刊 も 含め て 明 治14年 ま ですべてIlìJru

訳教科書 と い え る 状態であ っ た こ と の再来の感が探 く ，

内容を検討す る と 国定教科書 (第 I 期， 明治43年〉 への

影響が大 き か っ た こ と が認 め ら れ る 。 し か し， 検定時代

には最初 (M20) か ら 自前の教科書 も 同時に 出 た こ と

や， 当然の こ と な が ら 文部省発行の醜訳教科書がな い 点

が小学教則時代 と 異な る 。

視 点 2 ， こ の時期の教科書は教育学的見地から 3 期に

わけて評価さ れ る こ と ， 日 本教科書大系では， 3 期それ

ぞれ 2 種ずつ代表的教科書を挙げ， 教育学的見地か ら 特

徴を挙げ て い る ので， こ れ ら の 地学領域の 内 容 ・ 扱い方

を概観す る 。

視 点 3 ， 地学領域か ら みた検定教科書の性格一一国定

教科書 と の 関連の検討

上記の う ち， 視点 l と 視点 2 は教科書の章 ・ 節 ・ 項 目

な ど を含む構成の紹介にかな り の 重点が置かれ る こ と に

な る が， 視 点 3 は， こ れ ら を前提に し て ， 検定教科書か

ら 固定教科書への移行の過程を追跡す る こ と を試みた本

委員会の私的な見解を 示 した も の であ る 。

B 欧米の理科部訳教科書

B 一① 小学理科読本 巻 1 - 3 上下計 6 冊， サ プ レ

ー 〈仏〉 著， 佐沢太郎訳述， 文栄堂 明 治20年， (図 1

左参照)。

原著は， ザ プ レ ー (仏) の ノミ リ 刊，
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河。 海水ー満潮 ・ 干満 (地球と 月 と の 関
係)， 大潮 ( 日 月 が地球に対し て 一直線の
と き)， 小潮 (同左90。の と き〉。

(38) ; 燃焼の話 (物理の燃是認の次に〉
火山噴火， 噴火 口 ， 地震， 海明 (つ な

み)， 地鳴 り 。
(39) ; 有用金属 (導入が示唆に富む， 次

の よ う であ る 〉

教会比マー〔地

第39 有用金属の話
「人家に入 っ て， 座敷を見渡せば， 火鉢

あ り 。 そ の中に五徳あ り ， そ の 上には前瓶
(ゆわかし〉 あ り ， 側には火箸あ り ， 畑管

は， 煙草箱の近傍にあ り ， 机の上には小万
あ り ， 千枚貫 ( ど お し〉 あ る 。 裁縫箱 の 中
に は欽あ り 針あ り ， 厨を見廻せ ば 鍋 釜 あ
り ， 庖丁あ り 。 又婦人の頭には箸 (かんざ
し 〉 あ り ， その指には指環あ り 。 農家には
鋤 ・ 鍬あ り ， そ の 他， 鍛治 ・ 左官 ・ 大工の

道工は尚沢山あ り ， 是非の品を買 う にそ の 代に与ふ る も
の は責幣あ り 。 さ て， 此品を作 る も の は何にな り や， と
云えば金属に外な ら ず。 黄は金銀 ・ 銅 ・ 鉄 ・ 錫 ・ 鉛 ・ 亜
鉛の七金属を知 る も のに して， その他の も のは一切知ら
ざ り しが， 近時種々 の金属を発 明 し て その数40余種の多
きに達せ り 。 こ の中に有用 な る も のが多いが， こ こ に有
用 と い う のは人聞の用の こ と を云 う 。」 化幣には 金 ・ 銀
・ 銅の 3 種あ り 。 次に， 金の特性を挙げ， 主水にだけ解

け る 。 銀 ・ 銅， 鉄につ いて は生鉄 〈鋳鉄〉 ・ 鍛鉄 (熱
鉄〉 ・ 鋼鉄を挙げ， 錫， 水銀 (辰砂)， 鉛 と ア ン チ モ ニ
ー の合金 (活字)， 白粉 (お し ろ い ・ 炭酸鉛)， 丹 (赤色
酸化鉛)， 密陀僧 (黄色酸化鉛)， 亜鉛を挙げてい る。

第40 石類の話
御影石， 石英 ・ 紫水品 ・ 黒水品 ・ 馬瑠， 長石一粘土，

陶磁器， 雲母， 石灰石 (山中の動物化石は海が山にな っ
た地変の証拠)， 白星 ・ 大理石。

B一② 新撰理科読本 パノレチ ン (英〕 著， 武田安之
助訳補 金港堂 明 治20年。

原著は “理科初歩教技法如 何" の 著 者 ノミ ル チ ン の
Science R eader (1883)， ロ ン ド ン で刊行さ れ た も の
で， r 日 本の初等理科教育用 と して実例な どは改めた」
と 訳者の例言に述べてい る 。 原序では ク ウ プ ラ ン ド博士
の 著書「綜心論」にいわ く “同種の練習を積む と 神経力が
通 り やす く な り ， 抵抗の感覚即ち努力が少な く すむ よ う
に な る " の趣旨 に よ り ， 理科諸学の事物を網羅せず， 児
童の学ぶ心を起し思想、の練習を積む こ と に よ っ て， 正確
な思想の習慣を餐成する よ う に し た， と あ る。 本文には
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図 1 検定時代初期 (M20) の教科書 2 例
左 : サ プ レ ー (仏〉 の醸訳教科書 (原書訳 ; “理学 自然科学一

般概論") B 一① (91ペー ジ参照〕
右 : 地学領域が “有用 の砿物" 1 巻 (通巻， 第 2 漏巻 2 ) と し

た教科書。 Cー② (86�S7ペー ジ参照〕
des sciences physiques et naturelles" r理学 ・ 自 然
科学一般概論」 であ る 。 例言に云 う ， r人材 ・ 動物 ・ 植
物およ び砿物の条は専ら中学用書に よ り 物理は高等用書
に よ り ， 事実の 足 ら ざ る 所は初学科用書に よ り 補訳す る
も の な り 」 と 。 原著は初学 ・ 中学 ・ 高学科 と も 教師の参
考用 と 教科書の 2 種類あ る が， 合わせて 1 書と した と い
う 。

本書は， 第 l 章人体， 第 2 章動物， 第 3 章植物， 第 4
章砿物， 第 5 章物理 (天文は こ の中に入 っ て い る 。 (45)
一太陽及び諸星の話， (46)一方位 ・ 時刻及び時計の話，
(47)一月 及び蝕の話， (48)ー祖熱の話付寒暖計)。 本書
はかな り 広 く 用 い られ， 教育的な配慮に も 示唆に富むも
の であ る が， 第 4 章の砿物の 項 目 名 と その中の扱い例の
一部を示すと 次 の よ う であ る 。

条 4 章 砿物
(35) ; 三態の話。
固態 ・ 液態 ・ 気態を砿物の例でと り 上げ る 。 固態 ， 金

石， 硫黄， 液態 ; :r&粒から潤7]\.， 気態 ; ガス ・ 空気 ・ 水
蒸気， 水は三態、を共有す る 。 物を徐々 に凝結さ せ る と 結
晶 す る 。 氷， 雲の結晶。

(36) ; 空気の話。
空気の圧力， 弾力 (収縮性)，

(水素ガス〉。
(37) ; 水の話
水の流れ， 川底の 傾斜， 止7]\.， 池沼 ・ 湖 (琵琶湖)，

連通管の理， 雨一井戸， 地下水， 熱湯飛泉 (ゼイ セ ノレ)，
間駄泉， 雲 ・ 霧 ・ 露 ・ 霜 ・ 魯 ・ 霧 ・ 実。 井7]\.， 谷 川，

膨張， 軽気球紙鉄砲，
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確かに教育的配慮の長所が認 め ら れ る 。
巻 1

1 章 自然物， 自 然物の 3 界， 類別の意義及び効用
2 章砿物界， 砿物の 2 種， 金属 (鉛を例に錯かす， 打

つ， 削 る と 光る)， 岩石 (砂石， 花尚石 : 御影石， 石灰
石 : 大理石 : 白霊， 板石〉 鉱物界の末尾に 「砿物を分ち
て 2 種 と す， 岩石及び金属是な り 。 金属は延ばす こ と を
得ベ く ， 鋳かす こ と を得可 く ， 若し之を切断すれ， 光あ
る 表面を現わす可し， 岩石の主要な る も のは石灰石， 砂
石， 花筒石及び板石な り J . と の 目 立つ要約文があ る 。
各章同様。

3 掌石炭， 石炭坑の見物， (石炭は太古泥中の森林，
化石林の図挿入)， 石炭ガス， タ ー ル， ア ユ リ ン染料
要約 「石炭は泥中の森林の遺物に して， 燃料に供し， 又
ガス， タ ー ル及び許多の染料を製造する」。

4 章 鉄 (鉄砿を石炭 と 石灰 石 と 大炉で製錬， 釜石)，
錫 (英国では ブ リ キ， 茶筒 ・ 漏斗を製す)， 鉛 〈鉛砿，
輝鉛砿， 鉛丹， オ シ ロ イ )， 銅 ( 自 然銅， 孔雀石， 銅砿，
阿仁 ・ 足尾か ら産出， 合金， 真銭， 唐銅 : か ら かね， 洋
自 : 洋銀〉 金， 銀 〈佐渡 ・ 但馬に産出) r金属の中にて
最 も 重要な る も のは鎮な り 。 鎮石は大炉に容れて石灰石
及び石炭と 共に之を銘融す。 其正に大炉を 出た る も のは
之を称 し て生鎮と 云ふ。 錫， 鉛， 銅， 金， 銀は多少我邦
に産す。 真鏡， 唐鏑， 及び洋自は皆合金な り 」。

5 章植物界， 6 章と 7 章有用な る 植物。
巻 2 8 章動物界， 9 主主 ・ 10章有用な る 動物， 11章水，

12意地上の水 湖水， 海， 大洋， 小川 ・ 河流の地理的
見方， 地下水 と 泉， 河底と 大洋 の 底。 r水に地上の水と
空中の水あ り 。 地上の水は大洋， 海， 湖及び川を成す。
大洋， 海， 湖は地上の凹処を充たす。 川は大抵泉 よ り 生
ず る も の な り 。 河流は 自 ら 其底を作る と 雛， 大洋， 海，
湖 は 自 ら 之を作る こ と な し 。」

13章空中の水 蒸発及び凝結， 空中の蒸気は冬 よ り 夏
に多き こ と ， 雲， 君， 雨， 雪， 霜。 r空気中の水は蒸気
な り 。 水熱に遇えば変じて蒸気 と 成 る 。 蒸気寒冷に遇え
ば凝結 して， 雨若し く は露 と 成 る 。 雪は凍 り た る雨 に し
て， 霜は凍 り た る露な り 。 意は雪雲中の小雪片が空気中
を過ぎて地上に降る に際し， 漸 々 氷を被 り た る も の な
り 。」

巻 3
14章物質及び元素， 15 ・ 16章最 も 普通なる 元素， 17章

化学上の性質と 物理上の性質上の性質の区別
18章砿物界 岩石， 金石， 金属， 花崩石， 粘土， 板

石， 砂石， r砿物界の物物を分ちて岩石 ・ 金石及び金属
と 為す。 花崩石は岩石に して， 通常三種の金石 よ り 成れ
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り 。 石英 ・ 雲母及び長石是な り 。 岩石を分ちて大凡 2 種
と 為すを得， 花崩石並びに こ れよ り 生 じた る も の， 及び
石灰石類是な り 。 第 l 種には諸種の花嵐石， 砂石， 粘土
及び板石等あ り 。 第 2 種の岩石は焼 き て 石灰を製し得可
き も のな り 。」

19章諸種の石灰石， 石灰石の種類 (白土 : チ ョ ー グ ，
大理石， 石灰石の化石。 r石灰石は炭酸石灰に し て， 石
灰 と 炭酸 よ り 成れ り 。 石灰石は大抵海中に於て動物の造
り し も の な り 。 石灰石類に属 したる岩石の主要な る も の
は石灰石， 山石灰石， 大理石， 白土等な り 」。

20章金属 鉄砿， 其砿の組立， 錯砿に係わる学問上の
道理 (賠砿炉の図挿入， 鉄砿， 石炭， 石灰石， 桂土で製
鉄の原理を説 く )0 r全世界中最も 多量の金属は鉄な り 。
鉄広の 最 も 要用 な る は炭酸鉄及び酸化鉄に し て吾邦には
善良な る 酸化鉄多 し。」
巻 4

21章力 ・ 働及び機械， 22章空気， 23章大気の温度並に
圧力， 24章水の形状， 25植物界， 26章植物の 部分， 27植
産物. 28章動物界， 29 ・ 30章有脊動物。

24章水の形状， 露， 雲， 電， 雨及び雪， r露は 日 没 の
後地の 寒 き が為に， 空気中の蒸気の凝結す る に 由 り て成
る も のな り 。 雲及び雨は空気 の 寒 き が為に， 其空気中の
蒸気の凝結する に 由 り て成 る 。 雪は凍 り た る 雨 に し て，
電は中天の雪雲 よ り 降 り た る， 小雪片が氷衣を被 り て成
る も のな り 。」

B一@ 理科入門 ホ ゥ ッ カ ル 〈米〉 著 松本駒次郎
訳， 明治20年。

緒言にし、 う 。 本書は ホ ゥ ッ カ ル 〈米〉 の原著 “Chi1ds
Book of Nature" を 本 と な し傍 ら 諸種の理化・博物・天
文 ・ 地文等の書を博考築訳 した も の で， 記述は学問の順
序に こ だわ ら ずに童子の理解しやすい こ と を 旨 と した。
原 著 と 比較 で き な いが， 本書は原著 と 全 く 同ーの構成で
う であ る 。 小学校等教科教科用 書 と して刊行された。 地
な い よ 学関係項 目 は次の よ う であ る 。
巻 3 7 章砿物， 8 章金 ・ 銀及び水銀 〈金属は砿物 と し
て産す。 水銀は辰砂， 伊勢に産す)， 9 章銅， 鉄 ・ 鉛及
び錫， 10章水精 (水晶)， 玉髄及び蝋石 (紫水晶， 試金
石， 健石 (ひ う ち石)， 蝋石 (滑石 : 石筆用等)， 11章石
炭， 石墨， 石脳油及硫黄 (註燃砿類を ま と め る)， 12章
大理石， 石灰石及び花崩石， 13章地球の形， 14章地球の
運動， (地球の 自 転， 公転， 暦 : う る う 年の で る わけ)，
15章 日 ， 16章月 〈 月 面の図挿入 : 満面に噴火山 〈註 ク レ
ー タ 〉 の跡を見 る のみ， 月 のみちかけ， 月 蝕 ・ 日 蝕)，
17章遊星 〈地球の 7 遊星)， 18掌韮星及流星 ・ 院石， 19 
章恒星 (太陽は恒星の 1 つ， 銀河〉
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巻 4 ， 3 章風の生ず る理 〈陸風 ・ 海風， 山風 ・ 谷風 暴
風〉
巻 5 5 章空中の水 6 章霧， 雲及び雨。 7 章露及び霜，
8 章雪， 7.K及び霧， 9 章水の循環 (地下水一井戸の断面
図挿入ーま でを含む大気 ・ 地表 ・ 地下の水循環， 河水の
流速等)， 10章潮汐， 11章噴火山及び地震 ツ ナ ミ (火山
の活動， 活火山， 富士山， 地球上の火山， 温泉， 地震 :
安政の大地震， 海噺 : ツ ナ ミ 〉
巻 8 10章銅， 亜鉛， 錫， 鉛， 水銀， 銀及び黄金 ( こ の
章は金属の化学性が主。 銅， 亜鉛， 錫は 3 巻に， 故に巻
8 は地学教材の扱いでない〉

C 日 本教科書大系記載の教科書一一教育学的見地か

ら編集さ れた教科書の出現

日 本教科書大系は， 検定教科書時代の代表的な教科書
と し て， 教育的見地か ら 前記 ・ 中期 ・ 後期にわけて 2 種
類ずつ挙げて い る 。 本稿では後の固定教科書への地学領
域の教材の関連を知 る こ と を 目 標に し て 必要に応 じ各教
科書の原本に 当 っ てそ の特徴について概説す る。

Cー① 小学理科書 小野太郎編， 巻 1 � 4 ， 明 治20
年。

日本教科書大系に よ る と ， 明治20年 9 月 検定合格， 全
巻揃っ た最初の理科教科書。 木版和装本で， 小学校教育
課程の主旨に基づき， 学聞を授ける のではな く ， 教育上
の見地か ら取扱 う べ き も の と し， r児童の 日 常 目 撃 し，
或は児童の 自 ら 容易に実験 し得る所の も のを撰び， 之に
就 きて其主要な道理を説明 し， 兼ねて理科上の事項を知
ら しめ ん こ と を期せ り 」 と 述べていて， 教育的に配慮さ
れた初期の代表的教科書 と さ れ て い る 。

警 1 � 4 の う ち， 巻 3 に鉱物 ( l � 7 章)， 気象 (11
�12章)， 潮汐 (13章)， 風 (16章)。 巻 4 に天文 ( 5 � 
6 章)， 火山及び地震 ( 7 章〉 が地学領域の も の で， 表
1 には こ れの章項 目 を示 した。 章単位でみ る と ， 半分が

鉱物， 残 り は気象と 天文が半々 の割合であ る 。 鉱 物 で
は， 分類 ・ 識別法 (結晶な ど物理的性質 と 化学反応)，
燃鉱類 (金剛石 : 第 1 に取 り 上げ， 強 く 熱すれば燃えて
気体 と な る こ と にふれてい る 。 明治10年代 と 等しい。 石
炭 : 日 本の産地， 高 島 ・ 三池炭坑を挙げる ， 石墨 : 鉛筆
の芯， 琉殆， 硫黄)， 金鉱類 (金 : 鉱山 よ り 掘 り 出す も
の も 砂金， 銀， 銅 : 合金の青銅 と 貰銅に も ふれ る ， 鉄 :
製錬して生鉄。 熱鉄 ・ 銅鉄の別あ り ， 亜鉛， 錫， 水銀)，
塩鉱類 (硝石 : 弾薬の成分， 食塩 外国では鉱山 か ら 掘
り 出す も の も あ る 。 元来岩石中に存在する食塩が解けて

海水が塩辛 く な っ た と あ る ， 明馨)， 石鉱類 (石英 : 水
晶 ・ 璃瑠， 長石， 雲母， 大理石， 花崩岩 : みかげい し，
岩石で鉱物ではないが最も ふつ う の石材 と な る の で， こ

〔地 学 教 育

こ に付記す と あ る )， 次の章の 「水」 の最初は 「水は液
体の鉱物に し て 云 々 」 と あ り ， 水の物理を扱い， 次に雲
及び霧 (11章〉 と 雨露及 び 霜雪 (12章〉 が 来 て， r潮
汐J (13章〉 と な る が， “水は種 々 な形に変 じ…… (中
略〉 ……を前に述べたが， 外に も 述べ る こ と あ り ， こ こ
では海水に潮汐あ る所以を略述せん" と い っ て潮汐理論
を主と した物理教材と みたい扱い方にな っ て い る 。 こ れ
ら の配列や構成は， 教則時代の教科書と は異な り ， 理科
教科書と な っ た こ と を示 し て い る 。 天文 と 火山 ・ 地球は
物理的内容を主 と す る巻 4 に入 っ て い て， 熱 ・ 燃焼，
錆 ・ 腐敗の次に来て い る 。 なお， 火山の次には 「眼鏡」
が来 る と い う よ う に， 教材の系統上の配列に苦慮 し て い
る よ う にみえ る く固定教科書では項 目 主義で こ の よ う な
異質の教材が前後にあ る場合がい く ら も あ る が)。 上記
の う ち， r火山」 は国定教科書にあ る の で， 本書の火山
の一部を述べ る と ， “浅間山は常に姻を ふ き ， 伊豆の大
島 の火山は数年前に俄かに噴出 した。 かつて浅間山 よ り
灰， 焼石等を噴出 し て， 甚 し く 其近傍の原野家屋を荒敗
せ し こ と あ り " と あ る 。

Cー② 理科初歩 三宅米吉 ・ 新保磐次合著， 巻 1 �
7 ， 金巻堂出版， 明 治20�21年， (図 l 右参照)。

明治21年検定済。 内容 ・ 編集方針 と も 従来の理科教科
書 と 大差な く ， r教授要旨」 に忠実に準拠 し てい る も の
で も な く ， 明治前期か ら検定時代への過渡期の理科教科
書 と いえ る， と 日 本教科書大系では評価 さ れて い る 。 著
者 の 三宅米吉は歴史学者 ・ 考古学者で物理 ・ 化学の教授
の経験を持ち後に東京高師校長を勤め人で， 新保は出版
社の地誌 ・ 日 本史な どの編集者 と いわれる の で， 地学に
ついての専門家は関与 し な か っ た教科書 と み ら れ る 。 構
成は極めて わか り やす く ， 総論， 有用の砿物， 有用 の植
物， 有用 の動物， 物理に係る事柄， 化学に係る事柄の 6
篇 と し， 第 2 篇の 「有用の砿物」 は l 巻をなす。

「有用の拡物」 例言では， r学問 と し て砿物学の初歩
を教える の ではな く ， 最 も ふつ う の砿物について児童を
し て そ の重な る 性状等を知ら し め， ーは以て平生の事に
利用せしめ， ーは以て心意開発の基礎を得 し む る に あ
り J と あ り ， 更に実物 ・ 実験を重ん じ 児童の官能を鋭敏

に し観察注意の力を養成し， 明瞭な理解を得しめ， 思想、
を表出 さ せて 児童に疑問を起 こ さ せればこ の蓄の 目 的の
過半を達した も の と し， 教授に必要な標本等を概価を付
し て嘗末に掲載す る と して い る 。 章 と 項 目 は次の よ う で
あ る 。

1 章 有用の金類 あかがね 〈銅)， 鉛， 黄金， 銀，
鉄 〈鋳鉄 : いてつ ・ 鍛鉄 : な ま がね又はきたひてつ， 鋼
鉄 : はがね と あ り ， はがね以外の名称は ま だ定 ま ら な か
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し て い る 。 なお， こ の こ と は緒言で強調 し て い る 。 26年
刊， 27年検定済。

巻 1 ， 4 章 : 土及び石 (土， 石 英， 花崩石 : み か げ
石， 陶土 : 九谷 ・ 瀬戸 ・ 有田 ・ 清水の 陶器， 板石， 磁
石， 右灰石， 大理石， 白星)， 5 章 : 土地の変化 (地震
: 濃尾地震， 海鴎， 火山 : 噴火 口 ， 熔泥 ・ 焼石 ・ 焼灰を

吐 く 円錐状の山， 温泉〕
巻 2 ， 9 章 : 金属 (黄金， 鉄 : 鋳鉄 ・ 錬鉄 ・ 鋼鉄， 鉛，

錫 : 合金， 金属の鉱 : 銀鉱 ・ 銅鉱)， 10章 : 地球の運動
(地球の形， 自 転)， 11章 : 四季の変化 (公転と 四季〕

巻 4 ， 5 章 風 〈海陸風 ・ 風速)， 晴雨計， 太陽と 星，
緒言にい う 文章上の特徴は火山 ・ 地震， 地球の運動など
若干感 じ ら れ る 。 天文が入 っ て い る と こ ろが， 固定教科
書 と 大 き く 異な る。

c-⑤ 小学理科教科書 巻 1 � 4 ， 棚橋源太郎 ・ 樋
口 勘次郎合著， 明治33年， 金港堂 (図 2 参照〉。

検定時代後期の代表的な理科教科書で， 明治33年の小
学校令施行規則に示さ れた理科の要旨に基づいて編集 さ
れ た も のであ り ， 当時理科教育法の権威 と さ れた棚橋源
太 郎 と 児童の活動を重んずる 総合主義教授説の提唱者で
あ る 樋 ロ 勘次郎 と の共同著作で， 多 く の府県で採用 さ れ
た と ， 日 本教科書大系は評価 し て い る 。 33年刊， 34年検
定。 本書の編集に 当 り ， r理科教授の 目 的」 には， “理
科の教授は， 普通な る 自 然物及び 自然現象を提出 し， 其
性状， 並に相互及び人生に対す る 関係等を考察せ しめ，
以 て 自 然に対す る 円満 な る 理解を収得せしめ， 之に伴 う
強盛活発な る 情緒を養成せ し む る に あ り " と 述べ， 自 然
を複雑な一団の 「共同生活体」 と して理解せ しめ， ま ずこ
人類を 自 然界の中に位置づけて， 自 然の秩序の中 で人類
の開化発展を理解 さ せ る べ き で あ る ， と し て い る 。 こ れ
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41巻，

っ た こ と を示唆す る ) ， 錫， 亜鉛， 水銀， 金類の通性。
2 章 有用の石類 水晶， 砿石， 花崩石， 粘土， 板

石， 蝋石， 石灰石， 柘摺石， 石類の通性。
3 章 石炭類 石炭， 石油， 石炭類 と 金類 ・ 石類 と の

比較。
本書は， 有用の主要砿物の範囲に し ぼ り ， 個 々 の鉱物

に ついては教育的配慮がみ ら れ， 国定教科書の鉱物に比
べ る と 採用 し て い る 鉱物の種類は若干多い。 し か し， 地
学領域と し て は， 気象 ・ 天文にはふれていなし、。 教師 ・
児童の側か ら はわか り やすい教科書であ っ た と 思 わ れ
る 。

C 一③
治25年。

日 本教科書大系 に よ る と ， 検定時代中期の代表的理科
教科書で， 明治24年11 月 の 「小学校教則大綱」 に基づい
て編集 さ れ， 4 年制の高等小学校用 ( 5 � 8 年) と し て
1 巻づっ配当。 25年出版， 26年検定合格。 こ の 教 科 書

は， 天然物や 自 然現象を一体 と し て 児童に理解 さ せ る 主
旨の編集形式 と い う ， 新 し い “生活の科学" 的な形式の
教科書 と し て注 目 さ れ， 明治33年の小学校令以後 も 修正
版が出て使用 さ れ た と いわれる。 地学領域は次の よ う で
あ る 。

巻 1 ， (動物の次に〉 一一， 0鉄 ・ 鋼， 0粘土， 0石
炭 ・ 石油， 0食塩， 0雨， 0風，

巻 2 ， 0金 ・ 銀 ・ 水銀， 0錫 ・ 鉛 ・ 亜鉛， 0水晶 ・ 花
樹石 くみかげい し)， 0陶土 (や き も の っ ち)， 0石灰
石， 0水 (雨， 川， 湖， 海， 海流， I椅潮 ・ 干潮， 流水の
働き)， 0空気 (風 ・ 風向〉。

巻 3 ， 0地熱 ・ 火山 ・ 温泉 ・ 地震。 なお火山 の噴火で・
は， 浅間山 ・ 那須岳 ・ 阿蘇山 ・ 鶴見岳 ・ 駒ヶ岳は現に煙
を吐き， 富士山 ・ 恐山 ・ 霧島山は今は噴火
していない火山であ る と し て い る。

こ の教科書は教科書会社編集部の著作で
学者 ・ 教育者名がないが， 構成や表現が固
定教科書に類似し て い る と い う 感 じ を 受
け る 。 な お， 天文はな く ， 気象教材 も 殆 ど
表面に出 ない点は， 上記の も の と 同様 「小
学校則大綱」 に準拠 したためで、 あ る 。

Cー④ 新定教科書 巻 1 � 4 ， 文学社
編関所， 小林義則編， 明治26年。

検定時代中期の代表的教科書の 1 つで，
「 自然を愛す る 心」 の滴養を 目 的 と して文

学的表現を と っ た こ と や， 日 常生活と の関
連を重視して総合的扱い を し て い る と こ ろ
に特色があ る と ， 日 本教科書大系では評価

巻 1 � 4 ， 学海指針社編，

2 号， 1988J 

小学理科新書
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は， 後の国民学校 〈昭和
16年〉 の 「 自然の観察」

表 2 : ;検定教科書 6 種 と 固定教科書 (第 1 期， 明治43年〉

「初等理科」 の考え方に
連な る も のであ り ， 自 然
を 「共同 生 活 体」 と み
る の は ド イ ツ の ユ ソ グ
(F. Junge) の思想で，

著者は こ れに傾倒 し， 理
科教育に反映 した も の と
日 本教科書大系に記 さ れ
て い る。 r小学校令施行
規則」 の 「教授の程度J
に よ れば， 高等小学校 1
・ 2 学年 ( 5 ・ 6 年) で

は， r植物 ・ 動物， 鉱物
及 自 然 の 現象J を設け，
こ れが基準 と な っ て い る
こ と は前中期 と 等 し い
が， 本書では， 他 と 異な
る 特色あ る 構成にな っ て
い る 。 地学領域の 目 次を
示す と 次の よ う であ る 。

巻 2 の第 3 篇 1 章冬
の 山 野に， 1 ) 熱 と 水及
び空気 〈太陽 ・ 空中の水
分 : 雨 ・ 雲 ・ 露 ・ 雪等，
地表の水 ・ 氷 ・ 風 ・ 暴風
・ 洪水等)， 2 ) 岩 石 の

崩壊 (流 水 の 作 用 ・ 風
化)， 3 ) 岩石 ・ 鉱物 〈岩
石 : 水成岩一砂岩 ・ 粘板
岩 ・ 石灰岩， 火成岩ー富
士岩， 御影石， 鉱物 : 石

天

文

気
象

地

質

鉱

物

固 定 教科書

第 1 期 M 43 

夏至 ・ 冬至

春分 ・ 秋分

泉 ・ 井 ・ 池 (地下水)
) 1 1 (流域)
流 水 の 作 用

(喋 ・ 砂 ・ 粘土)
海 (干潮 ・ 満潮)
水 成 岩 ・ 地層

〈砂岩 ・ 断層 ・ 化石〉
火 山 ・ 火成 岩

(温泉 ・ 安 山岩〉

土 (砂 ・ 粘土 ・ 風 化〉
岩 石 (花 樹 岩)
石英 ・ 長 石 ・ 雲 母

(7.1< 品 ・ 紫 水 晶 ・ 結 晶)
方解石 ・ 石灰 岩

石炭
石油
硫 黄

鉄 黄 鉄 鉱
錦 ・ 亙 鉛 ・ 錫 ・ 長告
金 ・ 銀
真鈴 ・ 青 銅

英 ・ 長石 ・ 雲母等の造岩鉱物， 鉱物の結晶 : 黄鉄鉱， 立
方体， 方解石 ・ 斜方六面体， 水晶 ・ 六方柱， 氷 ・ 雪 ・ 食
塩， 砂糖の結品 も あ る ) 0 4 ) 土壌 〈風化 ・ 粘土 ・ 耕土)。

巻 4 の 1 篇 2 章山岳， 1 ) 水成岩 (砂岩， 粘土， 石
板石， 凝圧岩， 化石， 地層)， 2 ) 火山 ・ 火成岩 (火山
・ 熔岩 : 富士岩 ・ 玄武岩 ・ 御影石)， 地震， 5 ) 温泉，

水の含有物 (地下水 ・ 温泉)， 3 章海洋， 1 ) 海水， 2 )  
珊瑚 ・ 石灰 (珊瑚島 ・ 環礁の 断面図)， 第 2 篇 l 章
太陽， 2 ) 流星 ・ 慧星 ・ 銀河， 3 ) 地球， 4 ) 前世界の
植物 (石岩紀の森林 ・ 石炭)， 3 章 鉱物の利用， 1 ) 
石器〉 前世紀の石斧 ・ 矢 じ り ， 曲玉な ど， こ れ ら は他に
例をみない)， 2 ) 金属 の 利用 (銅 ・ 黄金 ・ 錫 ・ 青銅 ・

B - ① B - ② 
サ プ レ ー (仏) M 20 パ ル チン (英) M 20 I 
小学理科読本 新提理科読本

5 ì)! (物理の 中 に)

太 陽
方位 ・ 時 刻 ・ 時 計

月 ・ 蝕

雲 ・ 霧 ・ 露 ・ 霜 雲 ・ 電 ・ 雨 ・ 雪
電 . íl妥 ・ 渠 霜

( 水 の 話〕 〈 地上 の 水〉
地 下 水 ・ 井 戸 地 下 水 ・ 泉
谷川| ・ 河 小 ) 1 1
人 の 流 れ ・ 川 底 の 傾 き 流 域 の 地 理 的 見 方

海 水 の 干 満 湖 水 ・ 海 ・ 大洋
大 潮 ・ 小 潮

(砂石 ・ 板石〉
(化石)

火 山 の 噴 火 ・ 地震
つ 念 み

御影石 (= 花 嵐 岩〉 花 嵐 右 ・ 砂 石
石英 ・ 紫 水 晶 ・ 黒 水 晶 粘土 ・ 板 右
め の う
長石 ・ 粘土 ・ 陶 磁 器 ・

雲 母 石 灰 石 〈化石)
石灰 石 ・ 白 霊 ・ 大王室石 大 理石 ・ 自 室

石 炭 ( 炭 坑 の 見 学)

有 用 金 属
鉄 鉄
銅 ・ 亙 鉛 ・ 錫 ・ 鉛 銅 ・ 錫
金 ・ 銀 ・ 水 銀 鉛 (鉛丹 ・ が し ろ い)
合 金 合 金 (其鎗 唐銅 洋銀)

鉄 ・ 鉛 ・ 銀 ・ 鉱石)， 3 ) 有用 金 属 の 所 在 (鉱 脈 ・ 鉱
量〉。

こ の よ う に， 構成は綜合的に扱われる よ う にな り ， 地
学領域の 項 目 はすべて採用 さ れ て い る と いえ る が， 例 え
ば鉱物の各論に当た る扱いははぶかれて い る な ど， 地学
的領域の説明が少な く な っ て い る と い う 感が深い。 こ れ
は数年後の固定教科書に比較 した場合の 印象であ る が，
挿画は固定教科書と 等 し い も の (火山 の断面図な ど〉 を
含めて 10枚ほ ど の絵を入れ て い る 。 検定教科書時代では
最 も 進んだ綿一葉方針の教科書であ っ た こ と は 諒 承 し得
る 。

C 一也 小学理科 巻 1 � 4 ， 普及社編輯所編 明 治
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と の地学領域 の 内容の対比表 註 : 地理に あ る 地学領域の項 目 については69ペー ジ参照。

B 一 ③ C ー ②
ポ ッ カ ノレ (米) M 21 三 宅 ・ 新保 M 20 

理 科入 門 理科初学

地 球 の 形
地 球 の 逮 動

( 自 転 ・ 公転 ・ 暦〉
日
月 ・ 満月 ・ 月 の み ち か け
月 蝕 ・ 日 蝕
遊星 (地球の 7 遊星)
琴星 ・ 流 星 ・ 限 石
恒 星

雲 ・ 霧 ・ 雨
露 ・ 霜
雪 ・ 氷 ・ 窓

〈水の 循環)
地下水 ・ 井 戸

河 水 ・ 流速

潮 汐

火 山 ・ 温 泉
地震 ・ つ 念 み

花 樹 石 民 有 用 の 鉱 物 " (巻 2 )
水 晶 ・ 玉ず い ・ 紫 水 晶 ・ 花 樹 石 ・ 砂 石 ・ 板 石

試金石 ・ 火打 ち 石 水 晶
場 石 ( 滑 石 ・ 石筆用) 場 石
大 理 石 ・ 石 灰 石 石 灰 石 ・ 柘 摺 石
石炭 ・ 石 墨 石 炭
石 脳 泊 石 油
硫 黄

鉄 鉄
銅 銅
錫 ・ 鉛 ・ 亜 鉛 錫 ・ 亙鉛
金 ・ 銀 ・ 水銀 (辰砂〉 賞 金 ・ 銀 ・ 水 銀

33年。
本書は， 棚橋 ・ 樋 口 の 「小学理科教科書」 と 等 しい検

定時代後期に出た数種の教科書の 1 つで， 大教科書会社
の 出版物で， 教材は児童 の 日 常生活に近 い も の を選び，
季節に従 っ て配列 し， 説明を簡約に し て 要点を示 L， 実
験観察の結果に基づいて法則に到達す る慣習を得 さ せ る
よ う 考慮 し た と 編集の主旨で述べ， 本書は特に 目 立っ た
主義や思想に よ る こ と な く ， 当 時 と し ては比較的平凡で
一般的な編集方針の教科書であ る と ， 日 本教科書大系は
評価し て い る 。

c - ③  c - ⑤ 
学 海指針社 M 25 棚 橋 ・ 樋 口 M 33 

小 学 理 科 新 書 小 学理科教科書

地球

太陽

流星

銀河

雨 雨 ・ 雲 ・ 露 ・ 雪
風 〈風 向) 風 (暴風 ・ 洪水〉

水 ・ 湖 地 表 の 水 ， 洪 水
11 1  岩 石 の 崩 壊
流 水 の 働 き 流 水 の 作 用 ・ 風化

海洋 ・ 海水(サ ン ゴ
海 ・ 海 流

山 岳満潮 ・ 干 潮 水成岩 (砂岩 ・ 粘板岩 ・
前 世 紀 の 槌 物 石灰岩)

地熱 ・ 火 山 ・ 温 泉 ・ 火 山 ・ 火成岩 ( 宮 土 岩 ・
地震 御影石 ・ 玄 武岩〉

土 (風化 ・ 粘土 ・ 耕土〉

花 筒 石 岩 石 (御影石 ・ 砂 石〉
粘土 ・ 陶 土 ( 焼 物土〉 造 岩 鉱 物 (石英 ・ 長 石 ・

7.K 晶 雲母)
石灰 石 水 品 (結晶)
石炭 方解石 (結晶〉
石油 鉱 物 の 利 用

(石器 ・ 曲 玉 念 ど)

鉄 鉄 貨 鉄 鉱 (結 晶 )
銅 銅
錫 ・ 鉛 ・ 亜 鉛 錫 ・ 鉛
金 ・ 銀 ・ 水 銀 黄 金 ・ 銀 ， 青銅

鉱 石 ( 鉱 脈 ・ 鉱層)

E 地学教育か らみた検定教科書の性格一一
固定教科書との関連の検討

こ こ で述べたい こ と は前章の 3 つの視点について の 検
討結果で あ る 。 すなわち， 理科教科書全般にかかわる と
こ ろ も あ るが， 地学領域の学習内容が国定教科書と どれ
だけの異同があ っ たかを， 欧米の理科踊訳教科書及び自
前の理科教科書について検討す る こ と と ， 教科書の編集
方針 ・ 文章表現の性格から直接的間接的な固定教科書時
代への移行 ・ 影響を考察す る こ と であ る 。

1 ) 欧米の理科教科書譲訳本 と 国 定教科書と の比較

固定教科書理科は項 目 主義か と っ て い る。 比較の対象
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と な る 固定教科書第 1 期 (明治43年〉 の 項 目 は， 5 年 :
⑬夏至 ・ 冬至， @土， @岩石， @石英 ・ 長石 ・ 雲母， @
黄鉄鉱， @方解石 ・ 石灰岩， @春分 ・ 秩分 〈但し ⑬~
@は項 目 (章) の順番を数字で示 し た も の)， 6 年 : ⑦
泉 ・ 井 ・ 池， ③川， ⑤流水の作用， ⑮水成岩 ・ 地層， ⑪
火山 ・ 火成岩， ⑬海， @硫黄， @石油， �石炭， @鉄，
@銅， @亜鉛 ・ 錫 ・ 鉛， @真鏑 ・ 青銅， 命金 ・ 銀 で あ
り ， 項 目 の一部の配列が分散 し て い る 。 こ れは編集方針
に よ る も のであ る 。 検定教科書には こ の よ う な編集方針
の も のがないので， 検定教科書 と 厳密な対応を求め る こ
と はで き ないが， 検定教科書か ら 固 定教科書への移行を
念頭において項 目 で比較 し必要に応 じ て扱い方を検定す
る こ と と す る 。 こ のため， 地学領域を天文 ・ 気象 ・ 地質
・ 鉱物 と し， 国定教科書の項 目 を も 配列替 し て翻訳理科

教科書 3 種 と 比較する と 表 2 の よ う にな る 。
a ) 天文 ・ 気象。 固定教科書には 「⑬夏至 ・ 冬至， �

春分 ・ 秩分」 しかなし、。 天文 ・ 気象が こ れだけであ る の
で生活 と 関連の深い昼夜の長さ ・ 太陽高度か ら 気候 ・ 気
象 と のかかわ り に 目 を 向 け さ せ る 点で， こ れは天文 ・ 気
象両分野 に ま た が る 位置づけが適切であ ろ う 。 鵡訳教科
書 3 種には， 上記の項 目 も こ の よ う な見方の も の も な
い。 3 つの教科書の う ち， B -②， パノレチ ン 〈英〉 著に
は天文はな く ， Bー①サ プ レ ー 〈仏〉 著では物理の中に
太陽 ・ 星 ・ 方法 ・ 蝕があ り ， B -②ホ ゥ ッ カ ル (米〉 著
では地球の運動， 月 ・ 遊星 ・ 警;星 ・ 直星な ど天文教材が
広 〈 扱われてい る こ と は表 2 の通 り であ る 。 こ れ ら 3 種
の教科書は欧米にお け る 天文教材に対す る 理科の立場か
ら の 違いを示す も の と し て 3 つの好例 と 考え ら れ る 。 後
の 日 本の 固定教科書は天文教材の主部を地理で扱 う よ う
に し て理科か ら 消 えたが， 上記の Bー②の場合に 当 る 。

気象教材はB ー①， B 一②， B 一③ と も あ る が， ど れ
も 空 中 の水 と し て の 雲 ・ 雨 ・ 雪な どに限定 さ れ て い る 。
国 定教科書にはなし、。

b ) 地質 3 種の教科書 と も 国定教科書の 項 目 と かな
り う ま く 対応 さ せ る こ と がで き る 。 表 2 の固定教科書の

項 目 は， 地下水， 地表水， 流水， 海， 水の働 き と し て の
火成岩 ・ 地層， 内図的営力に よ る 火山 ・ 火成岩の順に配
列 したが， 翻訳教科書 3 種 と も ， 地層の考えは導入さ れ
て いな い の で， 火成岩 ・ 火成岩は岩石名 と し て次の鉱物
に 入 っ て い る 。 B ー① 〈仏)， Bー① (米〉 と も 火山に
地震 ・ つなみを加え て い る の は翻訳者の追加資料であろ
う が， 表示す る と 目 立つ。 相互の 異同については表 2 で
わかる。

c ) 鉱物 鉱物を“岩石鉱物" (石鉱類 ・ 燃鉱類〉 どe金
属鉱物" (金鉱類〉 の 2 つにわけ る と ， 国定教科書の “岩

〔地 学 教 育

石鉱物" は， 土， 岩石， 造岩鉱物， 方解石 ・ 石灰岩， 石
炭 ・ 石油 ・ 硫黄な どであ る。 3 種の醗訳教科書は こ れ と
ほぼ対応 さ せ ら れ る 。 B 一③ (米〉 は見事に対応し， B 
一① (仏〉 は燃鉱種 (石油 ・ 石炭 ・ 硫黄〉 がな く ， B ­
② 〈英〉 は， 造岩鉱物が表面 の項 目 にな く ， 燃、鉱類は石
炭だけであ る が， 炭坑の見学の項があ る。 なお， 土 ・ 風
化について は どの教科書 も 扱 っ て い な L 、。

吋金属鉱物" (金拡類) では， 固定教科書は鉄 ・ 銅 ・ 亜
鉛 ・ 錫 ・ 鉛 ・ 金 ・ 銀の 7 金属 と 黄鉄鉱， 合金であ る が，
3 種の教科書と も 7 金属をあっかい よ く 対応する。 c ­

③だけ合金がない。 た だ し 黄鉄鉱 と い う “金属鉱物"
を項 目 と し て 扱 う も の はなL、。

上記 3 種の誠訳教科書の う ち， 1 害だけを比較 し て 固
定教科書と すべて対応す る も の はないが， 3 種を合わせ
る と 固定教科書の項 目 と かな り よ く 対応する。 こ れは，
固定教科書には天文 ・ 気象がな い の で地質 ・ 鉱物につい
て の こ と であ る 。 国定教科書の作成に当 っ て は こ れら が
検討さ れた こ と は十分推察 し得 る と こ ろであ る。 明治25
年以降の 自前の理科教科書は， 編集時に こ れ ら の翻訳教
科書書が検討さ れたはずであ る が， 自 前の教科書 と 比べ
て も なお， 融訳教科書の影響の方が大 き か っ た と い う 感
が深し、。

2) 理科検定教科書と 国定教科書と ￠比較
醗訳本でな い 自 前の教科書は表 1 に示 し た よ う に種類

が多いが， 日 本教科書大系記載の前中後期 の う ち 1 種ず
つ， c ー-@， cー③， c 一⑤につい て項 目 を表 2 に並記
す る こ と と し た。 自 前の検定教科書は， 内容の項 目 の異
同が教科書に よ っ て著 し いの が 目 立つ。 すなわち， 現在
の指導要領に当 た る 基準に準拠する程度に よ っ て， 翻訳
教科書理科 よ り も 一層変化がはげ し い。 表 2 に示 し た 3
種の代表的教科書 ( 日 本教科書大系に よ る〉 で も ， 天文
と 気象は 2 種の教科書にな く ， 地質は 1 種にな く ， 鉱物
だけは 3 種すべての教科書に あ る と し 、 う 具合であ る 。

a ) 天文 ・ 気象 検定時代初期の Cー②理科初歩 (明
治20年〉 は巻 2 に第 2 編 “有用の 鉱物" と して 割 り 切 っ
た編集方針を採用 し こ れで地学領域を代表 さ せ， 天文 ・
気象はない。 検定時代中期の C 一③小学理科新書 (明治
25年〉 は 「小学校教則大綱J (明治24年〕 に基づ く 教科
書出版社編集部の著作で平易な “生活の科学" 的な編集
と いわれ， 天文はないが， 雨 ・ 風 (風向〉 な どの気象が
わずかに扱われて い る 。 な お， c ー④新定教科書の よ う
に中期で教科書出版社， 編集でも Cー④の よ う に天文を
扱 っ て い る教科書 も あ る く表 2 参照)。 検定時代 建塑2
C 一⑤小学理科教科書 (明治33年〉 は， 独 自 の 編集方針
に よ る も の で見 るべ き と こ ろ が 多いが， 天文は宇宙 ・ 地
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[a ) 実物教育に配慮 し た教科書 が 出 た こ

と

地学領域， 特に鉱物につ い て は小学教則

時代の鉱物読本では有用の鉱物が主な教材

であ っ た し， 検定教科書理科で も ど の教科

書 も 観察実験を無視 し て い な い は ず で あ

る 。 し か し ， 検定教科書時代には巻末に標

本等を表示し た教科書が 出 た こ と を第 1 に

指摘しt.:..\' 、。 すなわち， c 一②は， 地学領

域を “有用 な 鉱物" と し て ， 植物 ・ 動物 ・

物理 ・ 化学 と 同格に 1 冊 (巻 の 2 ) と した

教科書であ り ， それだけに鉱物の扱いに工

夫を こ ら し た と い え る が， 巻末に鉱物標本

と 試験用 の 金額 ま で挙げて い る 点は特筆さ

れ る 。 標本は53種 1 組 〈砂金 ・ 石墨 ・ 赤銅

. 銀板 ・ 輝鉛鉱 ・ 黄銅鉱 ・ 磁石鉱 ・ 錫石 ・ 真鍋 ・ 鏡砂 =

砂鉄 ・ 亜鉛鉱 ・ 花崩石 ・ 翠石 ・ 雲母 ・ 辰砂 ・ 長石 ・ 石灰

・ 水晶 ・ 璃碕 ・ 自 き 砂 ・ 火打ち石 ・ 砂石 ・ 大理石 ・ 柘摺

石 ・ 無焔炭等， 岩石標本は一寸立方余 と し ， 鉱物 も こ れ

に 準ず る 大 き さ 〉 で， 1 組箱入金 7 円 と あ り ， そ の 次 に

標本兼試験用 17種計金 1 円 50銭と あ る 。 後者を図 3 に示

す。 実験用 品等を巻末に掲げた教科書は文部省刊行の翻

訳教科書 ロ ス コ ウ (英〉 著の “小学化学書" 巻 1 � 3

〈 明治 7 年〉 ほか若干の例は あ る が， 教科書に金額 ま で

掲載されて い る の は珍 し く ， 当時 ( 明 治20年) の貨幣価

値を諜定す る 一助 と も な る であ ろ う 。

国定教科書の@岩石 (花崩岩)， @石英 ・ 長石 ・ 雲母，

@黄鉄鉱， @方解石 ・ 石灰岩， @硫黄， @石油， @石

炭， @鉄， @銅， @亜鉛 ・ 錫 ・ 鉛， @真鈴 ・ 青銅， @金

. 銀な ど は実物観察 と 若干の実験をね ら い と し て い る の

で， 両者は向ーの系列に属す。 c -②の教科書の上記の

岩石 ・ 鉱物標本の選出 に は 当時 と し て は鉱物専門家 と 教

育 者 と の協力が必要であ っ た と 思われる。

b ) 文章表現に “文学的表現" や美文調の も の が 出 た

こ と 。

検定教科書には “文学的表現" を す る こ と を 例言 に 明

記 し た も のや， 美文調の文章表現が地学領域の一部に特

に 目 立つ も の が あ る 点が 第 2 に 挙げ ら れ る 。 “文学的表

現" を と っ た と 明 記 し て い る の は C 一④新定教科書 (文

学社編輯所， 明治26年〉 で， そ の 趣 旨は前述 ( c 一④参

照) の よ う であ る 。 美文調 と い う 特徴が指摘で き る 後者

の教科書の l つは中川重麗著 ・ 新式理科 読 本 ( 明 治 20

年〉 で， こ の 方は教科 書の雰囲気がわか る よ う に文学の

一部を図 4 に示す。 こ の教科書では， し ば し ば “余は" ‘
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理科初歩 (M20) c ー②巻 2 “有用の砿物" の巻末に記

載 さ れた標本兼試験用

図 3

球， 地球の過去 (石炭紀の森林〉 な ど空間 ・ 時間概念を

集約 して鉱物の利用へ と 導 く 前提 と して扱 い， 気 象 は

“冬の野山に" 出 て岩石の 風化な ど地表を見 る 前提 と し

て， 太陽 ・ 水 ・ 空気の 関係か ら ， 雨 ・ 雲 ・ 雪な ど や風 ・

暴風を扱 っ て い る 。

b ) 地質 C 一②は上記の編集方針で、地質がないが，

C一③は地下水 と 堆積岩 (地層〉 ・ 火成岩以外は固定教

科書 と 対応す る 。 C ー⑤は特有の編集方針で項 目 を適宜

集散すればすべて対応す る も の があ る と い え る が， 綜合

的な扱いを し て い る た め， 個 々 の 項 目 の説明 ・ 観察がど

れだけ児童に定着 さ せ得 る か と い う 点が固定教科書 と 異

な る 印象が強い。

c ) 鉱物 鉱物は C ー②， c 一③， c 一⑤ と も 固定教

科書を項 目 がかな り 対応す る 。 こ れは B のìiìm訳教科書 と

等 し し 、。 ただ し， c 一②は地学領域が “有用な鉱物" で

代表さ れて い る の で， 項 目 の 内容は 固定教科書 と 極 く 類

組 し 一層 く わし く ， 鉱物につ い て は 固定教科書の取 り あ

っかし、に影響した も の と 推察 さ れ る 。 c -⑤は C 一②，

C 一③に な い “土" (風化 : 粘土 ・ 耕土〉 を扱い， 水晶

・ 方解石の結晶形を扱い3 “金属鉱物" で も 黄鉄鉱 の 結

晶形を扱 っ て い る の は， 見 方 と し て は 国定教科書に最も

近い も の と い え る 。

3) 地学領域 か ら み た 国 定教科書 と の直接的 ・ 間接的

関連
上記の 2 項は地学領域か ら みた検定教科書が固定教科

書へどれだけ影響 したかを内容の 項 目 の単位でみたつ も

り であ る 。 こ の 項では見方をかえて， 国定教科書への直

接的 ・ 間接的影響を推定す る の に， 検定教科書の特徴に

ついて若干 例 を挙げ， 次の 3 点 か ら 検討す る こ と と す
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児童の理解を助け る 努力 の 現れ と 評価でき

ょ う 。 上記の よ う な美文調の教科書が出 た

こ と は他の時期にはなかったのである。

上記の文章表現 と 直接的関係はな い と し

て も ， 検定時代の教科書が読本 的 に 扱 わ

れ， 観察や実験など実物教育に遠い教育上

の実態があ り ， こ の傾向 が検定時代に気づ

かれ， こ れが国定教科書へ間接的に影響を

与えた こ と が考え ら れ る 。 こ れは当時の文

部省の考え方 と し て は達見であ っ た と 評価

で き る 。 すなわち， 明治41年他教科の固定

教科書が刊行されて も 理科は教師用だけで

理科の教科書ができたのは明治43年であ 三

た こ と ， お よ び教科書は “小学校長の裁量

に よ り 使用 しな く て も よ し 、" と 定め ら れた

こ と な ど に示 さ れ て い る 。 そ し て， こ れ に

対する現場の施策 と し て各府県市な ど で “理科筆記帖"

な ど の編集が行な われ活用 さ れた。 こ れについ ては第 4

報固定教科書 で も ふれ る が， “ 理科筆記帖" に対す る 体

験を持つ酒井委員の報告 (第 5 報〉 に そ の大様が記述さ

れ る 予定であ る。

3) 自 然を総合的に把握 し よ う と す る教科書が出 た こ

と。

こ れ は C ー⑤小学理科教科書を指 す が， 2) 項 C ー⑤

で述べた よ う に í(前略〉 自然の秩序の 中 で人類 の 開花

発展を理解 さ せ る べ き であ る 」 と し， í複雑 な 一 団 の

“共同生活体" の 自然」 を理解す る ために総合的な見方

がで き る よ う な編集方針の教科書を作成した。 こ の教科

書の編集方針は項 目 を並列し た国定教科書の編集方針と

は著し く 異な る も のであ っ たので， 固定教科書へは直接

的影響が な か っ た。 し か し， 固定教科書以後の国民学校

時代の 自然の観察 ( l � 3 年〉 ・ 初等理科 ( 4 � 6 年〉

ま でを通覧する と ， こ の考え方は底流 と し て 国定教科書

時代を経て国 民学校で顔を 出 し， 現在の理科教育に連な

る面があ る こ と は指摘で き ょ う 。 高瀬一男 (1987)*は，

小学校低学年理科の変遷史を ま と めた中で， í明治30年

代か ら は， 実科 (í地理， 歴史， 理科」 を統合 し て 取 り

扱 う 教科〉 を直観科 ( 1 ・ 2 年)， 郷土科 ( 3 ・ 4 年〉

と い う 名称で棚橋源太郎 ら を中心に東京高等師範学校付

属小学校で具体的に実施， 発展さ せた。 こ の先進的な研

究は， 各府県の師範学校付属学校や， 私立学 校 に 波 及

し こ の思想、が次第に全国に拡大さ れ， 低学年理科特設

運動の基盤が形成 さ れたのであ る 」 と 述べ て い る 。 こ の

* 高瀬一男(1987) : 小学校低学年理科の変遷， 茨城大
学教育学部教育研究所紀要19号， 205ー215。
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図 4 “新式理科読本" (中川重麗著， M20) の文章表現の l 例
右は教科書外表紙 (92 ペ ー ジ参照〕

“生等は先生に従い" と い う 表現を用 い て い る 。

こ れ ら の 美文調の教科書が理科教科書 と し て妥当か否

かは別に し て ， 他の教科書に比 し て読みやすか っ た と い

え る 。 理科教科替の文章表現につい て は長い間苦心 し て

き た。 検定時代以降の固定教科書の期間中 で も ， 第 1 期

( 明 治43年〉 では文語体で漢字が多 く 旧 カ ナづかいであ

っ たのが， 第 2 期 (大正 6 年〉 以降に は 口 語体 (“であ

る 調つ， 述語のむつ か し い も の は ヒ ラ カ ナ 〈黄鉄鉱→わ

う て つ く わ う ， 水晶→すゐ し や う な ど 〉 と な り ， こ の 表

現法が第 4 期末 〈昭和15年〉 ま で踏 襲 さ れた。 一方， 検

定教科書時代以前の小学教則時代を概観す る と 次の よ う

で あ っ た。 小学教則時代の理科が ま だ “究理学輪講" と

いわれた明治 5 �14年の教科書は読本的な性格が強か っ

た。 当時の教科書では福沢諭吉著 “訪11蒙窮理図解" が 日

本人が書いた最 も や さ し い も の と 評価で き る が， こ れ で

も 当時の児童に と っ ては漢字 ・ 変態ガナ ・ 漢文調の文章

な ど難解な も の であ っ た と い え る 。 ま し て他 の教科書は

すべて 欧米の繭訳教科書 と い え る も の であ り ， 内容 ・ 表

現 と も 一層難解な も の が 多 く ， 地学領域でみ る と 鉱物の

実物を知る教師でな い と 教師です ら文章の理解 も 困難な

教科書であ り ， 明治15年自 前の教科書第 1 号 と いえ る 山

田清風著 “小学砿物読本" で も 平易な文章に し た と 例言

に 明 記 し て あ る が表現は児童に と っ ては難解な も の であ

っ た と 思われる。 こ れ ら につ い て は第 2 報に述べたが，

検定時代直前の明治19年 ま での 多 く の教科書は， 平易で

興味あ る 表現 を 旨 と す る よ う 勉めたと し て い る も の の，

教育の普及程度からすれば， 児童に と っ て は理解 し に く

いむつ か し い読本であ っ た と いえ よ う ， こ の よ う に見て

く る と ， 検定教科書時代の文学的表現や美文調の文章は
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推進者 が C 一⑤の著者 で あ る 。

検定教科書時代は低学年の理科を明確に捨てた時期で

あ っ た。 小学教則時代の 理科に 当 る も の は下等小学 ( 1 
� 3 年〉 の後半か ら 課 さ れ， 明治10年代以降 「問答科」

「実物科」 な ど の 名 で実施され， 市iI蒙窮理図解" (福

沢諭吉著〉 は下等小学用 に指示 さ れた と いわ れ る も の

で， 実施の程度は不明であ る が制度 と し て は “低学年の

理科" は存在 し た の で あ る 。 と こ ろ が， 明治19年小学校

令で、理科がであた と き ， 理科の履修が 5 年 と 6 年 と さ れ

た の で， 低学年の理科はな く な り ， 検定教科書時代後半

の 明 治30年代に 1 � 4 年の直観科 と 郷土科 と い う 上記の

提案が 出た理由があ っ たわけで、あ る 〈なお， 理科が 4 �

6 年 と な っ た の は大正 6 年の改正に よ る )0 C 一⑤ の教

科書の編集方針が後の 自 然の観察 ・ 綜合理科な どに近い

考え方の も の と い え る こ と か ら み る と ， 低学年の理科を

含む上記の直観科 ・ 郷土科 も 似 た教育観に立つ も の と 推

察 さ れ る 。 し た が っ て， 固定教科書の並列的な教材配列

に対しては， 生物 ・ 地学領域では特 に 自 然を重視す る 理

科教育の主張があ り ， こ れ ら が昭和16年の国民学校令に

よ る 「 自 然の観察J ( 1  � 3 年) と 「初等理科J ( 4 � 

(33)-81 

6 年〉 と な っ た と い う 見方は， 大筋 と し ては肯定で き ょ

う 。

お わ り に

検定教科書時 代の地学教育を要約する と 次の よ う であ

る。

① 明 治19年は じめて “理科" の科 目 がで き て か ら 固

定教科書が で き る ま でが検定教科書時代であ る。 理科は

5 ・ 6 年に課 さ れた の で， 低学年の理科は 明 確にな く な

っ た。

② 地学領域では， 天文 ・ 気象は定着せず， 教科書に

よ っ て あ っ た り な か っ た り し た時期で、あ る 。

③ 検定教科書時代は最初には欧米の理科醗訳教科書

が 出 て後の固定教科書への影響があ っ たが， 文章表現，

編集方針等に も ， 他時期に例 を見ない ほ ど多彩な教科書

が 出 た時期で、あ っ た。

④ 固定教科書への移行道程を検討 したが， 教科書か

ら は十分 目 的を達す る ま でに 至 ら な か っ た。 次の第 4 報

は国定教科書時代であ る 。

地学教育史委員会， 渡部景隆 : 理科検定教科書時代 (明治後期) の小学校地学教育一地学教育史委員会報告

No. 3 一一 地学教育 41 巻， 2 号， 69�92， 1 988. 

〔キー ワ ー ド〕 地学教育史， 明治後期， 小学校理科， 教育課程， 地学教材， 教科書

〔要旨〕 明治19年小学校に理科の科 目 がで き ， 理科検定教科書の時代 と な っ た。 こ の 明 治中後期 ( 明 19�42)

が小学校理科固定教科書に先だっ理科検定時代であ る 。 こ の時期の地学教育を理科の教科書でみ る と ， 欧米

先進国の翻訳教科書が最初に 出 た こ と は， 明治初期の究理学輪講の時期に醗訳教科書が 出 た こ と と 似て い る

が， 理科検定時代には こ れ と ほぼ等しい時期から 多数の理科教科書が で き ， 小学校の全期を通 じ て最 も 多彩

な理科の教科書が出た。 地学領域では， 鉱物はすべての教科書に あ り ， 地質は一部にな い も のが あ る が， 天

文 ・ 気象は， あ る 教科書 と な い教科書の パ ラ ツ キが 目 立つ。 な お， 固定教科書への移行につい て も ， 教科書

に よ り 検討 し てみた。

Kagetaka WATANABE， Committee for History of Earth Science Education :Earth Science Education 
of the Primary Schoo1 in L ater age of Meiji. No.3 ; Educat. Earth Sciリ 41 (2)， 69�92， 1988. 

次頁以降に掲載 し た教科書の部分復刻は， 著者から提供さ れた資料を も と に し て編集委員会が取捨選択 し て 追 加 し

た も の で あ る 。

82�83頁 : 高 島勝次郎著 明治理科書 巻 1 � 4 文学社編輯所 (明25) 巻 l の 下

84�85 11 : パ ル チ ン 著 武 田 安之助訳補 新探理科読本 1 � 4  東京金港堂蔵版 (明20) ; 例言 ・ 原序 ・ 第三
86�87 グ : 三宅米吉 ・ 新保磐次合著 理科初歩 有用 ノ 砿物 巻 1 � 7 東京金港堂出版 〈明20) ; :本文

88�89 11 : ホ ウ ッ カ ル著 松本駒次郎築訳 理科入門 巻 1 � 8 発行人 ・ 東京 ・ 吉川半七 (明20) ; 目 次 ・ 他

90 11 : 修正 小学理手| 新書 巻 1 � 4 学海指針社編瞬所 (明25) ; 凡他 ・ 他
91 グ : サ プ レ ー 著 佐津太郎訳述 小学理科読本 巻 1 � 3 東京文栄堂 〈明20) ; 例言 ・ 他

92庁 : 中川重麗著 増訂 新式理科読本 巻 1 � 4 発行人 ・ 京都 ・ 彰本甚之助 (明26) ; 目 次 ・ 他
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さ
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主
う
で
る
る
。

そ
と
で
之
に
代
る
研

究
機
閥
を
緊
急
に
設
置
す
る
と
主
が
要
望
さ
れ、

と
の
鹿
日
本
地
単
数
育
研
究
曾
が
誕
生
す
る
と
と

に
な
っ
た
。

次
に
そ
の
舎
の
誕
生、

並
に
そ
の
畿

の
活
動
の
模
様
を
紹
介
し
た
い
。

草
月
二
目、

岡
本
地
質
町中
台
組
合
の
機
合・
に
一地
場

敬
宵
懇
談
合
が
開
催
さ
れ、

会
固
か
ら
の
間
席
者

日
本
地
盤単
数
育
碗
究
曾
々
報

〈
第
二
税ゾ

。
骨
量興
曾

七
月
十
日
パ
土
J
第一一一
同
役
員
留
を
刷

他、
川
防
省
加
桜
台
長、
小
体
雌
本
代〉
削
合
成

会
日
一
五
名.

hw
秘
東
京
“H
Me
持
物
的m.

ホ
な
陥

説
明
羽
は
次
的
泊
り
で
あ
乙
。

戸
一
、
MM
本
救
HH
に
ヅ
い
て

慨
本，
い
つ
い
℃
は
“

本
7
1
ス
サ
イ
エ
ン
ス
品れ
で
山川
氏
ナ
る
版
本
に
つ

い
て
他
持
毎
日
よ
り
沿
別
相
介
あ
り
ι

MM
本
の
h
父

挽
・
保
州市
合
鍋
物
白
石
ω
路
定
狭
刊
に
つ
き
術
品開

的
に
民
仙明
川制
ね
に
詰
る
こ
・4
に
な
り
之
に
は
お
Hh

杉
山、
川悦
斤
凶
f引・
U
J川
市
るa
衣
川刊
に
つ
い
て

小
川午
校
・
尚
侍
引
校
側
将
長
U
上
り
早
川
山
本
に

つ
き
什
議
し
た
が
‘

・向
却
制
な
日
州開
山糸
は
次
M
・ルw

n
bw
で
uH
内応
す
る
。

ハ
ニ
〉
部・
出
合

本へ
W
冷
換
の
一

・と
し
て
随
時
滞
情

A刊
を
似
す
こ
と
h
し
刈
羽
山

泊

り
の

出
揃
合
を

'I
J' u
 

ハ
一一一

本
-J叫
々
川

別
項
内

通
り
の

倫M
則
を
快
犯
し

た
・

こ
の
AN
川
は
雌町内応
的
な
も
ω
で
第
一

一同
総
合

に
於
い
て
本
柚
P
と
す
る
ω

ハ
附
U
曾
の
成
虫
の
次
dm.

AW
M
絡
を
成
〈
披
mm
し

て

晶明
日
を
繋
能
し
合
の

前
制
を
軌
滋
に
采
せ
る
ゆ

O
本
省
舎
則

七
川
十
日
の
餐
MH
舎
で
決
定
し
た

第一
一級
本
台
は
日
本
地
単
数
WH
研
究
合
と
師併
す

@
 

久V
柑伊一
日
総

本
hw
は
地
山中
政
官"
の
掛
川開
決
び
地
棋
の

紘H
HA
を
凶
る
を
H
的
と
す
も
e

第一-一
総
本
合
は
そ
んW
U
的
法
成の
た
め
次の
場

業
を
討
会 @

約
五
O
名 、 ，
熱
必
に
地
準
敬
背
に
つ
き
W常
設
が
重

ね
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
日
本
地
単
数
育
研
究
曾
を

段
喧
す
る
と
と
に
決
定
し
同
舎
が
誕
生
し
た
。

そ

の
開
問
席
者
聞
で
取
合
せ
た
主
な
事
項
は
次
の
謡

P
で
あ
る
。

一
、

本
舎
は
日
本
地
聞申
敬
育
研
究
曾
と
い
う
。

二
、

本
合
は
地
国軍
歌
宵
の
普
及
及
び
艶
梅田
bE
岡
る

を
目
的
と
す
る
@

一一一
、

本
合
に
は
役
民
に
合
長
一
名、

副
食
長
二
名

養
日
米
干
名
を
お
-e
‘

取
敢
え
ず
合
長
に
は
加

藤
武
夫
、

副
合
長
に
は
小
品仲
良
一
、

藤
本
拍
畿

を
4先
制
し
、

叉
毎
回
に
は
荘
東
京
の
地
単
品臥
宵

閥
係
者
か
ら
趨
世
な
方
を
選
び
委
帰
す
る
。

回、
合の
組
純、
運
脇田は
すべ
て
と
の
役
員に
昏

ぜ
る
。

豆
、

合
の
仕
事
と
し
て
全
国
各
地
の
地
単
敬
育
研

究
曾
俸
と
の
連
絡
を
と
っ
て
み品
岡
的
な
地
皐
敏

育
研
究
舎
の
組
織
を
作
る
。

穴
、

雑
能
「
地
球
の
料
問中」
を
本
舎
の
槽
闘
雑
誌

と
す
る
。

五
月
サ
二
日

第
一
同
昏
員
晶慨
を
開
〈、

間
席

者
削
命
日訳、

委
員
一
問
名、

合
場
東
京
文
部
大
地

質
紋
箆
‘

主
な
協
議
事
項
は
次
の
遁
り
で
あ
る
。

一
、

毎
民ハ
杭
京)
は
次
の
週
P
委
噂
す
る
。

河
閃

蒋
代
助、

山
岸
忠
夫
、

新
野
弘
、

石
尚
渉、

伊

磁
隆
吉
.

栂
弁
欽
一
.

木
村
敏
敬、

米
山
芳

成
、

双
繭
寺
錦、

松
木
茂
、

水
慕
俊
夫
、

渡
部

景
陸
、

閥
利
一

郎、

稲
森
潤、

犬
淑
疋
介
、

内

間
信
夫
、

旗
開
延
男、

庄
司
秀
二
郎、

杉
山
陸

コ
、

師
範
皐
校
の
地
開申
科
欲
授
陣
の
充
賞
、

並
に

新
制
高
等
暴
投
地
単
科
敬
科
書
に
づ
き
文
部
省

に
窓
見
書
を
曇
由
主
る
と
&
。

て

蹄
蹴
hw
uA
び
仙川
地
円地
単
線
行

二
、

抑
制刊
の
滋
行
「
地
球
の

科
単
」

に
掲
載

三
、

共
他
必
裂
と
認
め
た
事
業

体
側
総

本
合
に
は
例
人
で
も
刷
純
で
も
入
h切
で

品世喧
スw
。

総
五
総

本'
W
は
年
一
一同
総
合
を
問
〈.

線
合
は

本
命
的
仲総
本
方
針
を
決
定
す
る
。

第
六
仰

心併
合げ
に
次
の

税
U
を
悦
〈
.

AW
HM
一
作品

制
作
UK
ニ
阜市、

命
叫削
除
夜一一
ぉ、

議
U
清
子
忽

袋
U
山
政
は
必
裂
に
山応
じ
て
併
品川
削
来
る
e

第
七
傑

作
位
は
本
AW
を
代
炎
し.

人阿川
務
を
統
括

ー
、・
川
合
HM
は
こ
れ
を
補
佐
ナ
る
e

第
八
的
必
u
hηは
'叶H
HK.
則
合
一比-
AW
川町
般
市は

ゑ
U
を
川
℃
組
純し.
庶
務、
の
計、
制
協の

山H
識に
附す
る
事
泌
を
雌叫
す
乙ε

佑
九
的
役
目
は
んW
U
巾
主"
越
川
し.
そ山
任

則
は一
年
L
す・0・
似
し
一円
泌
を
妨
げ
ない。

鉛
十
代山

本
合
山

台
抗
は
KT.
b.
0
刷
と
し
.

滞
納

一
年
以
上
に
わ
た.
る
も
の
は
川崎'
げ
し
た
と
み
な

す
こ
と
が
川
彬
る
“

第
十
一

応

命
討
作
似
の
か
わ
"
"
は
川中
年
中ふ
と

ナ
るc

係
十
二
作
本
併の
が
仙m
M
を
爪
京
火
州
科
大
凶小

h
IUF
qHduρ
次
長
こ
な'
L

j
tJ ・2
q
」
23
1
1 1

給
十一-一
続

本
命
合
川
の
随一
段
は
仙料
品作
の
品作
品
に

上
山J
て
行
う
。

第
一
総

本
舎
に
は
合
目
の
精
般
に
よ
り
地
方
支

郊
を
お
〈
こ
と
が
川.
来
る
e

第
二

総

・
役

目
の

選
別
は

組

合
前
に

油

“
に

よ
ツ

，
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守、
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第
一一一
保

木

曾
は
連
絡
誌
と
し
て
「
仙川
球
の

科
削中
」

を
利
川
す
乙
。

加
し
M
誌
の

代
金
は
合
質
外
と

豆 、
高
体
師事
焼 、
巾
盟申
旋 .
-m
M事
旋の
地
事
特の

敬
兵
に
つ
き
軒
究
の
必
要
を
臨
め
‘

44
に
つ
色

決
同
の
食
合
で
協
臨
す
る
。

回
‘

時
事
問
題
に
聞
係
あ
る
地
績
に
闘
す
る
構
演

晶"
を
開
催
す
る @
と
の

貸
織
に
っ

さ
て
は
米

山
、

松
木
、

大
棚
、

木
暮
各
香
民
が
稔
る@

六
月
十
九
日
ハ
土
)

第
二
問
議
員
合
を
開
〈
。

凶
席
者
曾
長、

則
合
長
委
員
一
一-一
名
合
場
都
立
主

野
高
静
岡伊
枝、

主
な
協
融
事
項
は
次
の
遁
り
で
あ

ZM .
 

て.
師
崎
串
校
歌
授
陣
の
充
貨
に
つ
き
文
部
省
に

曇
仰
す
る
怠
見
潜
を
審
蟻
し
た
。

ご
、

新
制
肉
体
削帯
域
迎
斜
地
川学
科
を
少
〈
と
も
『

か
年
問

。
一
年
又
は--一
年
に
〉

必
修
科
目
と
さ

れ
鹿
し
と
文
部
省
に
意
見
帯
bb
曇
附
せ
よ
と
の

窓
見
あ
p
。

豆
、

歓
共
ρ
附
宛
に
つ
き
決
P
渇
り
分
摘
し
て
来

を
作
る
ζ
と
に
な
る
。

褐
等
皐
校
l
米
山、

松
木.

脊
野、

高
岡
各
喬

員、中
単
技
|
東
耐
寺
、

駒
村、

拠
潟
各
委
員
。

小
問中
枝
l
犬
湖
、

ホ
幕、

山
川
各
委
員
。

器
本
に
っ
さ
て
は

特
に
棋
井、

杉
山
岡
委
員
が

官
る
。

問、

本
合
曾
則
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
、

木
村

内
岡
、

河
間
各
委
員
が
集
bz
作
る
。

豆
、

次
の
逝
P
委
員
bz
迅
加
し
て
委
婚
す
る
。

菅

野三
郎
、

商
問
七
五
三
雄、

駒
村

三郎、
鹿
詔

茂
三
郎
の
四
氏
￡

六
、

次
岡
は
七
月
十
日
ハ
土
)

上
野
科
単
博
物
館

に
て
開
倣
ず
る
6

2ハ
月
サ
二
日

藤
本
開
》

ず
る・

0
究
部省
に
白紙
見
書
を
益
出
品俊
民
合の
悦
治
民

主的Jて
七
川二
十
八
日
山脚
本
川
令
長
河
川
後
日
米

i
I
;
l
i
t
-、，
}l
， ••

 
九
d
f
:
l
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w
m
gv
河
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V
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山
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力
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du品
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a
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-L・

川相川一
り

前
匂
リイ
以

内
q
u

d
作
品
収
U
Hr
刺
t
f

制
刊
に
も
時
勢
に
治
っ
て
仙川
本
的
な
改
いん
を
加川・
ゐ

ら
れ
た
ζ
と
は
.

洲
利
政
向
山
た
め.
w長
び
に
は・
え

な
い
と・
こ
九
マ
あ
る
。
向
し
て
、
ζ
内
紛
市
制
に
治

っ
て
・

此
向
山
氏
k
恥
げ
る
に
は
.
-

Jい
託
行
列川

悦
ι刊の
努hH
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が、
本
命、

政ぴ
に‘
リ
ド
川市
術
以
興
作
約
九-一一
地
川市
此
υ川

犯
小
千切
れH
W
以
於
い
℃
、

之
ま
匂
研
究
し
た
と
?』

み
に
よ
る
止、
特
に‘一
川
仰
いパに
於
け
る
胤
山下

伏
川
市山
市
代
が
市

以
さ
れ
る。
山
川
に山町
τ .

{
1
111・
:
41la
i

--
l
l
h

こ
の
引
に
肺
μ
hw
e
践
を
仰
ゲ・
た
〈 .-こ
こ
に
所

収
松
川片
山叩
し
ま
十'u
ハ
レ事h
久
行
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附
和
二
十
三
年
仁
川
ニ
十
八
臼

1
4
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-
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〈
e
s
a
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4
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-
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川県
に
は
依
〈
乙
と
の
川
吉
山
治
川町
市
川叫
吃
ム
る
山

4kh父
部
省
に
出品
比
説
。乞
込
川
し
た
の
と
M
M古川

で‘
ムム
例
制
総
与
校
HK
に
州
制
限
校
川明
か
れ
du
光

貨
に
つ
き
特
に
考
慮
さ
れ
た
さ
uu
mu
叫
飢
在
七
月・

一一一
十
日
山
す。

O
支
部
省
で
は
んし
凶
副
都
準
校
政
HM
指
単
品情
総
符

品円七
月
下
旬
泌
京
に
で
附
似 .
係
行
州
出附
し
て
抑

制
尚
侍
糾
松山
政
背
中M
針
伊
剃
胤
仰
停
に
U
いて

臨ztH拍車山
県山崎
し
t
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地学 に お け る 学習 効果 の 判定・ . . . . . . . . . . . 高 田七五三堆
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会 員 数202名 と な る
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日 木地学教育研究会 第 1 1 回全国大会 ・ 交 う、11 ( 同 村) … . . ， ・ H ・ . . . . . ・H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … 31
玉ね ぎ 状 1 荷 造 (新井) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 32

ス ピ ス ラ の 採集 ( 岡 村 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . ， … … … … … … … … … … …33
リ ズ ミ ッ ク 瓦層 ( 同 村 ) … … … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … ・ ・ H ・ H・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … …3-1

カ Jレ カ ロ ド ン メ ガ ロ ド ン (限木) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . ， ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … 35
日 本式 双 品 ( 国立科学 問 杓 C!日 ) … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・H ・ H ・ H ・ . . … … … … 36
地盤沈下 ( 稲 森) … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … 37

大沼il): マ 述 鏡 ( 甲 斐 ) … … … … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …38

口 絵 写 真

商用気魚 ü!J [Ii'i] ) … … … … . ， . ・ H ・ . . … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . 17 1< 1 
ダ d ヤ モ ン ド の 話 (広 沢) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 18 去 1
日 木l�学 教育研究会第 9 �1全国大会 (式訪o (平山) … … … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … … … . . . . ・ H ・ . 22 表 E
む石 の IJ:JI1R鑑定法 (干討。 … … … … … "・・…… H ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … …24 ・ 25 去 E
只知( じTiのEE理 ( 'FLl I )  … … … … .. ， ・ H ・ . . … ・・・ ・ ・…H ・H ・ - … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … …26 去 i . :m: 
n 木J �ゃ れ育研究 会 出 10 Fi 1 企1 m大会 (大阪) ( [河 村 ) … .. . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … …27 去 E
iiìJJ引 の -( î U'.U\r，) … ・ ー … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …28 表 E
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偏光板
の 作 り 方 (稲蕊) … … … ・ ・ ・ … . . . … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ - …H・H・ - ……・・ … ・ ・ ・ …29 去 E

i日光町微鏡で見た岩石 (fffi森) . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . ，…………H ・ H ・ - … ' " ・ H ・ . . .29 去 E
五日 プ ラ ネ タ リ ウ ム (水野) … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … .. . ・ H ・ . . … … H ・ H・30 去 E
日 本j 山学 教育研究会第 11 凶全国大会 ( 愛 知1 ) ( 1日l 付) . . ， ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … 31 去 E
い ろ い ろ な地層 (新井) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …32 表 1 ， 1 ， 2 

I;;J f1f�Jí… … … . ， . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ . .32 41 
い ろ い ろ な よ う 岩 (稲森) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …32 3 
只 化石府 の 探 Eíi (菅野) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . .33 去 1 ， 1 
日 木地学 教育 研究会 第 12 回 全国大会 (]初日) (I1íiJ H ) … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ ， .34 2 
J�ß の い ろ い ろ (渡部 ・ 菅 野 ・ 稲孫) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …34 去 1 ， 1 
ヨ ー ロ ッ パ 各地の ス ナ ッ プ (膝本) … … . . . ・ H ・ . . … … … … ・ ・ ・ ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … . . . ・ H ・ . .35 表 1 ， 1----7 

1析尻z と 不整合 {稲森 ・ 岡 村) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . … … … … … …36 去 1 ， 1 ----4

地
盤沈下 (稲森) ・…. . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … - … … … H・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - … . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - … 37 去 1 ， 1， 2 

H 本地
学

教育研究会第 15 回全国大会 (東京) … … . . . ・ H ・ . . … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . …44 去 I
岩石図 (酒 井) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …46 去 I
欧米 の 科学博物館 (新井) … … . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … . ， . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - … …48 表 1 ， 1----4

日 木地学教育研究会第 16
問全国大会 (新ìW … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . ， … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - ・ … ・ ・ ・ …49 去 E
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高校
理科 一 地学科 は ど こ へ行 く . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … 時

理科教育探興法 の成立 と そ の経過な ら び に 肝 �Jí. . . … … … … … … … … … … … .. . ・ H ・ . . … … … 堺

j 也学教育振興 を さ ま た げ る も の 一現場教育者 の戸 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … 加 藤

i!也学」 の 問題点
と そ の反省. . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … H ・ H ・ ' " … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ - ・ … 閃 利

地学教育 を ど う すすめ る か… … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … 小 墓

地学教育振興 につい て の 2 ・ 3 の課題 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … !泥
沼

災害 と 地学教育ー さ ず け ら れ る 者 の立場 で … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 小 山
地学教計上

の二つ の 問題 . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . ， … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … 日 本

q l 学 高 校併設学院 に於 け る 理科 教fí “ 特 ;こj也学教育 の 合珂 { じ に つ い て " … . . ， ・ H ・ . . … . . . ïûî 同
科 学技 術 数百推進述合会

の 充 足 . . . ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … 藤 本

創立 10 周年 を
迎 え て … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . ， . … … ・ ・ ・ … ・ … - … … … … … ・ … ・ ・ … H ・ H ・ . . . … ・ … ・ ・ !援 本

小学 校学官j 旨 i草要領の 改正 と 地学教育 . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … . ， . ・ H ・ . . ;度
部

IJ山学J 振 興 の た め に ・ ・ ・ … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 藤 本
両 院理

科
地学 の再出発に際 し 会 の飛 間的発肢 を 望 む ・ H ・ H ・ . . … … … … . ， . ・ H ・ . . … … ・ H ・ H ・ . . …謀

本
山学教育者

の 奮起 を祈 る … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … ' " ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … 渡 辺

人 間 社会 と 地球 の つ な が り につい て 一地学 を紐味の 学 問 に し て はい け な い … … . . . ・ H ・ . . …兼 子
口 木地学 教育研究会の思い 出 と 将来へ の私の希望 .. . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - ・ … . . ， ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … …

小
林

昭 利
41 年 度か ら の大学入試につい て . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … …渡

部
J_I] f↓ の 近代化 と 地学 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . ， … … … … 閃 利

10 20 夫敏尾

脱

j � n �f: に 於 け る ;立 亙(ll�研究 … … … … … … … … … … … … … … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … 西

倫



6 

科 学的態度 を 山 う 地学教付 の取扱 い … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . ， … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … 川 越 手11 1!{.j 24 ・ 25 57 
天 文教育の方法 … … … … … … … … … … … … … ・ " … … … … … … … … … … … … … … … … … … 水 町 良 平 30 26 
地学教育 の 変遺 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . … … … … … … … … … … … 閃 利 一 郎 32 5 
地学 10 年… … … ・ ・ … … … … … … … ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …毘 附 i!，I] 32 32 
社会教育而へ の 地学 の 進 11'， . . . … ・ ・ H ・ H ・ … … ・ …. . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - … ・ … … … … … … … … …新 井 主 三 32 33 
新 ら し い J lli学の 日 収 … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … il ;:) j :  也、 二 39 39 
今後の 地学教7f の あ り 方 … … … … … ・ ・ … . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ ・ H ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … ・… ・ ・有 元 石太郎 39 2 
地学必{互 に そ な え て … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 平 松 主 的 46 3 
高校理科 「地q:J の 日 収 . . . ・ H ・ . . … ・ ・ ・ … … … … ・ ・ ・ … … . . . . . ・ H ・ … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … 政 木 di 記 47 2 
必修地学 の 宍施 に 閃 す る 問問点 … H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … i皮 部 長 佐 48 2 
高校地学 の 問江… … … … … . . … … … … … … … … … ・ ・ … … … … … … … … … … ……… … … 牧 町 Ml 48 3 

資 料

天 文 学 ; こ現われた�� ii([ の 村 rii . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 鈴 木

足柄平rrtf の1; ï_;!Æ J:ffi. と l功瓜林 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 井 上

伊立犬 山 火 山 京 市 の j也1'1 ' " … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …た 沢

丹沢東北部 の 引l奴変成山m ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …小 川

静岡県岸 ノ 沢弘IJ J の化学医以・… . . . . ・ H ・ . . . … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ . . … … … … …力11 目安
相模原台地 の j 色1'1 ' " … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …広 問
地震 の 震度 と 現段 . . . ・ H ・ ・ ・ H ・ H ・ . . ・ … ・ … . . . . ・ H ・ . . . … … H ・ H ・ - … ・ ・ … … … . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . … 一 … … 池 上
天気 図 と 天気予 報 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 広 永

日 オご最古 の i 也日 の 話 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 山 山
近づ く 火星 … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 鈴 木

最近 に お け る 両日気忽 の 一回 … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … J1 J [ìi'i] 
鉱物 の 美 想い 出 の 記 (その 1 ) . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … 幻 政

古文 L 15 5 
�'� 光 1 5 19 

15 20 
15 21 

行 男 15 21 

主ρiEi て 15 22 
良 子 16 4 
政 夫 16 9 
1;1' H� 16 23 
政 1.;' 17 7 

{呆 17 12 

ft:: V} 17 1 6 
国立風につい て … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 福 井 英�.. }�i; 18 7 
ダ イ ヤ モ ン ド の ;� I�-J1Wj ボ ル オ、 オ の ダ イ ヤ モ ン ド … … … … … … … … … … … … … … … … … 日 i尺 佼 �éF 18 11 
悶石白山一 ソ ヴ エ ト の 地球ìtf: 化�6ij . " … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 品 村 福 太郎 19 13 
高 刊 訂 に於 け る ju!. �'�!: 紅古ー の 形態 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1 1 ' I I J 克 己 19 21 
栴同 あ げ の 来 日? を め ぐ っ て … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 戸 水 政 夫 20 5 
それで も 山球 は動い て い 乙 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 山 iH 茂三郎 21 5 
日 木庄 ウ ラ ン 鉱 物 の 民 主! … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … 一 … … … ・ … ・ … H … … … … … … 桜 井 欽 一 21 6 

i主 i問 23 2 火互 の 去市 に 刈 す る 新 し い ぷ ( マ ッ ク ロ ー リ ン 氏 の ;S� o ) 五日介) … … … … … … … … … … …稲

土法1 l' の 会!]� � 5� の扱 い方 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …班
活川!日 0J 辺守 dir.:J 321 の おHíU\ 'I … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … I 1 1
八女Wi土 に つU 、 て … … … … … … … … … … … … … - 一 … … … … . . . … … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ・ ・ ・ … … … … … 松

松 四 郎 23 5 
11 1 �i午 夫 27 9 
;ìì: 1 ，.1/ -� 27 14 

IUf n むと び)i … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ト11 1 ! 1  
i天宗 の J�:r.R化学 一

JX 30 20 

1控 31 1 4  
合瓜 に つ い て … ・ ・ ・ … ・ ・ ・ … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ぃ ・ ・ ー … … … ・ ・ ・ … … 一 . . . . … … … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ・ ・ ・ … … … … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ �.'.i 竹 京 二 31 15 
人工1{nli� の tIJWll] . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 佐 川 :m tffー 31 30 
ヨ ー ロ γ ノ { J也�/:折、f j' J己 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … )H; �/j � ifì �主 35 1 
j也fl:i i�t下 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … :fìlí �tl� ìr，1 37 4 
}1.[ IT:;f�)( l l l ;: ; ;: と 凶 n オニ火 I l r:;;; ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 杉 村ー 五li 39 4 
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小 学 校 部 会

小学校教付 L J 1 1 原の石] のJlim'. \ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ク、 同 芳 17 30 

'11 : 1; の 平 石 !天 王i 採掘所見学 と 白 九 の 多摩川 の石の 収集 … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … ・… ・ ・ … …小 田 島次雄 17 36 

午: 伎 の 近 く の 白 然 と そ の保護利用施設 を 教材 と し た小学校 に於 け る 地学 の 野外の 指 導 …安 田 敏 夫 21 23 

小学校 の理科特 に地学教育 に 関 す る 問題・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . (編 集 係) 23 12 
千 山川 の 牒 と 砂 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … 白 力 盛 男 24 ・ 25 50 

択 テ ー プ と 出度 計 で (小学 校 の ク ラ ブ活動 で の 一 例) … … … … … … … … … … … … … … … 村 山 長 治 26 10 

r'rr科 教科 芹の 地 質 ・ j山形教材 に つ い て の 1灯、J . . . . . . . . ・ . . . … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . ， … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . 竹 内 柾 27 17 

地学教材 に つ L 、 て の誌上討論 lllJ始 に あ た っ て … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . (編 集
係) 2 8  2 

「河原の石」 ア ン ケ ー ト の ま と め … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ( 11 ) 28 4 

「河原 の 石」 の 眠 り 版い に つい て … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ( 11 ) 28 9 

河原の石の取 り 扱 い方 に つい て の f人見 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 波 部 長 陸 28 16 

河原の石 こ ろ に つ い て … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … . . . . . ・ H ・ … ・ ・ ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ - … 稲 森 i悶 28 19 

「星座」 ア ン ケ ー ト の ま と め . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … … ・ … . . . ・ H ・ . . …… … ・ ・ (編 集 係) 30 2 

「星座」 の 指導 に つ い て … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . ， … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … ( It )  30 8 
小学校 に お け る 天 文教材 に つ い て … … . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . ， 島 村 福太郎 30 13 
足庄観測 の指導 に つい て … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ - ・ … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … …倉 田 豪 30 24 

研究授業 と 討論会 「川原の 石」 … … … … … … … … … ・ … ・ … . . . . ・ H ・ . . … . . . . ・ H ・ . . . . . ・H ・ - … … … ・ ・ ・ … ・ ・ ・ … … H ・ H・ 31 10 

川原 の石 (小学 3 年研究民業 の 教案) . . . ・ H ・ - … ・ … … H ・ H ・ - … H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - … . . ) 1 1 村 泉 31 11 

(f: 校 と 家 の 温度 し ら ベ (埼玉県秩父 iJ i立]'{j 小学 校) … … … … … . . ， ・ H ・ . . … … … … … … … … 準 作 章 31 16 
小ザ: 伎 に お け る 地学教育 の 訪 問 題 … … … … … … … … . . . ・ H ・ . ， … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … 久 田 芳" 32 31 

小学 院�!:羽 指 導 要領理科 天 文 の 訂ij-d( に つ い て … … … … … … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … … … 九 木 喜 一 33 4 

小学 校学習 指 埠 要領理科気 象 の 旬以 に つ い て … … … ・ H ・ H ・ . . … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . .大 t9� 
普 雄 33 14 

小学校学習 J 旨 }，t;1: !n::領理科i也質 の領域 に つ い て … … … … … … … … … … . . ， ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . 久 田
芳 33 22 

Y己 主は岩石 ・ 鉱 物名 を ど こ で 1.0. え る か … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 増 田 和 彦 33 5 
小学校低学年 に お け る 石の 名前の取 り 扱 い に つ い て … … … … … … … … … … … … … … … (小 学 校 部 会) 35 9 

小学校教材研究 会 の発起 に つ い て . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . ， . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ - ・ … (小 学 校 部 会� 35 25 

1) 1 1 の は た ら き 」 の ね ら い と 教授 資料 .. . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . 江 部 長 路 37 7 

気温教材 の取扱 い 方一気温 の 観測 を ど の よ う に埠入 し た ら よ い か . . . ・ H ・ . . … … … … … … …大 柳 善 雄 37 14 

1) 1 1原の石J の取扱い の一例 … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … 山 崎 徹 郎 37 20 

7Ì(の はた ら き の取扱い … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … . . . ・H ・ H ・ H ・ . . … . " ・ H ・ . . … … . . . ・H ・ . . … … 久 間 芳 37 24 

川原の石 に重 点 を お く 「水 の は た ら き 」 の 取扱い の一例… … H・ H・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … …川 崎 突 如 37 31 

地層 の学習指導 に つい て の 一実 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . ・ ・ ・ ・ H ・H ・ . . . . . ・H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - ・ 飯 町 治 男 37 38 

小学校児童 に 関 す る 興味 と 問祭能力 に つい て (そ の 1 ) ・ H ・ H ・ . . … . . . . . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ -… ・細 野 技 純 38
1 

小学校 3 年 「土j の取妓ぃ ・ H ・ H ・ . . … … … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 高 杭 一 虎 39 14 

小!下 院部会 WI�� 会 日�� . . . … … … … … … … … … … … … … H・ H ・ … … … … … … … … … … … … (小 学 校 部 会 ) 40 1 1  

地学教育 に お け る 11与川 的空間的慨念の 問!，l1. に つ い て ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … .. . ・ H ・ . . … … …片 山 貞 昭 41 1 

川 原 の諜 の 教 付 取扱 い の 1 {9ト … - … … … … … … … … … H・ H ・ ・H ・ H ・ . . . . ・ H ・ … … … … … … … … 坂 田 二 郎 41 5 
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;)卜、，!主1校.交立 4 !y年1生生J功�l河F干科:十� (οj也乍) 教 付 l 口 ìli北é/J水J(ωUのJ は fたニ ら さ J ιυ')バ H作1 ';、《平i に \つコい て .….い. .….い. .  ….い. .….日. .  ….日. .  ….日. .  ….口. . ….日. . ….口. 松 m日1 :.i誌主 ノ、 41 7 
A小、守ミ学;2を斗;校立の f風孔 に つ い て ιυ')斗 j 日 j‘!引t
小，、�}!: 校l山也「学j戸と教 刊 l 二 お け る 尖股有n祭0) I nJ :ill.'�i. . . . . . ・ H ・ . a . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .. . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … 鈴 木 j欣 也 44 17 

こI:J 山 と そ の 変 化 の i fí jt'f の ね ら い … … … … … … … … … .. ， ・H ・.. … … ' " ・ H ・ - ・ … … . . . ・ H ・ . . … … … 久 田 :)�: 44 17 

小半校行石教刊 の取扱い に つ い -c . . . . . . … … … … . . . ・ H ・ . . . . . . . . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ . . . … … … [ lJ I�奇 {日 1�1; 44 21 
孝三 日 だ よ り の J 日立 . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ H ・ - 一 … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … 臼 井 町1; fr 45 25 

地��!: 教 n- ニ ュ ー ズ (小f引か ・H ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … 47 14 

イJ\半年 に お け る J fu 7'î教材 の �JÍ外H1!淳一) 1 1 )};l O) 1王 子 と そ こ に あ る 石 … … … … … … … … … … 稲 葉 脱 出 49 3 
小学 校地中教材 (勾 号: 分 Tf) i 日7浮上 の [l \ ]�丘.':，i， . ・ - … … … … … … … … … … … … … … … … … ( 小 学 校 出 会 ) 50 9 
多昨 IÎ:陵 の 1 fu 71 払 付 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ' " ・ H ・ . . … . . . … … … . . . ・ H ・ . . 藤 本 広 治 50 14 

中 学 校 部 会

中 学校 に於 け る J i!!.�;::t丈刊 の 取扱 に 以l ナ る ー;t5'�5 " " " … ・ … - … . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ … … … …京 福 寺 J.i.� 17 26 

中 学 校 に 於 け る 地学 教 付 郷土 の n H を ど の +1 に取入れて い る か … … … … … … … … … … 山 田 博 18 21 

小 ・ q l 学 校 の )_�!fl 村t l 二地!γ: 教77 に ryj -j- る I l\l �lli " . … … … … … … … … … … … … … … … … … … {編 集 係) 23 12 

東京都足立1{12r: ìJ I J M ill: 只 化 石 の M究 J l1}.I�( … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 鈴 木 道 夫 24 ・ 25 65 

千葉県安 房11 Pえ が 611 山 di IJ� ' I J " t l交 に お け る ] 甲 子! の )/lけた に ):.]-9- る 私見 … … … … … … … … … 佐 藤 三 郎 26 5 

1 1' 学院 に 於 け る 日 l í Y�村 の Jl�以 い に !Y) し て … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 思 藤 知 典 28 22 

F，iJI崎 市 の 山形 と 服用 ( 1 ! 1 や 1 {ド 研究 民主 払�� ) … … 一 … … … … … … … … … … … … … … … 板 倉 四 郎 31 10 
多度の気朱 (三 市J'I� :r� f1 l1 1\ 多 皮 I !" ア: 1 立) … … … ・ ・ ・ … f !，� :J 1: 正 tM ・ 林 陀 dì ・ 橋 本 章 子 31 20 
校 庭 の 住 の 凶作 と ジ Jレ コ シ 分1411 (愛知ド、t1�)-: " ;:: !、J JiI� I i，'jJ附 I ! 1 �'/: 1立)

- … … … 打 J lli m 光 ・ 1件 以 51 : 方 ・ 星 野 誠 31 27 

中 学校 に お け る j 也" /: Il�:: �I刊 の ー づ の こ こ 九 人 (郷土 }'I_ 0てそ の 川 辺 の j fu'l'1:見学 と 前五) … … 石 川 秀 雄 33 31 

テ ス ト の 結果か ら み た j 也，，;守 交 付 の 31H 河川'1' )在 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …井 上 茂 38 20 
理科 テ ス ト 論一考 … … - … 一 … … … … … … ・ ・ … … … … … … … … - … ・ ・ … … H ・ H ・ . . . … … … ・ ・ … ・ 大 場 穂 積 39 17 

中 学 1 年研究授業 ・ 火 hl(.:?'i (広向'dí江i皮 q l 午 校) … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … …橋 本 雅 己 40 7 
I !， 学 位 協議会記録 (第 14 同 大 会 ) … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … ( 中 学 校 部 会 ) 40 14 

小 学 部会 研究 協議会資料 ( 11 ) … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … ( It )  40 19 
天 文教育 と そ の 推進 に つ い て … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 西 岡 千 頭 41 13 
高沌天 文 台 (愛媛 県北条rli 高 畑 中 学校) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 中 山 泰 子 41 1 6  
!?:._ .. 私 の 日 記か ら ( 受妓県北条市;Íli*:!li J ! 1 学 校) … … … … … … … … … … … … … … … … … … 玉 井 利 明 41 1 7  
小 学校地質教材 指 導 上 の 必 要事項 に つ い て … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … 津 田 景 三 41 25 

小 中 学 校 に お け る 地自社村 の 野 外 相 導 例 (そ の 1 ) ー ガ イ ド ブ ッ ク の 作製 … … . . . ・ H ・ . . …六 甲 グ ル ー プ 43 1 
� ! l q.:校Jfu学教付指導 の Ii }.'5.、課題 … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … .. . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . …三 浦 亮 43 8 
テ ス ト の 結果か ら み た r l l 学生の 地学生II �:� . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …井 上 茂 43 12 

r d;n �'f川 の開 に つ い て 」 の研究 を ど の よ う に進 め た か … … … … … … … … … … … … … … … 福 原 悦 山 43 16 
r ! l 学 校 天 体 教材指導上の必要事項 に つ い て … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 津 田 景 ー
I ! l q: 校l，l[lHJ也学 に お け る お石鉱物教材 の 取版 い に つい ℃ … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … 宗 政 行 英
中 学校J:'H 刊 の 鉱 物岩石教 1'1 の Jl�W. v ヅi に つい て … … … … … … … … … … … … … … … … … … 刊1 [l日 貞 吉
山学 れ付 ニ コ ー ズ ( r ! 1 学 校) … ・

I !'学生の気朱現象への疑問 と 気 京 教 材 に つ い て ・ H ・ H ・ H ・ H ・ . . … … ' " ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・H ・ . . … tlll rJl 貞 吉
J fu''T.: に お けe る 文市の 前月干力 に つ い て … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … …稲 垣 幸 弘
地l1)� に I! l l し た町外学'rl l R 特 例 ( }\Iú l�iUl l l  d J ( ， j  ; Ií ) … … … … … … … … … … … … … … … … 11 1 肝介 司11 郎

44 8 

44 11 
46 9 
47 13 
48 16 
48 1 9 
49 8 
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教科 古 か ら 見 た 中 学 校 のJili"t r{ 什 … … … … … … … … … … … … … … . . ， ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … …
…井 上 j克 50 2 

高 等 学 校 部会

I\ :J等学|交 の J ili" ;O:lfi ì早 川 田i と 日; (tlli … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … jnj 川 七五三雌 15 8 

I: :J 校rÆ.ff J色ツ? の 1 1 \ 1日 そ の {去 の れ i也 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 17 2 

JJi i、立の1色'予n n n 付 尖 刊 の 取J !Æ I， 、 に つ い て … … … … … … … … … … … … … … … … … … …木 lJ )] IVj 17 20 
支部行ìm 述 r- ll{l 干11 30 年医大学入午 行 i立 政 )j 訟 の う [ 〆/= )J I，í: í \C) 'j�山教科 に つい て 」

に 対 す る [ 1 1 入れ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 18 2 

天気 閃 に よ る 不述 杭 純 の tl1 5J;( . . . … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … 大 町 忠 広 18 17 
高 校四科 の 35 日 改 訂 に つ い て … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … …米 山 芳 成 19 8 

地学授 業 r l1 気 {、j い た こつの nn阻の，処刊 に つ い て … . . . ・ H ・ H ・H ・ . . … … … … … … … … … … … …長 川 武 正 20 14 

高等学校山中 教 rrm興 に lYJ し て ( コ ー ス ;I，IJ ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 20 21 

高等学校 「学問� D 5/1 W ;;tl-l�n n制J- II{l 和 31 "j'-広ä � l を 上 ん で … … … … … … … … … … 古 日! 三 位[) 24 ・ 25 44 

高 校学校四円 に お け る 地学 の 現状 に )，j す る 私見 … … … … … … … … … … … … … … … … … ;白 井 誠 一 24 ・ 25 47 

地学教育 の 収ホlln)ill (会只 の í.l11芯J.!J ・
:l ili";そ の使 命 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … J}/I\ i [  Ti 二

高等学校 に お け る 地学 教育 2 ・ 3 の反行 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 日 沢 恒 雄

1 1 ヶ "f.l llJ 太 同 ，'T; ，':i，lfJlìH1J m告 (見O;( tl;立立川 j!Ìj l主 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … 内 川 誠
木i交 の 叩iJ!lJ に よ る 今年の fí�日 i と 六]1，t ( }t日刊1;立立 J I I I::j l 立 ) … … … …

…
笠 原 三紀夫 ・ 石 川 雅 子

高司:学校 l:lili学J tS 集
高 校 1:1山学J 廃 止 の う ご さ と そ の 対 抗 (現状 m '�ヰ) ・

班、 は こ う 考え る 一全国 高等学校j也学ff t 当 教1] の 芯見 ・

新 し い 高 校 l也っそ1\1 )阜 要侃 (試案) …
高等学校i也�;:: I l \ l ill1そ の 後 の 副J き … … … … …

高等学 校部会運営方針 ・ . . .

地学教育 の木質 究 Iリ] の 問題… … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1 1" 元 石太郎
新地学指導�偵 の 内容 は ど の よ う な方針で 選 ばれ た か … … … … … … … 平 iHí 志 '山 ・ 牧 町 刷
新地平 の 実際指却 に あ た っ て 一定、 は こ の よ う に 拍 ì!�( し た い … … … … … 同 上 似 ー ・ 小 林 学
新H'îi/f 要領 に 刈 ず る 批判 と 今後の地学教育英施上の 11 1 1)01 に つ い て … … … … … … … … … … 小 カ 一 位1;
|司 上 … … … … … … … … … … … … … … … … … ・ H ・ H ・ . . … … … … … … ー ・ … … … … … … … … … … 訂 沢 恒 雄

日
上 … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ば 辺 勝

F:L L . . . … … … … ー … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 一 … … … … … … . . . �r.t L1 1 英 郎

!日j 仁 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … :n 日 誠 一

i弓 上 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 向日 ホ 1:: 
日 上 … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1i: 時一 f�-: 一
日 上 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 什 松 秀一郎

I� :J 等学 校lIHH �J{ n の 一 環 と し て の j也午: 抗了f に つ い て

3 2  17 

32 28 
32 29 

34 11 

34 15 

36 7 

36 42 

36 53 
36 6 1 

42 1 

42 3 
42 5 

42 10 
42 18 

42 18 

42 19 

42 20 
42 21 

42 22 

42 22 

42 23 

… …本 村 i主 lり1 ・ 小 林 宇 一 ・ 小 針 位二郎 42 25 

同等学 位協議会 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 40 21 
科学位打m 興 に お い て の高等学校 n也学」 の 分 W_ … … … … … … … … … … … … … … … … … 31ι 1 1 1  ëfJ千 正 4 1 28 

高等苧位地学尖胞 に 閃 す る お願い (再幻) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 41 37 

木校 に お け る 2 単 位地学の紅駁 と Jili学振 興 の司、 @ . . . … … … … … … … … … … … … … … … … ー ノ ìtn _ïE 己 43 18 
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50 2 1  
5 0  22 
50 22 
50 23 
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50 24 
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j U�.:;マJ._: Tr と く に大学 に お りる j也.'?�'( (f ;I)IJ 皮 の fl\l阻の 汁 治 会 … … … … … … … … … … … … … 小 林 国 夫 28 25 
大半 数五課 ねの地学教育H ・ H ・ . . . … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … む 生 周 一 32 26 
大学一院教育 と し て の地学教ff・ . . … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・H ・ H ・ . . … … 豊 田 英 義 43 27 
教育 系大学の地学教育-n�Jmは ど こ に あ る か… … … … … … … … ' " ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . 48 28 

大学の地学の 内容 に つ い て … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . ， … … … . . . ・ H ・ . . … 永 井 浩 三 48 29 
宏、 の 意見… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 富 永 E

皆 さ んの itpQi:見 を 向 い た い … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …古 田 三
木会 と し て 取 り あ ぐべ き 芯J'tií . . . … 一 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 鈴 木 E
カ リ キ ユ ラ ム に つい て 一言 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 泊 # 主
力 リ キ ユ ラ ム につ い て ・ ・ ・ … . . . … 一 ・ … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 浅 井
学部で問題にな っ て い る こ と … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …木 崎 喜 雄 48 30 

日日 の こ と で … … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …三 本 杉 己代治 48 30 
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実 験 ・ 実 習

地学 ス ラ イ ド の っ く り )j … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 鈴 木

プ ラ ネ タ リ ウ ム 作 製 と そ の利用 法 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 高 岡
小型有孔山 の 研究方山… … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … 小 村

紡鉱工Ltの 研究方法 … … ・ ・ … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … . . . . . ・ H ・ - … … … . . . . . ・ H ・ . .深 川
岩石 プ レ パ ラ ー ト の っ く り ブj … … … … … … … … … … … … … … … … …我 安 保 一 . ;� 部

1 1  

康 司 21 13 

普 成 22 6 

{i'J 22 12 

六 郎 22 19 

71i 隆 24 ・ 25 37 

岩 石 の IJ:J I山鑑定法 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 稲 森 山 24 ・ 25 28 

îlìj1)í_ に 1 I 日ミ る 鉱 物 の し ら ベ方 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 川 村 三 郎 24 ・ 25 6 

20 cm U 射 亦 道 儀 相Wllj主 を 1): る ま で … … … … … … … … … … … … … … ìJè 川 民 次 郎 ・ lílJ 川 記 他 26 14 
貝刻化石の 整理 と 研究 ( 1 ， 1 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 千 山 jJ芳 夫 26 18，  29 12 

偏光板 の 作 り 方 と !日光如何 鏡 に よ る nNIYt な 災 駅 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 日 森
高 校j fu�戸;定政 シ リ ー ズ を は じ め る に さi っ て ・ ・ ・ … … … 一 - ・ … … … … … … … … … … … … … … (+i�

1 恒旦 の 等級iHIJ定、公 民 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … '山 本 点
E 先 !:cIl:Tll の ?見運動 を 説明 す る 尖股 … … … … … … … … … . . . ・H ・ . . … … … … … … … … … … … r l l 山 lJ.ì: 
1I f;N 易 11 日H IT 1' … … … … … … … … … … … … … … … .. . ... . . . ・H ・ . . . . ・H・ -…- ・ … … … … … … … 千 lね ;ぶ

J\' j fuH� の m 型 に つ い て … … … … … … … … … … … .. . .・H・.. . . . . ・ H・...... .・H ・ - … … … … … … 決 ì i lì ì隼
v l fu形 閃 の 作業 … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・H ・ . . . . . ・H ・ -…H・H ・ - … … … . . . ;];j J."J; 謙
、1 i l iJ il: J I の新 し い考京 … … … … … … … … … … … ・ H ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . . ・H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . …官 本 貞

\11 ク リ ノ メ ー ク ー を ア リ グ ー ド に 使 う ア タ ッ チ メ ン ト の 作 り プi と 使し ヅr; . .. . . ・ H ・ - ・ ・ ・ ・ ・ 311. ì級 志
市 太 t� �� の 年}.'i] 運 動 を 投影 す る プ ラ オ、 タ リ ウ ム ・ ・ ・ … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … 平 瀬 志

地学 教 ff に手um す る ス ラ イ ド … . . . ・ H ・ - … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ . . … … 堂 村 泰

流水 ií:川 尖験装置 の製 作 と 使用 . . ， ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - ・ … . . . ・ H ・ . . …井 上

ìi';J 29 3 

森) 33 40 

jと 33 41 

二二 33 45 
百 33 49 

34 22 

一ー 34 24 

夫 34 26 

富 35 26 

富 35 29 
造 4 1 17 

j支 44 6 

地学教了J に お け る 実験問察の 基礎的研究 (第 1 �a) 鉱杓 の 間易分析1.t ( 1 ) ・H ・ H ・ H ・ H ・ . . 高 i和 一 男 .15 12 
ク ロ ス パ ー に よ る 黒 !�!.�見ìJl.lJ 日 ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … f@ ;む 和 子 47 4 

見 学 案 内

l:t � ;; � v.ソ J 山形 と 地質 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 福 田 理 15 23 
以 来 有' 1 1 1 1;付 近 の j也氏見学宗 門 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 酒 井 栄 吾 16 16 

む二子J11 5虚 付近 の 古生府見学 己 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 小�'f1j' 芯 雌 ・ 官 原 道 23 10 
長;�r l:jl .; 庄 の J � n と S.!.�'/= の 支 出 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 新 井 重 三 24 ・ 25 77 

岩 石 園

岩石山| と j白半数百 … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … 酒 井 栄 吾 46 14 

{TIí[� の 紹 介 (京}j市，; ' 1 1 央 区有応小学位) ・ H ・ H ・ . . … … ・ ・ ・ … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … 46 15 

![_� -ri�ì の 紹 介 (千葉県 流山小午: 校) ・….. . ・H ・ . . . ・ H ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 47 9 
-..- l '  � \ . ;-コ 0: ( 系 統 と 地域 を f.1'iぶ) ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … …春 田 帝 48 32 



1 2  

書 評 ・ 紹 介

鉱 山 の l% !t と 見 分 け 方 : 桜 丹 氏一 ( 久 1m … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …21 36 

山 は生 き て い る : ì度 ì';j\J� r} (久 11 1 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …21 36 
干[の忠、い で : フ ェ ル ス マ ン (佐藤) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …23 14 
生 物 の 初 先 : !tj(，j I呼 (凹i京) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . ， … … … … … 23 14 

Ji.'.f.ゴLの あU\J : .v;ti .l;Jj::� CÎ� l l l ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … 23 15 
地球の 進 化史 : jlliJ(jj�犬 ( ，nj l ，� ) … … … … … … ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … … 24 ・ 25 90 
AlnJ の 起i原 : グ レ ー エ フ ( o �U … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . ， … 24 ・ 25 90 
忘れ ら れ た ヴ: 校 : J1 �栄!日制 ( o �L:J … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 24 ・ 25 91 
1 ' 1 然 と 人 1 1 \ 1の誕生 : :) 1 尻 正二 ( O �U … … … … … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … H ・ H ・ … ・…. . . ・ H ・ - … … … … 24 ・ 25 9 1 
'白 土 を め ぐ る i由民 : /J\�本?司 法 ( O �U … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … 26 4 
ア メ リ カ の地学毅古学会;占 の紹介 (大森) . . . ・ H ・ . . … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . …27 20 
1ヒ!�一大氷i原 の ナ ゾ は ど う 肝かれたが ( o g:_) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 27 33 
fi，，)光町 似鈍 : 組子 日 l完勝 ( 0 生) … … … … … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … ・ H ・ H ・ . . … … … … … ・ ・ ・ 27 33 
国土 と 教育 N o .  1 ( 0 生) … ・ ー … … … ・ ・ … … … H ・ H ・ . . . … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 幻 33 
Tî の 忠、い で : フ ェ Jレ ス マ ン ( 0 生) ・ ・ ・ ・ ・ ・ … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 28 30 
お も し ろ い 地球の 化学 (上) : フ ェ ル ス マ ン ( O �t_) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 28 30 
川へ内へ ( 0 生) ・ ー … … … ー ・ … … … … … … … ・ ・ ・ … … . . . . . . . 一 … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 28 31 
ゴ ビ 砂 市保 険日一 恐 加 の 'l'l" を 求め て : ア ・ カ ・ ロ ジ ェ ス ト ウ エ ン ス キ ー ( 0 生) … … … … … … … … … … … 28 31 
郷土 の地学ーあぷ く ま 1 I 1 Jl!nH 特 の お し 、 立 ち : WIJ沢一 . f�l; ( 0 生) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 29 22 
教!':ili の尖践記録 : �lJ.:代 勤 ( 0 生) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 30 29 
1 庁 山 次 郎 の 作1111 を 通 じ て (lfljl日]) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …32 38 
化 1' í HW� の乎ヲ 1 (1*1-オ二) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 32 40 

J llir.R は 生 き て い る - J I j! 干l の 中 位 : ) 1 尻 正二 ， 亀井出火 ( F �U … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 32 51 
人 Hω 生れ る ま で : ) 1 況正二， 青 木 以 ( F �U … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …32 57 
1 1 ポの 火 I lJ : 森本 良 子 (稲森) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 33 30 
?íiì の科学 : 鈴木以 j;1 (西塚) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …34 10 
1 山形 。 活 : 山波τ民文郎 (西尾) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … 34 29 
1 1 ー ド タ IJ 日 : 渓正 夫 . jj:尻 正二 ( 1先日D … … 一 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … .. . ・ H ・ . . … … … … 34 29 
1 白 球 の |再i立 : )J 武市 ifì (i也_U … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … …34 30 
ピ ー クツレ 号 山 界 周航 g氾ー グ ー ウ イ ン は jllf を み た か : グ ー ウ イ ン (大森) … … … … … … … … … … … … … … …34 31 
ぼ く ら の 球回 天 文 : J]日 出忠彦 q'III R l ) … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . ， ・H ・ . . … … … … … 35 34 
屯法天文学 : �田 中 武 夫 U\�ド) … … … … … … … … … … … . . ， ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … H・ H ・ H ・H ・ . . . . ・H・ - … … … … … … 35 35 
�j: [ ii へ の ;2 計 : ヘ ル マ ン ・ オ ー ベ ル ト ( hn 付) … … … … … … … … … … … … … H・ H ・ . . . . . . ・H・ . . . ・H ・ - … … … … … 35 36 
1 白 球 の 進 化 : 岩生日] ー ・ ; � � H 敏Nf; (同1-(;) … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . ， ・ H ・ . ， … … … … … … …35 37 
L �IH\'� の jむや 1 (:t}:ll i 工) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …35 38 
山 口 . f':J"!) : 児氾 去三郎， I日日f三郎 (日蕊) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 35 39 
1 1  -1， c-)気 (i_t� : 和j主 i百 六 E 日差 ( r l� l11 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 37 19 
小"、1子γ下{戸占斗'.
I小lドlい，小、1γ戸'. ト之υ�JIν川lリ引j! f刊 、十t �尖;号股免 と 『問!見!祭 : 文文 i郎"i羽川;市日t宵守編 (仔F稲市森) . ….日. .…. . .….日. .…. ， .….日 . .….. .….. . ….い. . ….日. ， ….口. .….日 . .….日 . .….日 . .….日. .….. .….日. .….い. .…. . .一….日. .一….日. .….日 . … … … … … … …37 42 
1何 ?γ- 校J'nff 実験 と 矧��� : 文 部省編 (:f市森) … ・ ・ … ・ … … ・ ・ ・ … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ -…. . . . ・ H ・ . . . . . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・37 43 
岩 T ì と l0、 ド J の |司法 : 須藤 俊 男 i也 (稲諒) … … … … … . . . ・ H ・ - ・ … . . . ・ H ・ . . … ・ H ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . . . ・ H ・ . . . … . . . ・ H ・ . . …39 3 
1 色 L_:， 1 ・ 石 こ ろ ・ 1 1 1 ・ 小 休 学 (稲 育、) … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … H・ H ・ . . . … … … … … …39 2 1  



1 3  

) J 万: n -ご み る J J lllÎ T I 人1 : i�-Iよ れ L ; (fiIilY) … . . . … … … … … … … … ー - … … … … … … … … … … … … … … … … 46 4 
宇宙 の 保究， 現代の 1'1 f!;問 1 : ，(\ )山政百Jtj�，j (��;J! f ) … … … … … ・・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … 46 13 

1960 年 5 月 24 日 チ リ 山�ì11:ìJ!r: に 閃 す る 前 文 及 び i'!ì..�i : デ リ ì�tìl!t:{ì liíJ 訓 五日E (f市 花) … … … … … … … … … 47 3 
l'rr科 実験|司 肝大事典J l!!:';三 宍険制 : 日草 木i(ì :;I(!;;:l� 供 < fi川{:) ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …47 8 

| 司 説地球 の 歴史 : 決 ïl守Jí: ， ;) 十日正二 (1'可児) … … … … … … … … … … … … … … … ー … … … … … … … … … … 48 5 
わ が 国 土 ('f- LlJ ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …48 15 

横光利 一 帯 「 怖 か な る 引い IL! を ; !i ん で (fl) 1ー) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 49 14 

地平田民 : 大 祝 日 F，:i ・ 1.'ìH、 -.: I'!日 ・ 土 日 蛇 f:!I … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 50 12 

地学関係図書 リ ス ト

(そ の 1 ......， そ の 13) 20 1 8 ，  21 34 ，  22 3 1 ， 22 32 ，  21 ・ 25 92，  27 34 ，  27 36 ，  29 23，  29 24 ，  30 3 1 ， 31 34，  

:35 31，  39 20 ， 

ス ラ イ ド 紹介

地学 関 係 ý，J灯川 ス ラ イ ド r:l H: … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …28 32 

抄 録

jt!!.学 よ ど こ に行 く : i度j21 -; j ;)� j'!I; … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 46 16 
“ 地学 よ ど こ に行 く " に つ い て : �E 子 朕 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 46 16 

'I!i地磁気学 と 古気候学 よ り : 秋木俊一 . '-1:円安 j'"; … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 46 17 

中 学 校のi也氏教材 へ の }t/.入 と し て の “ 土 " の 学 η :パI!l川l

子 ど も の 科学 I�的1刊サ思考考司 と 教什 の !川出ιj泣主 よ り : 霜 i川I口 ])\ 光じ 一 . ….リ. .一….い. .一….一. .一….日. .….. .….υ. .….リ . .….口 . .….. .….日. .一….日. .….日 . .….日 . .….υ . .….一. . ….口 . .一….一. .一….一. .….一 . .….日 . .….日 . .….日. .….日 . .….口 . .….い. 46 17 
地学J脂旨 i導草 に お け る 科 学的思思、-芳号j九J を 宵 て る 引う究E :ベl丹向!l川11市打同ll)犬... ….日 . .….日 . .….口 . .….日. .….. .….日 . . ….日. .….日 . .….一 . .….一 . .…'" ….一. .….日 . .….日. .リ….日. .….日 . . ….一 . .一….一. .….口 . .….日 . .….日. .….日. 46 17 
天 文教了育rn問11珂l] 答 :いJ日田1 司中1 喜 八 i郎�I叩U仔ト).. ・ H ・ ・ ・ ・ ・ H ・ H ・ . . … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … 46 17 
地域 に即 し た理科指 導 の 実 践 : 松 山 巧 … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … 46 17 
新 し い 地史 の研究 : 近時制 造 … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … 46 17 
風の 研究 : 木更津市立un 小学 校 5 年 . . . ・ H ・ . . … … … ・ ・ ・ … … … … … ・ … ・ … … H ・ . . . … … … … … ・ ・ ・ H ・ H ・ … ・ . . . . ・ H ・ 46 18 
気象観測の進歩 : 高橋治一郎 … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . ， … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … … 46 18 
銀河系 と 星n日 物 質 : 小児信弥… . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … . . ， ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … .. . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … 46 18 
国際地球内 部開発計画 : jJ 武'ì;nx ' " ・ H ・ . ， … … … … … … ・ ー … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . … … 46 18 
地震 の 研究 と 流行 : 松沢武雄. . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . … . . . . ・ H ・ . . … … … … ・ … ・ ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . 46 18 
東京湾の海底谷 よ り : q l �長;ιrl!ì . . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . .…. . . ・H ・ . . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ - … ・ 46 18 
音波l主主 に よ る 東京湾のj也1'i j@i]IE ( 金 子 ifi'( -- ・ 1 1 1 条 i '� III，lì ) … … … … … … … … … .. . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - … … … …46 18 

1也日 系 統 と 地質年代 : 松木淫1�1; . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 46 19 

地学教訂版 興 上 の 問題 点 : 1問 問 呂 氏 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 48 35 

ア メ リ カ に お け る 理科教貝 の 現職教育 : �i'T ! II 也、 印 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 48 35 

大学 に お けー る 一般教育 につい て : 国 立大学 Ith 合 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 48 35 

小学校 の 地 学 教材 : 別也干n í:7i . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … .18 35 
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Earth Science : A Hand Book o f  .Activ itics t o  A ccompany the Course of Study i n  Earth 
Science，  New York … … … … … … … . . . ・H ・ . . . . . . ・H ・ - … … - 一 … … … … … … … … … … … … … … … … … … . ….日 . . ….日 .48 35 

j也王球tのJf限� : -，山 九V γe一-在 1 1 山11 禿禿. .….口. .  ….い. . ….日. .….日. .  ….リ….υ….日….“….日….“….“….日….“. .…. .….“…. .….“…. “….“….“…. .….“. .…. .“….“…. . .“. . .….“….日….口….い….日. .….口. .….日. .….日. . ….日. .….日. .  …. . .日….口. . ….日. … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・H ・ -… ・ … …48 36 

火 1 t 1 ITl ・ ご IHl!) . れ る l i;WJ� 火 1 1 1学 会議 z 総本rt �r... ...... ・ H ・ . . … ・ ・ … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . … ・ ・ … . . . ・ H ・ -…. . . . ・ H・ - ・ ・48 36 

刀 Wî にI�J ナ 右 足;庄 の ldf'花 : IY.l n j内i1ì' " ・ H ・ . . … . . ， ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … ・ H ・H ・ . . … … … …48 36 

r，nìî と 地球 I - f，JH iのhl(.[�I ' " … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … 48 3
6 

�j': Li i 純 乞 iて市 の!毘史 ア イ ソ ス ト ー ブ に .1: ら �I:ili �.Ii!k {r."}�� ! L の ;!lILi� : ホ旭邦彦
・

小IH l;):: ・ H ・ H ・ . . … … … …48 3
6 

j也J:R に も う 一 つ J1 が あ 乃 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … 48 37 

絶対 .{jõ ! UH1líë ， と く : 二 J ヲが Iï'j の )}，; (ì : �I' f -i)( f�� . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 48 37 

ラ テ ラ イ ト に つ し 、 て 大町北 ' )'!Ií ・ !日1 �I fiïU.ffi . ，(7) �It.i 占ß … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 48 37 

j江の Ll1 : 廿))� 1;d! … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …48 37 

抗J:I訂正 に IYJ す る 研究 ， ( 1 ) !)'i H.J SJ!、 の I l r� !l :主 化 : 日 !片 山 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …48 37 

土 じ 上 う ー そ の 町外研究 の岳山 : 松 ) 1: {'，rr . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …48 37 

化石肢 と 国 宝級 オ オ ガ タ フ タ パ マ ツ 問ホ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 48 38 

千葉 県地学問
集

(第 3
集) 打石編 … … … . . . … ・ ・ ・ … . . . ・ H ・ . . … … … … … … . . . . ・ H ・ ' " ・ . . . … … ・ … . . . . ・ H ・ … . . . ・ H ・ - … ・ 48 38 

íË rtí] (nnJîX:学問j也氏 古11m 'k1i) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 48 38 

焼 白 の 係発 : 一 色町 日 … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . … … … … … … … … … …49 12 

1吉川 北 部地方 の新第三系 の i也氏 学 I'I'Jli月究 : l江 沢 l丘 Uf: ' " … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …49 13 
文 化 と j 也学

:
和述消火… … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … 49 13 

わ じ 空 の 気 象 : 笠原国�(î エ I 1[J . . . … … … … … … … … … … … . . . ・H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … . . . ・ H ・ . . … … …49 13 

火 1 .1 1 1 ，;1 ;よ'" 土Jl!!.-ド でj主 附 し て L 、 る か : ク，.j'f 久… … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・H ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … 49 13 

ìl� í* 8，-(j 1laJ也氏 温度計 に 上 る 烈ノ1(鉱山生成温度の研究 : 武(:1 H久禰… … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … …49 13 

最古の人骨 発見 に つ い て : リ ー キ ー … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … …49 13 

1翌n 土 (Al1ophane) の 形成 と そ の利H1 につL 、 て : 1 I 1  中 市 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 49 13 

j 也学 の ね ら い : 閃干IJ - - f;I� ' " … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 50 29 

長附mJ l!!.ヤ:出 1 号巻 :百 三 : g:牒 i津 夫 … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … … … … 50 29 

大和l山中治 6 号の 発1"11 に よ せて : 血附!克之助 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ - ・ … … … … 50 29 

析 し い j 也学 教育 の IllJ Jm点 : 椋木 ・ 牧 野 ・ 斎際 ・ 1m 1 1 1  . ，t;"j 1 11 .  . . … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ . . … … 50 29 

小 ・ 1 1 1 ・ 高 校 を *，1]v�: J也学研究会 : 米 I UI百 二 (!I I . . . … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . ， … … ' " ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . …50 29 

宍 文 教 付 の 特 徴 と Hj?阜 の 仕方 : 竹 内 出; 犬 … … … … … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … …50 29 

長野県 飯 n Hl!!.方 に お け る
3

6
・

6 tiíi 雨 前 料 京 市 に よ ら 災'斉 : 竹下 美子 ・ rl ' 村英� … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . 50 30 
日 木 に お け る 火 山 活 動 と そ の 対 策 : �lfirJj 杉 … … … … … … … … … … … … … … ' " ・ H ・ . . . . . ・H ・ . . … . . . ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . 50 30 
双f じ ! ! IE�:ê府 の FLORA : 小附山元 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 50 30 
デス モ ス チ ルス 化了î i�r: I L '110/: に つ い て : 間 企 '/J: ・ . ， … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . …50 30 

京都市お 上 びそ の 府 伐 に発注す る -" ， ;'; 1; 古 生 J�れつ 1 m j;j ) ili 11 " ;:: (i'J (111冗 … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … …50 30 
ド ロ マ イ ト 資 源 羽交 に お け る 現地 分 析 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・H ・ . . … … … … … … … 50 30 

台iむの jf.J1E1去 : 大 問問子… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ .. … … … … … 50 30 
ワ イ コ フ の ロ オヰ己fi : 当 合 万万 犬 … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . ・ H・ . . . ・H ・.. . . . . ・ H ・ - …50 31 
北半球天気 図 お ぼえ 'g : 力 向 j手 … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … . . . ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … …50 31 

右足f1)ifllJ 日 : 加藤恒1])] . . . … … … … … … … ・ ・ ・ … … ・ ・ ・ … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . .…H ・H ・ . . … …50 31 
桜 井 1f木宝 : 桜 井欽一 - … . . ・ ・ … H ・H ・ . . . . . ・H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . … ・ … ・ ・ … ' " ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … ・ 50 32 

ド ロ マ イ ト : 河 田茂庖.. . . . ・ H ・ - ・ …H ・H ・ ' " ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 50 32 

鉱物学 教7f に閃する YIl告 : 大森iËf- ' " ・ H ・ . . . . ・ H ・ -… H ・ H ・ . . … … … … … … H ・ H ・ . . . ・H ・ . . . ・ H ・ - … H ・ H・ . . . . . ・ H ・ … . . … . 50 32 

7主涜土 : Ll J I11正春… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 50 32 



1 5  

ニ ュ ー ズ

「 ノ レ ル コ ! に つ い て 付託 井) … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . . . .. ・ H ・ . . … … … … -…・H・H ・ - … H ・ H ・ . . . 16 14 

大j[ 3 l，n丘町I1rt 火 の エ ネ Jレ ギ ー (ll 1 J (1 1 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . … …23 8 

地殻|JUE にnうす る jAi庄の 2 ;.見 (池上) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 23 15 

新111!強地区 計の 製 作 (池上) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …23 16 

一秒 のí l _Ud: 改 め ら れ た 0;，イヴ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . ， … … … . . . ・ H ・ . . … … … … 23 17 

月 の 大 気 付けつ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . . ・H ・ . . . ・ H ・H ・H ・ . .…・ … …23 18 

;信ヨ-:Jï1.の r'! q.!;!.'i] JI)] (}� - l � )  … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . ， ・ H ・H ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ . . . ・H ・ .23 18 

�9:: 王!il の ! ' I f;; 川 Jtll げに1 � ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . ， . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … 23 19 

鉱刊の 干11 れ に つし 、 て (f山元 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・H ・ . . … … … 31 33 
テ ン セ イ 一行 o前 向 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …34 口 絵 2

小1公I l j S{ I '.'ì �リ飢 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ... . . . . . ・H・ ...36 59 
íiJl Uil!J 式双川1 の目、し 、 11'. O :;j�-:) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ・ H ・ H ・ . . . . . ・H ・ . . . ・H・ .45 11 
1961 1，1'-町山 の ス ク ラ ッ プ か ら … … … … … … … … … … … … … … … .一….一. .….υ. .….日. .….一. .….υ" ….日. .口….日. .….日. .….一. .….日. .….日. .….日. .….日. .“….“….日….. …..…..…..…..….“…...….日…...46 8 
生d命l江T の起i市町原、 は 2幻7 f;位E年自前i江j'…...日…….日….日…..…….日山.吋…4
史上f恥l止Lνゴ大4 の 夕ダ烏 イ モ ン ドb鋭鉱jえ;同床ミ の 発兄 .….日. … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . ・H ・ . . . ・H ・ . . . ・ H ・ . 50 33 
日 木地ナベ り 午 会

の
れIJ立・ H ・ H ・H ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … ・ … ・ ・ … … . . ， ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . …50 33 

雑 報

日 木山口会q:J l!!.半数百m 興委1 1 会 の近況 … … … … ' " ・ H ・ . . … … . . ， ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … . . . ・ H ・ - ・ … 15 28 
全国地学教育研究大会問(111 (f}\lI I )  . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ - 一 … … ・ … ・ ・ ・ … . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ ' " ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ . . … 17 37 
理科教育振興法 に閃す る 協議会 … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … . . ， ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . ， … … 22 29 
ア メ リ カ i也氏学会 に於 け る j むつとfZTf の 討 論 会 (:)< ro … … … … … … … … … … … ・ H ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . 24 ・ 25 2 

白 然科午 i引句níil反興 に 閃 す る りと長 … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . ， ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … . ， . ・ H ・ . . … … 27 28 
日 木 l iH ��J 6n 協 会 か ら の メ ッ セ ー ジ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 27 29 
日 本学1=.fドtrt の立ílI (米L l J ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … … … 27 37 

1956 年度米国地質学会 の地学教訂 の 汀 治 会 (大森ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . …28 27 
日 木学生

科
学賞 の審査 に当 っ て (米山) . . . ・ H ・ . . . . . ・H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . ， … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ - ・ …30 30 

白
木

学生科学尽 を みて (飯島) … ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . … … H ・ H ・ - …・ ・ ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ - … … … . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . … … ・……… .30 30 
ア メ リ カ の 地学教育 研究会 につい て の紹 介 O i1 WU . . . ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ . ， … … … … … … . . ， ・ H ・ . . … … … . ， . ・ H ・ . . … … 35 4 
第 2 日 日 本学生科学 賞 中 央帯主 に参)111 し て (1)山工) … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … . . ， ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . …35 21 

1也学設{;iIi . Hlì r\71取扱 会社-E … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ・H ・ H ・ . . … … … … …48 25 

高 校山学設{IiIì ・ Nlì r?u 日 奴 . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . … ・ ・ ・ … … … … ・ H ・H ・ . . . . . ・H・ . . … . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . ， . ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ - … .50 28 
質 問 tí'i ' " … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . … … … … … … … … … … … ... . ・H ・ " … H ・ H ・ . ， … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … 17 19 

各地の 地学 会 の 日líi) . . ， … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … 19 7， 19 27 ，  27 31 ，  32 35 ， 32 42 
全国 各Jf.f�日山中 投古川究 会 一 位 … … … … … … … … … ' " ・ H ・ . . … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … . . ， ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . …21 41 

会只便 り … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 一 … … ー 15 26 ，  16 28， 19 26 ，  21 37， 28 36 ，  47 15 

望 み ( Ll Jパワ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … - … … … … … … … …32 34 
回 引 と でj �'I C ÎiI\ lil ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …32 37 
阻�J1. ( H 塚 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 37 39 
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大
大
お

全 国 大 会

!:í� 7 回全国 大 会 ( ÎIII式: J 1 1 )  �己可 If . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 15 

小望j主 践 に よ る 天 {本τ n の H'i);，�71; ( ';1 [1 )  : ý� Cìì r l l 学 校 … … … … ・ ・ ・ … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … 15 1:) 

太問 のτ 了間Wllj に つL 、 て ( 要 行 ) : "r形f.I:司 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . .15 14 
立川 J ! í 付 近 ー の J lli下1 111 j古 ( 安 行 ) : 祢 良平 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 15 14 

1 1 1 北付 近 の j 引 ;TZIÎ: ( 要 行 ) : 鈴木 股介 … … .. . . ・H ・ - … … … … … … … … … … … … ・ …. . … … … … … … … … … 15 15 

字 情 n 記 に 見 ら れ る 気Ì，\1trJlìH1j と りIrn!�1・の!立政 の IlIBW ( 要 旨 ) : 松本志行 … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … 15 16-
7;i; 山 県 東 北 1"ii;の ì i1I 川 円! と 圧問! と の 士、11 ヒ ( 要 行 ) : J;r免�V�昭 … … … … ・ ・ ・ … … … … … ・・ ・ … … … … … … … … … 15 16 
，r."jì I� 砂尻1 ' 1 1 の ノト 習tfï:rL!lt に つ い て ( 班 行 ) : J l- I日j ;;r; p.'} ・ 古 口l 治 一 . f>íiJ久ì:lt 秀 夫 … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . 15 17 
1952 年 の iÆaj1，JJlïn1j に つ し 、 て ( �� 行 ) : 小林弘 !ど、 ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … … … . . . … … … … … … … … … … … … 15 18 

八 王 子i l í f 、 j ì 'r の j 山 口 ( 要 行 ) : 鈴木 iE 犬 … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … .. ， ・ H ・ . . … … … … 15 18 

全国 山中位了f li}f究大会nrJ fll\ ( f大 1 1 1 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . .15 37 
!:H 8 [i_il 全 国 大 会 (茨わえ) 記 市 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 18 6-
!:1� 9 1りl 全国 大 会 OlU;O �L'jr . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …22 

ア ン ケ ー ト に つ い て の m�l;- … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 21 38 
全国 大 会 で !芯 じ た こ と : 大 椋 日 íRi . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …22 2 
全国 大 会 fll'i';. . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 22 23 

m lO 凶全国大会 (大阪) 記 事 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 27 24 

!:T� 1 1 回 全 国 大 会 ( 愛 知 1 ) 記 τjç … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …31 2; 
文 部大 臣 (松永京) 祝 昨 … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . 31 2 
大 会 決議 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . …31 3 
見午旅行記… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ・ … ・ ・ … … …31 6 
全国 大 学 を 終 え て : 泊 升 栄 行 … … … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .32 36 

!:f� 1 2 1日i全国 大会 OlD;O 記τIf … … … … … … … … … … … … ・ ・ ・ … … … … … … … … … … . . . . ・ H ・ - … . . . . . . … … … …34
文 部 文 !� (灘f(弘古 ) 祝 百i" " … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … …34 6 
見学旅行記・…・ ・ … … … H ・ H ・ . . . … … ・ … ・ ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ . . … H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . 34 6-
協議会 の 記f7ç . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …34 8 

第 13 同 全 国 大 会 (長野)
!:n 1 4 Fn 全 国 大 会 (広 .(，')) 特集号 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …40

会長 (謀本ìfìN) 枚 fF … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … …40 1 
文 部大 臣 (荒木万力 夫) 祝辞 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …40 2 
祝 日 (森 戸 辰 男 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …40 3 
?兄昨 (沌 口 忍郎) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …40 6 
大 会 初 日 午 前 中 の 印 朱 : r"J Ulíf(行 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … .. . ・ H ・ . .40 9 
大 会 の じ| ] 魚 : ì白井栄73 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … …40 10 
日 上 … … … : 望 月 間ii，j … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ・・ … … … … … … … … … … … … … … … …40 10 
I ;;J _ I -_ … … … : 永 升 ih三 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …40 18 
川 上 … … … : ì尺 禿 �l :_ . . . … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … .. . ・ H ・ . .40 18 
川 上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … : i\lj 林 一 1';1 ; ' " … ・ ・ ・ … … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 40 18 
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自 然認識の新 し い媒体 “ ア ー ツ 衛星写真" … ・ ・ … … … … ・ … . . . ・ H ・ - … … … … …思 藤 知 典 か 2 23� 28 
中 等教育 にお け る 地学領域の カ リ キ ュ ラ ム 研究 第 2 部 高 等地学 カ リ キ ュ ラ ム

シ ス テ ム 地学 カ リ キ ュ ラ ム ( そ の 1 ) … … … … … … … …特定研究 「科学教育」 シ ス テ ム 班 グ グ

シ ス テ ム 地学 カ リ キ ュ ラ ム (そ の 2 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 向 上 グ 3 
シ ス テ ム 地学 カ リ キ ュ ラ ム く そ の 3 ) C完〉 … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … 同 上 I! 4 

ペ ー パ ー ク リ ス タ ロ グ ラ フ ィ ー … . . . ・ H ・ . . … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … …植木俊明 ・ 稲森 潤 か 3 
構成に よ る 学習 方法 〈そ の 1 ) … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 白 石 辛 子 グ グ

地球の 運動 と 結びつけた 「投影図 に よ る 太陽の 日 周運動の 指導」 … … … … …平 瀬 志 富 グ グ

遠 い地震の最初の観測 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 池 上 良 平 か 4 
博物館教育 と 欧米お よ び南 ア メ リ カ の博物館… … … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … …前 田 四 郎 か が
教育課程の基準 の 改訂 と 地学教育… ・ . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ - … … … . . . ・ H ・ - ・ ・小 林 学 1! 5 � 6  
山梨県 の 地質 と 地質構造 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・浜 野 一 彦 グ グ
山梨県 の水晶宝飾 と 地学標本作成に おけ る パ レ ノレ研磨機 の 活用 につ い て … … 内 藤 好 文 か か
続 「投影図 に よ る 太陽 ・ 恒星 の 日 周運動の指導」 … … … ・ … … . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .平 瀬 志 富 か か
地学に おけ る 基礎学力 の 実態調査… . . . . . . . . . . . . . ・ H ・ . . … … - … H ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . . … … 白 石 辛 子 か か

新 し い宇宙観・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・宮 本 正太郎 30 1 
「学」 と い う 字・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・坪 井 忠 二 グ グ

教育課程改正 と 地学教育 ・ … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・渡 部 景 隆 グ グ

高等学校におけ る 地学の 成立 と 展望… ・ ・ … … ・ ・ ・ H ・ H ・ . . . … … … … … … … ・ … … … 小 林 学 グ グ
戦後 の 地学教育 と 研究 の 動 向， お よ び人間形成の

一環 と し て の 理科教育に関す る 一試行… … … 一木村達明 ・ 林 明 グ グ
化石の指導に つ い て の 提言 … … … … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - ・ … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … 田 村 実 グ グ
地震の 震度階 の 変遷・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 池 上 良 平 グ 2 
高 等学校地学の 変遷 と そ の 総合化- … ・ … … H ・ H ・ . . . ・ H ・ - … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ 小 林 学 グ グ
ジ ャ ワ 島 に ジ ャ ワ 原人を訪れ る … … … … … … … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … …高 岡 善 成 グ グ
初期地震学におけ る 地震の 規模 と エ ネ ル ギ ー 算定… … ・ … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - 池 上 良 平 グ 3 
高等学校の 地学教材 に つ い て の生徒の 理解度 に関す る 調査例. . . . ・ H ・ H ・ H ・ -大塚詔三 ・ 木村達明 ρ グ
岩石薄片製作な ら びに観察実習 に対す る 生徒の反応 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . 山 田 正 己 グ グ
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名
E S C P 解散後 の ア メ リ カ の 地学教育 (そ の 1 ) … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … …思

礁 の 教材化につ い てー中 学校に おけ る 郷土の擦の 教材化 と そ の 実践-…
… ・ ・佐藤 勝 ・ 城田貴之 ・ 寺岡 明文 ・ 平谷 久 ・ 藤井孝昭 ・ 三宅周平

E S C P 解散後の ア メ リ カ の 地学教育 ( そ の 2 ) … … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … …恩 藤 知 典
わか る 地学を め ざ し て 目 と 手で確かめ る 地学学習 一均時差の 理解-… ・ ・ ・ … 山 田 幹 夫
生徒ひ と り ひ と り に学;ませた天気変化の学習指導… . . . ・ H ・ - ・ … … … … … … … …滝 島 幸 市
オ ー ス ト ラ リ ア の 岩石 ( 1 )  . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … … … … … … … … … …鷹 村 権

オ パ ー ル … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ー稲 森 潤
新 し い 小 ・ 中学校の 学習指導要領につ い て … … … … … … … … … … … … … … … 小 林 学

地学教育へ の 提言 一京都に おけ る 実践を ふ ま え て一 … … … … … … … … …貞 広 太 郎
夏 の 銀河… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 小 暮 智
ア デ レ ー ド の プ レ カ ン プ リ ア 界 と エ デ ィ ア カ ラ の 化石・ ・ … … … … … … … … … ・ 稲 森

地学教育 の未来像を求め て 一小中 高大の一貫地学教育 ( そ の 1 ) ・
- … … -柿谷悟 ・ 片山貞昭 ・ 楠見久 ・ 佐田公好 ・ 鷹村権 ・ 福原 閃満 ・ 藤井守

向 上 (そ の 2 ) … … … … 向 上
京都市青少年科学 セ ン タ ー の プ ラ ネ タ リ ウ ム 学習 に おけ る 天文分野の 指導例

. . . . . . . . . . ・ ・ 池

見方， 考 え方 を深め る 天体学習 . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・梅

郷土の 地学教育 一花粉化石を 用 いた地史の指導一 ・ … ・ … … … … … … … - … …下
1977年有珠火山噴火につ い て ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ 古

初期地震学 に お け る 地震波 の伝播速度 に関 す る 研究経過につ い て
1 . 自 然地震 に基づ く 研究・ … … … ・ 池

若い散開星団 の示す銀河系 の構造 ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・佐

似て い る 程度 の 定量化一地学教材へ の 相関 係数 の導入ー・ . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・八

段丘か ら みた琵琶湖 の 湖面 変動につい て ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・大

シ ス テ ム 地学か ら 地球 シ ス テ ム の科学へ… … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … …牧

も う ひ と つ の 気象衛星 (短報〉 … ・ ・ … … ・ … ・ … … … ・ … … … … … … … … … … 山

秦野盆地におけ る 川 原の 礁 の 調査 と そ の 教材化… . . . ・ H ・ . .
… … 島 田 利子 ・ 山村秀樹 ・ 相原宗 由 ・ 小林徳博 ・ 佐藤敦子 ・ 木村政子 ・ 長瀬和雄

珪質岩の 微化石を観 る 一地質教材化の一考察一… ・ ・ … … … … H ・ H ・ - … … … … 池 田 俊 夫

初期地震学 に おけ る 地震波の伝播速度に関す る 研究経過につ い て
ll . 人工地震に基づ く 研究 (そ の 1 ) . . . . ・ H ・ - … 池 上 良 平

肢体不 自 由養護学校小学部中 学年におけ る 地質教材の基礎指導… … … … … …嘉 村 策 磨

日 本短波放送の 高層気象通報 の活用 〈短報〉 … ・ … ・ … . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … 丸 山 健 ー 人

情報源 と し て の テ レ ビ番組の 利用 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 山 田 幹 夫

ホ パ ー ト 竜に つ い て ( オ ー ノレ ド ピ ー チ の 化石〉 … … … … … … … … … … … … … 稲 森 潤
ア リ ス ス プ リ ン グ ス の プ レ カ ン プ リ ア 界 一 - 一 ・ 一 一 … ・ … … ・ ・ ・ … ・ ・ ・ … … … … … … ・松 崎 尚
白亜紀火 山岩類 の教材化 ー そ の理念ー … ・ ・ … … … … … … … … … … … . . . . ・ H ・ . . 河 原 富 夫

岐阜県揮斐郡春 日 村付近の 接触変成帯の 案内 … … … … … … … … … … … … 和 田 秀樹 ・ 鈴木和博
高 等学校 に お け る 地学巡検 一 目 白学園 を 例 と し て 一… ・ … … . . . . ・ H ・ - … -小林宇一 ・ 大塚詔三

初期地震学に おけ る 地震波の伝播速度に関す る 研究経過につい て
ll . 人工地震に基づ く 研究 くそ の 2 ) . . . ・ H ・ - … ・ 池

大学教養部に お け る 特色 あ る 地学実験の実例… … … H ・ H ・ - … … … … … H ・ H ・ - …加
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題 名 著 者 名 巻 号 ペ ー ジ

「高 田 流紋岩」 中 の 火山豆石… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 河 原 富 夫 32 2 43� 45 

地学教材-に おけ る 走査型電子顕微鏡写真の 意、義 と そ の 留意点 … … … … … … 一八 田 明 夫 か か 47� 52 
小学校に お け る 野外観察を中心 と し た地質教材の指導法につい て

一東京付近に あ る 露頭の教育的価値-… - … - … ・ 小 暮 節 夫 グ グ 53� 78 
魅力 あ る 地学 一郷土資料の 収集 と 教材化ー… ・ … … ・ ・ … … ・ … … ・ … … … ・ …村 松 憲 - I! 3 79� 85 
野外指導の 評価 一 一 . . 一 一 ・ … … 一 . . . . . . . . 一 一 ・ ・ … ・ ・ … … ・ ・ … ・ ・ ・ ・ ・ … ー ・ ・ … ・ ・ ー … … ・ 石井 醇 ・ 稲森 潤 庁 11 87� 93 
イ ン ド ネ シ ア の 火山 ・ ・ ・ ・ ・ … … … ・ ・ ・ ・ … 一 . . . . . . . . . . . . . . . . … . . . . . . . . . . . . . . . 一 一 ・ ・ … ・ ・ ・ 稲森 潤 ・ 平山勝美 P か 99� 1 1 0  
初期地震学に お げ る 地震波 の 伝播速度 に関す る 研究経過につ い て

III. 日 本人研究者 に よ る 研究. . . . . . . . … ・ 池 上 良 3

環境教育の新 し い思潮 と 地学教育 … ・ ・ ・ … ・ … … . . . . . . . . . … … … … … … … … ・ … …思 藤 戸1
J 

地学教育刷新 の 五年史 (そ の 1 ) … ・ … ・ ・ … ・ … ・ … … … … … … … … … … … … … 小 林 西

続 ・ 似て い る 程度の定量化一地学教材への ク ラ ス タ ー 解析の導入一… … … …八 日 明
水 品 ・ コ ラ ン ダ ム ・ 輝石の 結晶観察 の指導… … … … … … … … … … ・ ・ … … … … ・木 暮 節

地学教育刷新の 五年史 (その 2 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … . .小 林 邑

児童お よ び教師 に対す る ア ン ケ ー ト に み る 小学校地学教材… … … … … … … … 山 本 正 輝 か 6 179� 183 
大阪周辺の地域地質学的教材 の 開発… … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … …不整合研究 グル ー プ グ グ 185� 195 
地学教育刷新の五年史 (そ の 3 ) 完… ・ … ・ … ・ ・ … … … … … … … - … … … … … 小 林 貞 ー か か 197�210 
火成岩 の 分類， 命 名 お よ び多様性に関す る 指導に お け る 問題点につ い て … …

・ ・ ・ ・ ・遠酉昭三f ・ 山本和彦 33 1 1 �  8 

教育学部の専門課程地学 に お け る 試みー … … … … … … … … … … … … … … … …井 上 雅 夫 1/ 11 9� 1 3  
N H K 通信高校講座 「地学 1 J の 自 宅学習 に おけ る 効果 的 な利用 法

一特に高校通信教育 の 場 で-… … … … 伊奈治行 ・ 尾崎正忠 か か 15� 19  
1978年の北ギ リ シ ア 地震. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . … … ・ … … 稲 森 潤 11 1/ 21 � 24 

私 の 地学論を培 っ た一面 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …渡 部 景 E
明 治末年に お け る 東京大地震説 と デ マ 事件に対す る 新聞論理 と そ の 資料 … … 池 上 良 3 
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<全国大会の概要報告>
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<紹介 ・ 抄録>

<紹 介 ・ 抄 録>

題 名

宇宙空間科学研究の 将来計画 (早川 幸男， 科学， 33巻， 4 号， 1963) … 

著 者 名

地球宇宙空間の科学 コ ー ス 教育資料 (ペ ン シ ノレノミ ニ ア 科学 コ ー ス 諮問委員会編， 1 13頁， 1959)
伊豆大島火山 の 噴火史 (中村一明 ， 科学， 33巻， 3 号， 1963) . 

小学校 と 中 学校 の ため の 地質学 と 地球科学の 参考書 (American Geo1. Inst.， 496頁，
New York， 1962) ・ ・ ・ ・ ・ ・

千葉県地学図集 サ ン ゴ編 (千葉県地学教育研究会編， B 5 -1 19頁， 470円， 1963) ・

高 等学校地学 の 実習 書 (長 野県地学会編， B 5 -42頁， 70円， 昭和38年 4 月 〉 ・

地学教育基礎講座 (全 4 巻) ( 日 本地学教育学会編， ダ イ ヤ モ ン ド社， 1963) … ・ ・

地球 (浅田敏， コ ロ ナ シ リ ー ズ⑨， 新書版136頁， 120円， コ ロ ナ社， 1959) 一

化石は生 き て い た く朝 日 新聞社編， B 6 -206頁， 240円， 1963) ・

地学研究 ( 日 本鉱物趣味の 会創立31周年記念特集号， A 5 -164頁， 750円， 1963) 一
大学課程 「地学実験J (大学 自 然科学研究会編， A 5 -148頁， 550円， 東京教学社， 1963) 
長 野県の 地学 町 (長野県地学会編， B 5 -183頁， 350円 ， 信 州 大 ・ 文理学部地学教室， 1963)
地学案内一愛知県 と そ の 周辺 (郷土地学教育研究会編， B 5 -125頁 ， 150 円 ， 浜島書庖 ， 1963)
中 学理科の 系統的学力診断法 (鎌田正宜 ・ 辰見敏夫監修， A 5 ー257頁， 600 円 ， 国土社， 1962)
新 し い 高校地学教育 の た め の 設備計画 (沢秀生， 熊本県地学教育研究会発行地学資料， 1963)
長崎県に お け る 地学教育上の諸問題 (長崎県地学会誌， 2 号， 1963) … 

地域性を生か し た地学教育 (香川 県地学教育研究誌， 第 1 集， 1963) … 

学習指導案鉱物 と そ の 性質 (穂泉義信， 熊本県高校地学研究会 々 報 2 号， 1963) 一
地球上層 の 部 の指導上 の 留意点 (池松彦繁， 向 上誌， 1963) ・

指導効果 を あ げ る 評価 〈橋本重治， 教育研究， 18巻， 12号， 1963) ・

地学の体系 (井尻正二， 国土 と 教育， 12号， 1963) ・

青森県地形誌 (高橋正雄， 青森地学， 6 '""'-' 7 合併号， 1963) ・

尾添川地域地質見学案 内 (紺野義夫， 石 と 川， 18 号， 1963) 一

南淡路 ご案 内 (橋本淳， 兵庫地学， 1 0号， 1961) ・

新潟県米納津隈石建碑除幕式 (神田 茂， 1962) ・

化石象の は な し(1) (亀井節夫， 長 野県地学会報， 38号， 1963) 一

土 の観察 (近藤精造 : 千葉県地学教育研究会 々 報， 1 4号， 1963) ・

鉱物資源 の 将来性につい て (片山信夫， 地学雑， 72巻， 4 号， 1963) ・

気象現象 の年周期に つ い て (高橋浩一郎， 地学雑， 72巻， 3 号， 1963) … … …  

地球の重力加速度 の 求め方 (安川 克 己， 福井県地学研究会 々 報， 18号， 1963) … 

地震の表面波 と 地殻構造 (三東哲夫， 地学雑， 72巻， 4 号， 1963) ・

三 日 月 と 掩蔽 (西 岡千頭 : 愛媛の地学， 2 号， 1963) 一
天文教材 の 系統性 と 指導 の 重点 〈小林義佑， 郷土の 科学， 39号， 北海道地学教育連絡会〉 ・

天文図昇風に つ い て く神 田 茂， 天文総報， 1 7巻， 196号， 1963) … 
Geology of Japan (高井 ・ 松本 ・ 鳥 山編， B 5 ー280頁， 2， 500円 東大出版会) …

国際地球内部開発U M P につ い て (早川 正 己， 地質 ニ ュ ー ス ， 1 1 0号， 1 '""'-' 10， 1963) … 

K- A 法に よ る 堆積岩中 の海緑石 と 粘土鉱物 ( イ ラ イ ト 〉 の絶対年数

(Everden， et. al : Geochem. Cosmo chimica Acta， 23， 1961) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

モ ホ ー ル計画 の 予察的 ボ ー リ ン グ の成果 (Bull. Amer. Assoc. Petro1. Geo1. ， 45， 1961) … 
へ ル シ ニ ア 造山帯の年代測定 (科学， 34巻， 3 号， 1964) ・

放射性降下物の 現状 と 将来 (三宅泰雄 ・ 葛城幸雄 ・ 金沢照子， 科学， 34巻， 3 号， 1964) … 

最近 の 古生物学の動 向 と 課題 〈大森 昌 衛， 理科教室， 7 巻， 2 号， 1964) … 
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題 名 著 者 名

古地球物性論 (川井直人， 自 然， 213号， 1964) … . . … ・ … … . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . Everden， et. a1. 

土壌生成因子 と し て の 岩石， 土壌 の生成 ・ 分類 ・ 分布 〈宮沢数雄， 科学の 実験， 1 月 号， 1964)
関東 ロ ー ム を顕微鏡でみ る (井田順子， 科学の実験， 15巻， 3 号， 1964) ・ ・

天文学におけ る 数値の精度 〈鈴木敬信， 天文 と 気象， 30巻， 3 号， 1964) ・ ・

金星に生物はい な い， マ リ ナ ー 2 号 の 無線報告 (USIS， コ ス モ ス ， 3 巻， 4 号， 1964) … … 

ESCP の 紹 介 (ESCP News Letter， 1963) … … … … - …… ・ ・

台湾の 中学地理教育 (粛金堆 ・ 斉藤実則訳， 新地理， 1 1巻， 2 号， 1963) … 

地 域性を生か し た 地学教育 (新田幹雄， 香川県地学教育研究会誌， 1964) … 
明 星の 自 然科学教育， 地学教材 の 内 容を ど の よ う に組織 し た か (理科教室， 7 巻， 2 号， 1964)
憂 う べ き高 校 “地学" 教科書ーなぜ、 こ ん な に誤 り が 多い の か ー (橋本光雄， 科学読売， 1964) 
水石展をみて く仙台駐在員事務所， 地質 ニ ュ ー ス ， 1 12号， 1963) ・ ・

「石 こ ろ」 と と も に五十年 (堀江賢二， 愛媛の 地学， 3 号， 1964) … ・ ・

天 気図模型 (堀 口 承 明， 長崎県地学会誌， 4 号， 1964) ・ ・

化石採集の 旅 <関東編> (地学団体研究会， B 6 -237頁， 430円， 築地書館〉 ・

国 民の た め の 理科教育 〈徳田 御稔， B 4 -269頁， 580円， 法律文化社〉 ・

国 民 の た め の 教育実践 理科編 ( 日 教組， 新書-285頁， 350円〉 ・ …
地球の ひみつ (児童百科⑤， 牛来正夫， A 5 -171頁， 580円， 1皆成社〉 ・

こ れが宇宙だ く吉 田 昭作文， 岩崎敬二画， A 5 -40頁， 750 円 ， 童心社〉 ・ …

大むか し の世界 (井尻正二 ・ 秋山 雅彦， A 5 -169頁， 580円， 借成社〉 ・

進化学入門 種の 問題を 中心に (徳 田 御稔， 新書版ー188頁， 250円， 紀伊国屋書庖〉 …

対話 宇宙探訪 (荒正人， ブー ル ー パ ッ ク ス ， 218頁， 280円， 講談社〉 ・

理科教育 と 教科書 (有 田忠雄， 初等教育資料， 173号， 1964) … 一

地史 よ り みた琵琶湖 の未来 (石田志朗， 科学の実験， 8 月 号， 1964) ・

ロ ッ ク ガ ー デ ン をつ く ろ う く友成才， 科学の 実験， 9 月 号， 1964) ・

岩石学の 展望 (牛来正夫， 科学の 実験， 6 月 号， 1964) ・

風 と 波ー ク ラ ブ活動の 視野を広げ よ う (前 田 清康 ・ 桜井喜十郎 ・ 鈴木博， 科学の実験，
10月 号， 1964) … ・

街 の 中 で も 岩石の 勉強が で き た (対馬文守， 青森地学， 1 巻， 8 号， 1964) … 

恐竜 ( 田 村実， 熊本地学会誌， 1 巻， 9 号， 1963) ・

科学 と し て の 地質学の性格 (都城秋穂， 自 然科学 と 博物館， 31巻， 7 "-' 8 号， 1964) ・

火砕流の 分類 (石水天江， 地学研究， 15巻， 3 号， 1964) ・

地球の科学一大陸は移動す る 一 (竹 内均 ・ 上 田誠也， N H K ブ ッ ク ス， B 6 -252頁，
220円， 1964) ・

生 と 死の 妙薬 < 自 然均衡の破壊者> ( カ ー ソ ン著， 青樹築ー訳， B 6 -310頁， 430円，
新潮社， 1964) ・

中 学校理科指導事例集， 基本的事項の指導 (文部省， A 5 -368頁， 244円， 東洋館 出版社， 1964) 
深海堆積物 中 の 粘土の絶対年代 (Hurley， P. Geochem. Cosmochimica Acta， 27巻， 1963)
地球の 古地磁気の逆転 (Cox， A. 他， Science， 1 44巻， 1964) … -

上空に於け る 青空 (佐藤隆夫， 長 野県地学会誌， 4 巻， 1964) ・ ・

中 学校理科にお け る 地層 の 野外指導につ い て (野 田 雅之， 地学研究， 1 5巻， 7 号， 1964) … 

新潟地震にかんが みて (安芸技一， 資源， 9 月 号， 1964) ・

強震測定計画につい て (清水良作， 資源， 9 月 号， 1964) ・

不意、 の 地震に不断の 用 意、 (科学技術庁， 資源， 9 月 号， 1964) 一
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<紹介 抄録>

題 名

シ ラ ス の工業的利用 (大 田 良平， 地質 ニ ュ ー ス ， 125号， 1965) … … … … ・ ・

軽量骨材資源(3)抗火石 (岡 野武雄， 地質 ニ ュ 一 人 121号， 1964) ・ … ・

著 者 名

日 本 の 地熱開発 と 今後 の 課題 ( 中 村久 由， 地質 ニ ュ ー ス ， 122号， 1964) … … … … … 一
宇宙空間へ の 道 (畑中武夫， 岩波新書， 150円， 1964) … -

X線天文学 (小田稔， 自 然， 1965年 3 月 号〉 ・ ・

関東 ロ ー ム (関東 ロ ー ム 研究 グ ル ー プ， B 5 -378頁， 地質図 他20図版， 6， 000円，
築地書館， 1965) ・

The Geo1ogic Deve10pment of the Japanese Island C ì湊正雄 ・ 牛来正夫 ・ 舟橋三 男 編，

B 5 -442頁， 137図， 44表， 13， 000円， 築地書館， 1965) … 

ぼ く ら の 多摩川 (川崎市立宮 内 中学校科学 ク ラ ブ 7 年 の 歩み， 234頁， 1964) … 

地学ハ ン ド ブ ッ ク (大久保雅弘 ・ 藤 田至則編著， B 6 -242頁， 650円， 築地書館， 1965) … 

東京の 自 然史 ( 貝塚爽平， 新書版ー186頁， 250円， 紀伊国屋書庖， 1965) ・

火を噴 く 日 本列 島 (諏訪彰， 新書版ー221頁， 250円， 講談社， 1965) ・

鉱物資源辞典 〈木下亀城編， B 6 -274頁， 約500語， 950円， 日 本鉱物趣味の会， 1964) … 

地学実習帳 (高等学校) C村上忠致監修， 今淳治郎編， B 4 -20頁， 120円， 正進社， 1965) … - ・

地球の 内 部構造 (金森博雄， 科学， 35巻， 5 号， 1965) 一

科学教育 に お け る 恨本問題 (富山 小太郎， 科学， 35巻， 5 号， 1965) 一
広島県下の 小 さ な ゴ ー ル ド ラ ッ シ ュ (高 島清， 地質 ニ ュ ー ス ， 126号， 1965) … 

自 然研究路 ( 日 光〉 の 増設 (毎 日 新聞， 3 月 4 日 ， 1965) … … ・ … … ・

地学教材の 系統化ーそ の根底に あ る 地学感一 (藤 田 郎男， 郷土の科学， 43号， 1964) … 一

大阪湾の 地質一音波探査法に よ る ー (藤 田 和夫， 大阪 と 科学教育， 2 号， 1964) … ・ … … … ・

古植物につい て (三木茂， 大阪 と 科学教育， 1 号， 1963) ・

北海道 の 化石 付古人骨 ・ 石器 ・ 土器 (北海道地学教育連絡会編， B 5 ー163頁， 600円， 1964) 
野外学習 の手引 き ， 土地 と そ の 変化 1 . n C東京都新宿区教育研究会

理科研究部， 1 : B 5 -54頁， 1963， n :  B 5 -46頁， 1964) 一
実験 と 考察 地学編 (千葉県高校理科教育研究会編， B 5 -80頁， 120円， 大原出版， 1964) …

大学一般教育地学教科書 (小島丈児 ・ 長谷晃 ・ 多井義郎編著， A 5 -214頁， 500円，
共立 出版， 1966) … ・ …

高 校地学学習帳 (高校地学研究会編， B 5 -38頁， 85円， 日 本写真新聞社， 1965) ・ ・

新 し い地学教育の試み， E S  C P と そ の 周辺 (科学の 実験， 2 月 ， E S C P 特集，
共立出版， 180， 1965) ・ ・

中学校地学教材実習帳 ( 同 実習帳製作委員会編， B 5 版， 1 � 3 年用 ， ブ、ル ー ス タ ジ オ ， 1964) 

現代地球科学 と そ の成立 C 1 ) 地球科学 と は向か (山 下昇， 理科教室， 4 月 号， 1966) ・ ・

地球科学の歴史 と 現状(1) 地球科学の 形成史 (都城秋穂， 自 然 9 月 号， 1965) ・ ・

向 上 位) 日 本 に おけ る 地球科学 の成立史 ( 同 ， 10月 号， 1965) ・

向 上 (3) 地球科学の研究体制 の構成 ( 同 ， 1 1 月 号， 1965) 一
向 上 (4) 地球科学の黄金時代 と 今 日 の フ ロ ン テ ィ ア ( 同 ， 12月 号， 1965) 
向 上 (5) 地球科学にお け る 現代化 と 技術中心主義の 問題 ( 同 ， 1 月 号， 1966)
向 上 (6) 地球科学の物理学に対す る 関 係 (同 ， 2 月 号， 1966) ・ ・

向 上 (7) 地質学の哲学に対す る過去の遺産 (同 ， 3 月 号， 1966) 一
向 上 (8) 地球科学の哲学に お け る 基本 的諸概念 ( 同 ， 4 月 号， 1966) ・ ・

向 上 (9) 地球科学の 仮説， 理論体系， お よ び階層 (同， 5 月 号， 1966) … 

セ コ イ ア と メ タ セ コ イ ア (徳永重元， 地質 ニ ュ ー ス ， 120号， 1964) … ・

37 
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題 名 著 者 名 官ヰ!. 下E王3 

世界の ウ ラ ン 資源 (浜地忠 男， 地質 ニ ュ ー ス ， 1 19号， 1964) ・ …

星座や星を カ ラ ー ス ラ イ ド に ( 山 田 幹夫， 香川県地学教育研究会報第 2 集， 1964) ・ ・

ス ラ イ ド の 自 作に つ い て ( 山 田 幹夫， 向上〉 ・ -

1 ヶ 年 の 授業の 反省 ( 田 代和行， 1964) 一

教師 と 生徒 と の 間隔 ( 田原碩孔， 地学部会誌 1 号， 1964) 一
小学校理科調査結果 の 問題点 (中原正木， 現代教育科学増刊号， 102号， 1966) … 
中学校理科調査結果の 問題点 (高橋金三郎， 向上誌〉 ・ … ・ ・

濃飛流紋岩 と の 関係か ら みた領家帯形成史の 問題点 ( 山 田 直利， 岩鉱， 55巻， 3 号， 1966) 6 
濃飛流紋岩を貫 く 領家花崩岩の存在 と そ の 意義 ( 山 田直利， 地質雑， 72巻， 7 号， 1966) … ノ

高圧鉱物の 合成 ( 野 田 稲吉， 化学， 4 月 号， 1966) ・ … … … … ・ … … … … … … … … … … … … 6
地球の病気 (坪井忠二， 朝 日 新聞， 1966年 4 月 29 日 〉 一

石みや げ に思 う こ と (朝 日 新聞社説， 1966年 5 月 2 日 〉 ・

鉱物学 ・ 岩石学上の 術語 の 日 本語 に よ る 表現法に つい て (都城秋穂， 岩鉱， 55巻， 4 号， 1966) ノ

恐竜の は な し (小畠 郁生， A 5 -250頁， 650円， 至誠堂， 1966) ・ ・ ・ ・ … ・ … … ・ ・ ・ ・ ・ … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー … ・ 6 
人体名所案内ー進化の あ と をたずねて (井尻正二， 新書版ー228頁， 講談社， 1965) ー … … … ノ

日 本科学技術史大系 : 第14巻 「地球宇宙科学J ( 日 本 科学史学会編， B 5 -661頁，
全25巻， 3， 500円， 第一法規 出版〉 … ・ … … ・ ・ ノ

目 でみ る 科学② 「地球J (大森 昌 衛編， B 5 -1 1 0頁， 800円 講談社， 1966) ・

4 

δ 

8 

、�" -・ :./

岩石(火成岩)指導上の盲点 1 • II (山 田 幹夫， 香川 県理科教育 セ ン タ 一所報， 4 号， 1966) ・ … ・ ・ 20 2 66 2 
堆積 し た礁 の統計的 な扱い に関す る 基礎調査 (稲葉正， 桜井謙津， 千葉県理科教育

セ ン タ ー ニ ュ ー ス ， 23�24号， 1966) . . . . . .  I! 11 66 
いわ ゆ る ハ マ ユ ウ 線 の 気候学的意義につい て (佐 々 倉航三， 静岡地学， 5 号， 1966) … … …  11 11 66 
ア ラ ス カ に滞在 し て (松本幡郎， 熊本地学会誌， 20号， 1966) … … … … … … … … … … … … . .  11 11 66 
天竜) 1 1  . 豊川 及び渥半島 の喋 に関す る 研究一天竜川 と 豊川 と の 河川争奪ー

(愛知県立国府高校地質部， 会報， A 5 -94頁， 1966) … ー … … 11 11 66 
恐竜か ら マ ン モ ス ま で一図鑑太古に消 え た動物た ちー (小畠 郁生， B 5 -210頁， 徳間書房) 11 3 120 
北洋水族館 (朝 日 新聞社編， 新書版特型258頁， 300円， 1967) … … ・ … ・ … … ・ … ・ … … … … ー か 庁 120 
郷土を科学す る 第 2 集 「青森県 の 地質 と 地下資源J ( B 5 -281頁， 1 ， 000円， 陸央新報社刊〉 グ グ 120 
玉 川児童大百科辞典 6， 地球 ( B 5 -454頁， 2， 200円， 全20巻， 1966) ・ ・ 一 . . . . . . . . . . … . . . . . … ・ ・ が か 120 
広が る 海底 (宝来帰一， 科学， 38巻， 4 号， 1968) … ・ ・ … … ・ ・ … 一 … … … … … … … … … … … . 21 2 52 
大谷石採掘 と 災害 (岡重文， 地質 ニ ュ ー ス ， 163号， 1968) … … … … … … … … … … … … … … I! I! 52 
局地風の新知識 (根本順吉， 地球の 科学， 4 月 号， 気象協会， 1968) … … … … … … … … … . .  11 1/ 52 
南 ア フ リ カ の 先 カ ン ブ リ ア 系か ら 出 た30億年前の微生物 (E. S. Barghoon and W. Schopf， 

Science， 152巻， 1966) ・ … . . . . ・ H ・ 1/ 11 73 
原始太陽系 に お け る 有機物の起源 〈早津了一， 日 本地球化学会 ニ ュ ー ス ， 35号， 1966) … ・ ・ ・ か ρ 73� 74 
日 本 の 地質学 〈 日 本地質学会75周年記念 出版， B 5 -610頁， 3， 000円， 1968) ・ … … ・ … … … 1/ 3 94 
日 本の 地震学の概観 (地震， 20巻， 4 号 (特集号) B 5 ー326頁， 地震学会， 1967) . . . . . ・ H ・ - ー か か 74�表3
地震の 観測 〈木村耕三， 地球の科学， 6 月 号， 1968) … … … … … . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ - … … . . . . . . 11 11 表3
未来の科学教育 (板倉聖宜， 国土新書⑬， 236頁， 320円， 国土社， 1966) ・ 1/ 5 160  
鉱物 と 人類社会(渡辺万次郎， 地下 の 科学 シ リ ー ズ， 新書版ー189頁， 480円 ， ラ テ ィ ス ， 1968) … 11 11 160  
か ご し ま の 自 然 〈鹿児島県地学会編， A 5 -1 12頁， 180円， 第一学習社， 1968) . . . ・ H ・ . . … … か か 160  
地学教育の現代化に関す る 基礎的研究 〈そ の 1 ) ( 同 研究 ク守 ル ー プ， B 5 -1 18頁， 1968) ・ … . . I! 1/ 16。
新 し い理科教育 <高等学校> (文部省， 指導資料， A 5 -132頁， 80円， 東京書籍， 1968) … ρ か 160  
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著 者 名 巻 号 ペ ー ジ

新 し い理科教育 <中学校> (文部省， 指導資料， A 5 -125頁， 65円， 東京書籍， 1968) ・ … ・ ・ グ グ 1 60�161  
十勝の 自 然、を探 る 〈十勝団 体研究会編， B 5 -194頁， 同会発行， 1 968) … . . . ・ H ・ . . … … … … … か か 161  

石 の 美への招待 〈今井帰一， B 6 -120頁， 380円， 樹石社， 1967) … … … … ・ … … … … … ・ … か か 16 1  
地震予知研究 シ ン ポ ジ ウ ム ( 日 本学術会議地球物理学研連， 地震予知小委員会 ・ 文部

省 特定研 ・ 災害科学総合研究地震予知分科会， B 5 -73頁， 1968) … … … い か が 161  
ほ賀県地学野外巡検の手び き (県高校理科教育研究会， 地学部会， B 5 - 102頁， 1968) … ー が か 161  
陸水 ( 山 本荘毅編， 地球科学講座， A 5 -347頁， 1 ， 300円， 共立出版， 1968) ・ … . . . ・ H ・ . . … ー か か 161  
日 本 の 地形 〈中 野尊正， A 5 -362頁， 1 ， 400 円， 築地書館， 1 968) … … … … … … … … … … … グ グ 161� 162 
地震 ・ 火 山 ・ 岩石物性(宮村摂三編， 地球科学講座， A 5 -357頁， 1 ， 300円 ， 共立 出版， 1968) … か か 1 62 
海 の下 の 大陸 ( シ ェ パ ー ト 著， 氏家宏訳， 新書版-232頁， 260円， 講談社， 1968) … ・ … … ー グ グ 1 62 
千葉県地学図集 第 5 集 二枚貝編 ( B 5 -91頁， 千葉県地学教育研究会， 1 968) … … … …  21 6 194 
生徒の 創造性を 高 め る た め の 地学分野指導法の 現代化

(佐 々 木義修， 郷土の科学， 55�56号， 北海道地学教育連絡会， 1967) … … … … … …  22 2 41  
地学教材 「地史」 の近代化 (藤本治義， 理科教育情報セ ン タ ー ニ ュ ー ス ， 1 巻， 1 968) … …  グ グ 41  
高校物理教育 の 現代化 ( 霜 田 光一， 学校教育研究所年報， 1 0 号， 1969) . … ・ … … ・ … … … … … グ グ 41� 42 
大循環の シ ュ ミ レ ー シ ョ ン (高野健三， 数理科学， 7 巻， 2 号， 1969) ・ ・ ・ … 一 一 ・ … ・ ー ・ … ・ … ー か か .12 
自 然諸科学の 分類 と それ ら の 相互 関 係 (岩崎允)乱 ・ 宮原将平， 思想、， 1 月 号， 1969) … … …  グ グ 42 
地学の 基本的概念 と そ の 指導法につ い て (東京都地学教育研究会 々 報， 1968) … … … … … … か か 44 

理科教育現代化へ の 提言， 小 ・ 中 芋校教育課程 の 改善に関す る 研究報告書 第 3 報
(科学教育研究委員会， B 5 ー1 1 6頁， 1969) … ・ … … ー か 5 1 02 

なぜ、磁石は北を さ す (力武常次， 新書版-250頁， 280円， ブ、 ノレ ー パ ッ ク ス ， 講談社， 1 970) ・ … ・ ・ 23 4 85 
深海地質学(星野通平 ・ 岩淵義郎 ・ 青木斌共著， B 5 -298頁， 1 ， 200 円 ， 東海大 出版， 1 970) … ・ ー か グ 85� 86 

海 洋 の 地理 (山 口 平四郎， A 5 -200頁， 850円， 大 明堂， 1969) … … … … … … … … … … … …  グ グ 86 

海 の壁 三陸沿淳大津波 (吉村昭， 新書版-170頁， 230円 ， 中央公論社， 1970) … ・ ・ … ・ … … グ グ 86 

海中生活に挑戦ず る ( A . P . ボ ロ ピ コ フ ， V. P . ブ ロ フ コ 著，
跡部治訳， B 6 -204頁， 900円， ラ テ ィ ス 社， 1969) … … … … … …  グ グ 86 

海底鉱山 ( S . Y . イ ス ト シ ン ， I . A . コ パ レ フ 著， 日 本鉱業会訳， A 5 -218頁，

900円， ラ テ ィ ス 社， 1970) … ・ ・ ・ ー … ・ ・ ・ … ・ グ グ 86 

海底石油 <海洋開発の第 l 目 標> (藤井清光， N H K ブ ッ ク ス ， B 6 -220頁， 360円， 1 970) グ グ 86� 87 
津波 ・ 高潮 ・ 海洋災害 ( 和達清夫編， A 5 -378頁， 2， 800円， 共立 出 版， 1969) … ・ ・ … … ・ ー が か 87 

海洋 の 科学 <海面 と 海岸の 力学>
( V . パ ス カ ム 著， 吉 田耕造 ・ 内培高保訳， B 6 変-291 頁， 480円， 共立 出版， 1970) … … グ グ 87 

太平洋 の 科学 〈星野通平， N H K ブ ッ ク ス ， B 6 -222頁， 340円， 1969) … … … … … … … …  グ グ 87 
太平洋 の 地質 1 • II <英文> (太平洋 の 地質刊行会， A 4 変， 1 :  182頁， 2， 500円， 1 968 : 

II : 92頁， 1 ， 400円， 1970) 一 - 一 … ・ ・ ・ ・ ・ … ー が か 87� 88 

海 (宇 田 道隆， 岩波新書， 242頁， 1 50円， 1969) ・ … … ・ … ・ ・ … … … . . . ・ H ・ … . . . . . . . . . . . . . . … . . . ・ H ・ . 23 4 88 
海洋 と 大陸棚 (佐藤任弘， 海洋開発 シ リ ー ズ⑮， B 6 -194頁， 400円， 共立 出版， 1970) … グ グ 88 
島弧 と 海洋 (星野通平 ・ 青木斌編， B 5 -228頁， 2， 000円， 東海大 出版， 1 970) … … . . . . ・ H ・ - グ グ 90  

弧状列島 (上田 誠也 ・ 杉村新， A 5 ー156頁， 750円， 岩波書広， 1970) ・ … … . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ . . . I! グ 90 
地球の謎 (竹内均， B 6 -1 88頁， 古今書院， グ ロ ー パ ノレ シ リ ー ズ， 480円， 1970) . . . . ・ H ・ - … グ 5 ""'-' 6 93 
日 本列 島 の 生い た ち を さ ぐ る 1 • II 

。可合正虎， 新書版， 1 : 224頁 . II : 176頁， 各480円 ， ラ テ ィ ス 社， 1 970) ・ … … ・ … H ・ H ・ - グ グ 93 
地殻の 科学 (村山 磐， A 5 -176頁， 980円， 大 明堂， 1970) … … … … … … … … … … … … … … か か 93 
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題 名 著 者 名

日 本 の 火 山 (毎 日 グ ラ フ 別冊， A 4 ー162頁， 350円， 毎 日 新聞社， 1970) ・

地熱 <第四 の エ ネ ル ギ ー > (早川正己， N H K ブ ッ ク ス ， B 6 -212頁， 340円， 1 970) ・

水 の 科学 (北野康， N H K ブ ッ ク ス ， B 6 -206頁， 320円， 1 969) ・

雲 と 雷の 科学 (孫野長治， N H K ブ ッ ク ス ， B 6 -212頁， 320円， 1969) … 

気象制御 ・ 気候改造 〈土屋厳， 気象研究 ノ ー ト 1 04号， 1970) … … 一

青い 太陽 (和達清夫， ピ リ グ リ ム エ ッ セ イ シ リ ー ズ， B 6 ー306頁， 東京美術社， 1971) … …  

水の健康診断 〈小林純， 岩波新書， 206頁， 150円， 1971) ・ ・

地震の 科学 (竹内均， N H K ブ ッ ク ス ， B 6 -228頁， 320円， 1972) ・

目 でみ る 日 本 列 島 の お い た ち (湊正雄， A 4 変-60 カ ラ ー シ ー ト ， 2， 400円 ， 築地書館〉 … …

環境科学叢書 自 然保護 と 生態学 (沼 田 真， A 5 -232頁， 980円， 共立出版〉 … …

日 本列 島 の成立 グ リ ー ン タ フ 造 山 (藤田至則， A 5 -258頁， 1 ， 900円， 築地書館〉 … ・
自 分で工夫す る ぼ く ら の 化学実験 (北沢弥吉 ・ 飯塚正勝 ・ 飯塚謹子編， 朝 日 ソ ノ ラ マ ， 1974)
人類 と そ の 環境 〈今西錦司 ・ 東畑精一 ・ 藤井隆 ・ 松本重治編， 講談社， 1974) … 

生命あ る 地球 (環境庁長官官房総務課編集， A 4 -464頁， 1 ，  000円， 行政学会， 1 973) ・

水はみん な の も の 〈富山県教育委員会編， B 6 -56頁， 県 自 然保護室， 1973) ・

公害防止 ・ 自 然保 護 と 学校教育 ( 1 )  (藤本治義， 日 本私学教育研究所紀要 8 号， 1973) ・… ・ ・
桜 島火山 の 研究 (山 口 謙次 ・ 遺稿〉 鹿児島湾周縁及び、桜島火山 の 地質学的 ・ 岩石学的研究

巻 号 へ。 ー シ‘ 守ノ

23 5 ""-'  6 93'"'-， 94 
1/ 1/ 94 
1/ 1/ 94 
1/ 1/ 94 
24 1 20 
1/ 4 96  
1/ 1/ 1 16 
26 か 1 1 5  
1/ 1/ 1 1 5  
1/ 1/ 1 1 6  
1/ 1/ 1 1 6  
27 5 ""-'  6 165 
1/ 1/ 165 
28 6 
1/ 1/ 6 
11 11 6 

( 日 本地学教育学会， 1973) … . . . . ・ H ・ -渡 部 景 隆 か か 30""-' 31  
沖縄の 自 然 (沖縄第四紀調査団 ・ 沖縄地学会編， 780円 ， 平凡社， 1974) ……・……… . . . ・ H ・ - ー グ 2 62  

地球生態学 <エ ネ ルギ 一物質の循環 と 人間活動>
(竹内均 ・ 長谷川 洋作， B 6 -232頁， 950円， ダ イ ア モ ン ド社， 1 974) … … … … か か 63 

大陸は移動す る (竹内均訳， 新書224頁， 400円， 講談社 ブル ー パ ッ ク ス 〉 … … … … … … … … グ グ 63 
地球の探求一地質学的発見の 物語一 (上 ・ 下) (ル ー ス ・ ム ー ア 著， 竹内均訳，

B 6 版， 上 : 264頁， 下 : 264頁， 各750円， 日 本放送 出版協会) . . ・ H ・ . . ・ グ グ 63""-' 64 

海底の 地図一地球科学の フ ロ ン テ ィ ア ー (佐藤任弘， 新書版232頁， 400円， 中央公論社〉 … 1/ 1/ 64 
河 川 の 汚染 (手塚泰彦， A 5 -1 42頁， 1 ，  500円， 築地書館， 1974) . . . ・ H ・ . . . …… . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . 1/ 3 92 

湖沼 の 汚染 (山岸宏 ・ 沖野外輝， A 5 ー142頁， 1 ， 500円， 築地書館， 1974) … . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - ー か グ 92 

海 洋 の 汚染 〈清水誠， A 5 ー151頁， 1 ， 200円， 築地書館， 1 974) . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - … ' " ・ H ・ H ・ H ・ . . . ・ グ グ 92 
大系理科教育用語事典 〈伊神大四郎 ・ 武村重和編， A 5 -486頁， 6， 900 円 ， 明治図書， 1 975) … グ グ 1 00 
-般教養 地学 (近藤精造 ・ 平山勝美， B 5 -157頁， 1， 000円， 建 吊 社， 1975) …………… 1/ 1/ 1 62 
水 の 世界 ・ 地球か ら 宇宙へ (デ ル プ ゴ リ ツ 藤， 堀江豊訳， 新書版246頁， 500 円 ， 講談社， 1975) … か か 176 
最近の 気象学 と 気象事業の 展望一気象庁創立百年を記念 し て一

( B 5 ー312頁， 4， 400円， 気象研究 ノ ー ト 128号， 1976， 日 本気象学会〉 ……H ・ H ・ 29 2 42 
宇宙地球科学 (杉本大一郎 ・ 浜田 隆士， A 5 ー226頁， 1 ， 600円， 東大出版， 1976) … . . . ・ H ・ - ・ グ 3 54 
岩石学一建設技術者 の た め の一 (関陽太郎， A 5 - 149頁， 1 ， 600 円， 共立 出版， 1976) … ・ ー が か 54 
自 然観察路の 開発に関す る 調査研究ー 自 然観察路を 設け， そ れ を 活用 す る に は ど の よ う

に した ら よ い の か一 〈埼玉県立教育 セ ン タ ー 研究報告書 132号， 1976) … . . . ・ H ・ . . 1/ グ 54 
われ ら 地球一人工衛星写真集 (竹内均 ・ 関 口 武 ・ 奈須紀幸訳， A 4 変-130頁， 朝倉書庖， 1976 1/ 11 62 
中 国 の 地震事業及び海域地震の 予知 ・ 予報 と 防災(中園地震考察団講演集， 地震学会， 1976) グ 4 92 
地震の理論 と そ の応用 (松沢武雄， A 5 -230頁， 4， 000円， 東大出版会， 1976) ・ ・ … ・ ・ ……ー か グ 92 
火成論への 道 ーそ の 遍歴の時代一 (上 ・ 下巻〉

(牛来正夫， 上 : 488頁， 上 : 499頁， 各巻2， 200 円， 同 書 刊行会) . . . ・ H ・ - … 1/ 11 105 

日 本 の 地震 (鈴木尉元， A 5 -166頁， 1 ， 800 円 ， 築地書館， 1976) … . . . ・ H ・ . . …………. . . ・ H ・ - ・ か か 105 



<紹介 ・ 抄録>
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著 者 名 巻 号 ペ ー ジ

新地学教育講座 (全16巻) (地学団体研究会編， A 5 -各140�160頁， 東海大出版) . . . . ・ H ・ . 30 1 14  
東海 自 然歩道の地学案内 <朝霧高原か ら 鳳来寺山 ま で> (静 岡 地学編， B 6 -208頁， 1976) グ グ 48 
地球の 科学 (関利一郎 ・ 稲森潤 ・ 木村達明 編， B 5 -224頁， 1，  550円 ， 秀潤社， 1976) … …  11 11 72 
絶滅の生態学 (宮下和 高， B 6 -276頁， 1， 800 円， 思索社， 1976) . . . ・ H ・ - … … . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … グ グ 72 
熱汚染 (西沢利栄， B 6 -222瓦， 850 円， 三省堂， 1977) … ・ ・ … … … … … … H ・ H ・ - … … . . . ・ H ・ - ・ グ 2 120 
カ ラ ー ス ラ イ ド 「ボ ウ ス イ 虫化石 と そ の進化J ( 山 際延夫 ・ 岩崎美保子編， 35 ミ リ ・ 27 コ マ ，

解説書付9， 800円， カ セ ッ ト テ ー プ付13， 000円 ， 京都理科映画研究会， 1977) . . . ・ H ・ . . … 3 1  2 46 
図解 「 日 本 の 自 然J (渡部景隆 ・ 思藤知県， B 5 -224頁， 4， 800 円， 朝倉書庖， 1977) … ・ ・ ・ グ グ 46 
理科にお け る 環境教育 (古谷庫造編， A 5 -142頁， 1， 600円 ， 明 治図 書， 1978) … ・ ・ H ・ H ・ - … か 3 82 
天文 ・ 宇宙 の辞典 (広瀬秀造編， B 5 -630頁， 12， 000 円 ， 恒星社厚生閣， 1977) - . . ・ H ・ - … … ・ グ グ 87 
地球の 進化 一膨張す る 地球一 (午来正夫， B 6 -224頁， 1，  200円 ， 大月 書庖， 1978) … ・ ・ ・ グ 6 158 
100万分 の 1 r 日 本地質凶」 第 2 版 (工業技術院地質調査所， 4 枚 1 組， 4， 690円， 1978) … 32 3 94 
流れの科学 (木村竜治， B 6 -212頁， 980凡 東海大学出版会， 1979) . . . ・ H ・ ・ ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - グ 5 154 
直接経験を重視 し た地学の指導

(茨城県教育研究会理科研究部， A 5 -165頁， 2， 000凡 新学社， 1979) . . . . ・ H ・ - … グ 6 196 
新 し い 海洋科学 (熊沢源右衛門， A 5 -240頁， 2， 800円 成 山堂書庖， 1979) ・ ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . 33 1 14  
高 層 の天気ー700mb 天気図 の 見方 ・ 書 き 方(丸山健人， B 6 -158頁， 800 円 ， 岳書房， 1979) … グ グ 14 
北海道 5 万年史 一地域教材の研究をすすめ る ためにー

(郷土の科学編集委員会編， B 5 -376頁， 写真16， 3， 000円 ， 同 会発行〉 … … . . 11 4 144 
陸水学への招待 (半谷高久， B 6 -219頁， 1，  200凡 東海大学出版会， 1979) … … . . . . . ・ H ・ - ・ か 5 168 
天体観測セ ミ ナ ー (現代天文学講凶13， 森本雅樹編， A 5 -257頁， 2， 800凡

恒星社厚生閣， 1980) ・ … ・ … … グ グ 168 
恐竜の時代を復元す る (小品 郁生， A 5 -240頁， 出光科学叢書17， 出光書庖， 1980) - . . . ・ H ・ - グ 6 202 
気象の理 一環境科学への ア プ ロ { チー ( 島貫陸， A 5 -166頁， 1， 400円 ，

東洋館 出版社， 1980) . . . . ・ H ・ - … グ グ 202 

カ ラ ー ス ラ イ ド 「地層J (坂幸恭解説， 35 ミ リ 30 コ マ， 9， 000円 ， 京都理科映画研究会， 1980) 34 2 56 

生痕化石の 世界 〈福田芳生， B 5 変-151頁， 2， 100円， 築地書館， 198 1 ) ・ ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - グ 3 86 
地球の姿一構成物質を 中心 と し て一 (宮沢俊弥， A 5 ー191頁， 1 ，  600円 ， 八千代出版〉 … ・ ・ グ 4 1 14 
日 本 の 地震学百年の歩み (地震学会編， 地震34巻特別号， B 5 -207頁， 2， 000 円 ) . . . ・ H ・ - … ・ グ 6 170 
軟体動物の研究 (大森 畠 衛教授還暦記念論文集， B 5 -366頁， 4， 000円 ， 刊行会， 1 981) … グ グ 表 3
恐竜時代の 生物 と 自 然 (小品 郁生， A 5 -162頁， 2， 400円 ， 築地書館， 1981) ・ ・ H ・ H ・ H ・ H ・ - … 35 1 20 
恐竜図解事典 ( グ ラ ッ ト 著， 小畠 郁生訳， A 5 -222頁， 3， 500円 ， 築地書 館， 1981) … ・ … ・ ・ グ グ 20 
衛星でみ る 日 本 の 気象 (高橋浩一郎 ・ 山下洋 ・ 土屋清 ・ 中村和郎編， A 4 -158頁，

5， 500 円 岩波書庖， 1982) ・ … . . . ・ H ・ - グ 3 1 12  
新 し い地球像 増補 ( ヨ ー ク 著， 日 本地学教育学会訳， A 5 -240頁， 1 ， 500凡

秀潤社， 1 982) . . . . . ・ H ・ - ・ ・ グ グ 1 12  

氷河時代 (小林国夫 ・ 坂 口 象， A 5 ー209頁， 3， 000円， 岩波書庖， 1982) … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - … 1/ 6 168 

第四紀 (成瀬洋， A 5 -269頁， 3， 900円 ， 岩波書J5"， 1982) … … … ・ … . . . ・ H ・ - … ー … H ・ H ・ . . . ・ H ・ p グ 168 

図説 気象学 (根本I1国吉他， B 5 -229頁， 5， 400円 朝倉書庖， 1982) . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . … H ・ H ・ . 36 2 80 
偏光顕微鏡 と 岩石鉱物 第 2 版 (黒田吉益 ・ 諏訪兼位共著， B 5 -343頁，

4， 300円 ， 共立 出版， 1983) . . . ・ H ・ - … 11 3 132 
岩石概論 (宮城- YJ ， B 6 -181頁， カ ラ ー 口 絵16頁， 1 ， 600 円， 共立出版， 1 983) … … ・ ・ … グ グ 132 
か ご し ま 茶 の 間 の 地球科学① 自 然 と 歴史 の ガ イ ド ブ ッ ク
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題 名 著 者 名 巻 号 ペ ー ジ

〈鹿児島県教育地質調査団編， B 5 -310頁， 1 ， 000円， 南郷 出版， 1981) ・ … . . . ・ H ・ . 36 3 1 32 
気象台の 24時間， ロ マ ン 事典 茶の 間 の地球科学②

〈高橋浩一郎他13名著， A 4 変-352頁， 2， 000 円， 南郷 出版， 1983) … … H ・ H ・ 11 11 132 
岩波 グ ラ フ ィ ッ ク ス 1 4 空か ら み る 日 本 の 地形 ( カ ラ ー 写真〉

(貝塚爽平， A 5 -80頁， 1 ， 200 円 岩波書庖， 1 983) . . . . ・ H ・ - ・ グ 6 表 3
生命の誕生 : 先 カ ン ブ リ ア 時代 ・ カ ン ブ リ ア 時代 一双書地球の歴史 1 

〈藤田 至則 ・ 新堀友行編， 秋山 雅彦著， B 6 -148頁， 1 ， 300 円， 共立出版， 1984) . . . . ・ H ・ - … 3 7  3 70 
無脊椎動物群の海 : オ ノレ ド ピ ス 紀 ・ シ ル ノレ紀 一双書地球の歴史 2 

(赤木三郎 ・ 清水大吉郎 ・ 中井均共著. B 6 -132頁. 1 ， 300円， 共立 出版. 1984) . . . . ・ H ・ . . . . 11 グ 70 
山形 の 地質 を め ぐ っ て 〈 日 曜の 地学 1 5) 

(吉 田 三郎編. B 6 -193頁. 1 ， 500 円， 築地書館. 1984) … . . . ・ H ・ - ・ グ 5 136 
山 は匙 る 一山岳美化10年の軌跡一 〈新潟県山 の ゴ ミ 会議編. A 5 ー298頁，

1 ， 700円， 新潟県山 の ゴ ミ 運営委員会. 1 984) … . . . ・ H ・ - ・ が か 1 36 
地球観測衛星 ラ ン ド サ ッ ト 日 本列島地図帳

( A  3 -364頁， 9， 500円， 日 本放送出版協会. 1984. … … ・ … 11 6 170 
大森林の 時代 : 石炭紀 ・ 二畳紀 一双書地球の歴史 4 

(井本伸広 ・ 清水大吉郎 ・ 武蔵野実共著， B 6 ー1 10頁， 1， 300円 共立 出版. 1984) . . . . ・ H ・ . 38 1 28 
秋吉台 の フ ズ リ ナ化石 - 1 億年間 の 進化を探 っ てー

(松原勝. B 5 -100頁. 4， 200円， 緑地社. 1985) ・ . . . . ・ H ・ . . . 11 3 98 
恐竜の王国 : 三畳紀 ・ ジ ュ ラ 紀 ・ 白 亜紀 一双書地球の 歴史 5 

(徳岡隆夫 ・ 武井硯朔共著， B 6 -120頁， 1. 400円 ， 共立 出版， 1 985) . . . . ・ H ・ - … グ 4 120 
山 口 県 の古生物ー古生代ー (県立山 口 博物館， B 5 ー337頁， 2， 000円. 1985) ・ … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ グ 5 132 
古生物学の 基礎 (D . M. ラ ウ プ ・ S . M. ス タ ン レ ー 著， 花井哲郎 ・

小西健二 ・ 速水格 ・ 鎮西清高訳. B 5 -425頁， 9， 800円， ど う ぶつ社， 1985) . . . . ・ H ・ - … か か 132 
妙高火山群ーそ の 地質 と 活動史一(早津賢二， B 5 -346頁. 5， 000円， 第一法規出版. 1985) … グ グ 144 
星の誕生 (磯部誘三. B 6 ー153頁. 1 . 300円， 共立 出版. 1985) . . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ - … ・ ・ 39 1 18 
日 本 の 平野 と 海岸 ( 貝塚爽平 ・ 成瀬洋 ・ 太田 陽子共著. A 5 -226頁. 3， 400円，

岩波書 官. 1 985) … ・ … … ・ ・ グ グ 36 
日 本 の生物 〈堀越増興 ・ 青木淳一 ・ 石 川 良輔 ・ 樋 口 広芳共著. A 5 -216頁，

3， 400 円， 岩波書庖. 1 985) . . . . ・ H ・ 11 2 66 
日 本 の 山 (貝塚爽平 ・ 鎮西清高 ・ 小蒔 尚 ・ 五百沢智也 ・ 松 田 時彦 ・ 藤田 和夫共著，

A 5 -259頁. 3， 400円， 岩波書広. 1986) … - … … . .  40 1 36 
日 本 の 川 (阪 口 豊 ・ 高橋裕 ・ 大森博雄共著， A 5 ー248頁. 3， 400 円， 岩波書庖， 1 986) ・ … ・ ・ グ グ 36 
日 本 の気候 (中村和郎 ・ 木村竜治 ・ 内嶋善兵衛共著， A 5 -237頁， 3， 400円，

ハ レ ー 善星を と ら え た く1985�86年の写真記録>
岩波書広， 1986) … ・ … 11 グ 36 

( 日 本天文学会編， B 5 -182頁， 2， 800円， 東京大学出版会， 1986) … ・ ・ … … グ グ 36 
1 986ハ レ ー ・ そ の 神秘を追 っ て υ 1 1 添晃， 25 x 25cmア ー ト 64頁， 高 知新聞社〉 ・ … . . . ・ H ・ - … 11 11 表 3
高知の 化石 ・ 高知化石研究会 々 員所蔵標本 図集

く高知化石研究会編， B 5 -54頁， 20図版， 1986， 同会発行〉 … 一 . . . ・ . . . 11 グ 表 3
大気の おいたち 地球の歴史を さ ぐ る ① (秋山雅彦， B 5 ー124頁， 1 ， 400円，

青木書広， 1987) . . . . ・ H ・ - グ 3 93--- 94 
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名

<紙 碑>

故畑中武夫教授を偲ぶ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 甲

東福寺篤君の 死 を悼む・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .鹿
冨田達先生を偲ん で・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ ・酒

安 田 敏夫君の 急逝を悼む ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・藤
前会長米山芳成君の 御逝去を悼む ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・高
門 田 重行氏 の 御逝去を悼む ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ ・ ・渡
見上敬三氏の ご逝去を悼む ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・平

<ニ ュ ー ス> ・ くその他>

能力開発研究所に つい て (中 央教育審議会の 中間報告の一部〉 ・ ・

高 等学校理科地学講直 (昭和38年度 ・ 中 部地区〉 ・ ・

理振法制定10周年記念式典並びに記念振興大会 ・ . . . . . . . . . .

昭和38年度 に おけ る 都立高校の 地学教育実施状況 … … 岡村昭 ・ 中 山 元 ・ 広 田 正一 ・ 松浦和雄
地方だ よ り 群馬県地学教育研究会の 発足・ … ・ ・

沖縄の 教育課程講習会報 告… … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・稲 森 潤
会長就任の ご挨拶… ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・米 山 芳 成
恩師 の 思い 出 の 二三 (神保小虎 ・ 中村清二 ・ 粟津秀幸 ・ 横山又次郎各先生〉 堀 江 賢 二
岩井の エ ン ト モ ノ チ ス 産地の現vc. " . … … … … . . ， ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … …黒 田健太郎 ・ 田 野倉訓郎

藤本名誉会長 の プ ロ フ ィ ル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・永井浩三他 6 名

地球は燃え る く映画〉 ア ル ー ン ・ タ ジ ェ フ 製作監督， イ ー ス ト マ ン カ ラ ー 日 本語版
解説大平透， 監修水上武 ・ 諏訪彰， 85分， 日 本へ ラ ル ド， 映画 試写会感想…

日 本地学教育学会監修 ・ 推薦一覧… 一

高 等学校教育課程研究発表大会 (主催文部省， 理科地学部会) . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ -稲 森 潤

地学関連学会懇談会 (1 1 月 16 日 ， 東大資料館〉 … ・

特定研究 「科学教育 シ ン ポ ジ ウ ム J ( 同研究班， 国立科学博物館〉 ……

「高等学校教育課程改善に つい て の 中 間報告 (44. 3. 13)J に 関 す る ア ン ケ ー ト … …高 校部会

高 等学校教育課程につ い て の要望書 ( 日 本 地学教育学会〉 ・

高 等学校教育課程改定に関す る 意見 と 要望 〈東京都地学教育研究会〉 …

高 等学校教育課程 の 改善に つい て の 答申 〈抜すい〉 …… . . . . . . . . .

地学教育 の 現代化に関 す る 基礎的研究 第 2 年次研究報告書
そ の 1 : B 5 -101頁， そ の 2 : B 5 -40頁， 1969， 特定研究代表者

昭和48年度改定 ・ 高校理科 の 新編案成(1) " . . ・ H ・

向 上 (2)…

高 等学校地学の履修状況調査につい て ・ . . . . . . . . .

〈海外だ よ り 〉 ア イ ス ラ ン ド の 中高校におけ る 地学教育 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … …稲 森 潤

〈海外だ よ り 〉 イ ギ リ ス の科学教育 ・ ケ ン ブ リ ッ ジ . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ . . …稲 森 潤

(海外だ よ り 〉 カ ナ ダ ・ ノ ラ ン ダ地域の枕状溶岩 と 氷河の跡 … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .稲 森 潤
ア ー ツ 衛星に よ る 南九州 の カ ラ ー 合成写真… … … … … ・ ・ … . . . ・ H ・ . . . … ・ ・ … ・ … …渡 部 景 隆

「指導要領改訂」 に つ い て検討す る 委 員会 (仮称〕 報告… ・ …

座談会 「昭和50年代の 地学教育を 語 る J ( 出席者 9 名〉 ・

地方の た よ り 福井県の地学・ … … ・ … . . . . ・ H ・ . . . … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . … H ・ H ・ . .坂 本 浩太郎

地方の た よ り 神奈川 県 の 地学人脈… . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . .奥 村 清

地方 の た よ り 群馬県， 高 等学校 「理科」 に つ い て ・ ・ H ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . . . ・ . . .教育研究会地学部会

名者著題
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新
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点

表2 ・ 230
1 6  
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1 74�175 
12  
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126 ・ 136
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(3)�同
1 0  
8 0  

1 18 
169�1 70 

8 
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191 

18 
36 
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11 
11 

11 
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2
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6
1
3
4
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グ
1
3
4
6
1
4
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6 
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36 

34 
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H 
40 

32 

33 

巻

30 
31 

35 

11 
11 
11 

11 

11 

11 

11 
11 
11 

11 

H 

11 

11 

者

地方 の た よ り 北海道ほか各地… ・ ー …

世界 と 日 本 の 博物鯖 サ ン ギ ラ ン博物館 ( イ ン ド ネ シ ア ) … . . . ・ H ・ . . … …稲 夜 潤 ・ 平山勝美

世界 と 日 本 の博物館 い わ き 市文化セ ン タ ー 科学展示室… . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . .稲森 潤 ・ 平山 勝美

児童生徒用 地学関 係図書 目 録 き ょ う り ゅ う の絵本 ・ … … - … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . … … 島 津 幸 生
26th International Geological Congress， Paris， 1 980 に つい て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

世界 と 日 本 の博物館 瑞浪化石 博物館. . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ - … … . . . . ・ H ・ - … ・ 平 山 勝

世界 と 日 本 の 博物館 ボ ゴ ー ル熱帯植物園 - … … H ・ H ・ . . . ・ H ・ - … ・ . . . ・ H ・ - … …平山勝美 ・ 稲森

渡部景隆会長記念号 の 発 刊 に あ た っ て … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … 稲 森

渡部景隆先生略歴 ・ 業績 目 録… … … … … . . . . ・ H ・

I S P N に つ い て ・ 一 - 一 . . . . . .

〈解説〕 情報検索は こ こ ま で き た… . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . … . . . ・ H ・ - …稲 森

ア フ リ カ の 水石… . . . ・ H ・ . ， … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . .黒 田

日 本古生物学会 の 出版物案内 ・ … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・木 村
金生山， そ の文化 と 自 然一趣味の郷土誌の 地学-. . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .小 林
学術会議に研連， 科学教育分科会設置・ … … ・ … . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . … … . . . ・ H ・ - … …稲 森

高等学校教育研究連合会 の 発足・ . . . . . . . .

学術会議に登録団体の 申 請・ . .

共通一次学力試験に 関す る ニ ュ ー ス … ・ ・ -
I G C 日 本開催検討会議・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ・ ・平 山 勝 美

全国小学校理科研究協議会で低学年理科に関す る 要望書・ . . . .

日 米科学教育 セ ミ ナ ー 開催 〈 ワ シ ン ト ン ) . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ . .稲 森 潤
昭和61年度共通第一次学力試験問題 の検討報告. . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . 委 員 会
教育課程 の 基準の 改善につい て ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ ・ 埼玉県高等学校理化研究会

昭和62年度共通第一次学力試験問題の 検討報告… … 一 … H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - … . . . . ・ H ・ - 委 員 会

潤
市
明

美

潤
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39 昭和61年 5 月 号
8 11 
1 1  11 
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く 日 本学術会議た よ り >

H 
1/ 

唱i
qA
qO
8ιτ 1/ 11 11 グ 62

<名簿関係>

日 本地学教育学会会員名簿 昭和39 (1964) 年 2 月 1 日 現在
日 本地学教育学会会員名 簿 昭和 (1968) 年 4 月 1 日 現在

向 上 訂正 ・ 追加 地学教育 21巻， 6 号， 1 93�194 ; 22巻， 2 号， 43 
新入会者 ・ 名簿訂正 地学教育 24巻， 4 号， 表 2 � 3 地学教育 25巻， 3 号， 表 2 � 3 ，  80 
日 本地学教育学会会員 名 簿 (県， 所属別) 昭和49 ( 1974) 年10月 1 日 現在 C そ の 1 � 2 J 

地学教育 27巻， 4 号， 122�126 ; 27巻， 5 "' 6 号， 1 70"'198. 
日 本地学教育学会会員名簿 昭和54 (1979) 年12月 1 日 現在 地学教育 33巻， 1 号， 付 1 "'52頁

向 上 訂正 ・ 追加 地学教育 33巻， 2 号， 表 2 '" 3 ; 33巻， 5 号， 表 3 ・ 196.
日 本地学教育学会会員名簿 昭和59 (1984) 年 7 月 1 日 現在 別 冊 1 "'64頁

向 上 訂正 ・ 追加 地学教育 38巻， 4 号， 124'" 126 ; 39巻， 1 号， 37"'39 

1 "'32頁第52号に付す地学教育



日 本地学教育学会 編集に つ い て の細則
〈昭和55年 8 月 22 日 制定〉

〈昭和59年 4 月 1 日 一部改訂〉

〈昭和63年 4 月 1 日 一部改訂〉

く原稿の提出， 受理お よ び保管〉

1 . 本会会員は 「地学教育」 に投稿す る こ と がで き る 。

ただ し， そ の 内容は著者 の責任 と す る。 (他の原著論

文誌， 出版物 に掲載ずみ ま たは投稿中 の原稿は本誌に

投稿でき ない。 ユ

2 . 原稿の書 き方な ら びに投稿の手続 き は別 に定め る 投

稿規定に よ る。

3 . 原稿はすべて編集委員会 に提出す る。 な お， 惹走よさ
正u;>_tこめ原摘の コ ピ ー を保存 して お 宝 主 主 。

4 . 編集委員会は， 投稿原稿に受理 した年月 日 を記 し て

原稿を保管 し， 投稿者に原稿受理を通知す る 。

5 . 編集委員会は， 会員 ま たは非会員 に原稿を依頼す る

こ と がで き る。

く原稿の審査〉

6 . 編集委員会は， 受理 した原稿を査読委員に送付 し，

掲載の 適 ・ 不適の決定を依頼す る 。

7 . 編集委員会は， 掲載不適当 と 認め られた原稿につい

て は， そ の理由を 明 ら かに した文書を付 し て ， 原稿を

著者に返却す る。

8 . 編集委員会は， 掲載適当 と 認め られた原稿について

も ， 著者 に一部修正を求め る こ と がで き る。

9 � 編集委員会は， 内容の本 旨を変えない範囲で投稿規

定に沿 う よ う 修正す る こ と がで き る。

<酋文の印刷 ・ 校正>

10. 論文の掲載の順序は， 原則 と し て受理のj踊 と す る。

ただ し， 同号に同 じ よ う な 内容 ま たは分野の論文が集

中 した り ， 同著者の論文が重複 し ない よ う 配慮す る 。

11. 会費 ・ 別刷代金な ど， 本会に納入すべ き も の を滞納

し て い る会員 の原稿は， それが納入 さ れ る ま で掲載を

延期す る こ と があ る。

12. 初校正は原則 と し て著者が行 う が， 会誌発行の時閑

的制約が著 し い と きは， 著者 に了解を求め編集委員会

が校正を行 う こ と がで き る。

13. 著者は手許の コ ピー と 照合 し て 校正を行ない， 原則

と し て一週間以内 に返送す る こ と 。 ま た， 原稿の著 し

い書 き換えは認め なし 、。

く別刷〉

14. 別刷は50部以上lO部単位で希望す る 部数を作成す る

が， 費且は著者負担と す る 。

く原稿の返却〉

15. 原稿は， 原則 と し て返却 しな い。 図 ・ 写真な どで返

却を希望 さ れ る も の については， 赤字で “裏返却" と

投稿時に明記す る。

く査読委員〉

16. 査読委員若干名は会長が委嘱す る 。

17. 査読委員の任期は 2 年 と す る。

18. 査読委員名 は任期終了後に公表す る。

投稿規定 ・ 原稿 の 書 き 方

原稿は正確 ・ 明瞭 ・ 簡潔に書 き ， 会誌の体裁統一お よ

び編集の便宜上， 以下の事項を守 っ て下 さ い。 こ れは編

集担当者の労務軽減， 印刷費の節減に も つなが り ま す。

く投稿の手続>

① 論文題名， 原稿の予定枚数 〈字数) . 図 ・ 表 ・ 写真

版の枚数 と 大 き さ の概略， 原稿送付の予定月 日 を書い

て 編集委員会に “はが き " で申込み下 さ い。 í地学教

育」 専用 の原稿用紙 (25字横書〉 を送付 し ま す。

② 短報 ・ 紹介， お よ び原著論文で も 刷 り 上 り ペー ジが

短い も の， 本規定を順守 し た も のは， 完成原稿を直接

送付下 さ し 、。

③ 原稿送付状に必要事項を昆λ�-::ç望直 Lτ二下主 い。

④ 原稿枚数や図 ・ 表が多い論文の と き は コ ピ ー く著者

控用 と は別に〉 を一部つけて 下 さ い。

く原稿の種 目>

① 原著論文 : 著者 自 身に よ る オ リ ジ ナ ル な研究成果を

ま と めた も の。

@ 短報 : 研究の予報 ・ 中間報告な ど大 き な研究の一部

を なす も の， お よ び 内容が原著論文に ま ではい た ら な

い報告で， 速報性を必要 と した り ， 資料 と し て重要な

も の。

③ 総説 : あ る分野 に関す る 研究成果を総覧 し， 総合的

に ま と め， 研究史， 研究の研状な ど につい て解説 さ れ

た も の。

④ そ の他 : 資料 ・ 解説 ・ 委員会報告書 ・ 書評 ・ 紹介 ・

学会記事な ど。

<原稿の畏 さ >

① 原著論文 ・ 総説 ・ 解説は刷上 り 16ペー ジ以内， 短報

は 4 ペー ジ以内， 書評 ・ 紹介は 1 ペー ジ以内を原則 と

し， 超過分の費用 は著者の負担 と し ま す。



② 折 り 込み は B 4 版 1 葉を 3 ペ ー ジ， ア ー ト 紙図版

〈写真〉 は 1 面につ き 2 ペ ー ジ分に換算 し ま す。

<原稿の書き方>

① 原稽は必ず浄書 した も の で， 原稿用紙にかい書で横
書 き し て 下さ い。

② 題 目 ・ 著者名の部分は 6 --- 7 行分の ス ペ ー ス を と っ
て 下 さ い。 ま た， 最下行に線を引 き， そ の 下に著者の

所属す る 機関 ま たは学校名を書い て下さ い。
③ 文体は漢字 と ひ ら がな に よ る 口 語体 と し， 当用漢

字， 現代かな づかいを用 いて下さ い。
④ 外国地名 ・ 人名 ・ 鉱物名， 化石名な ど は慣用 に した

が っ て カ タ カ ナ書 き し て下 さ い。
⑤ 本文中に外国語を挿入す る こ と はで き る 限 り さ けて

下さ い。

⑥ 文字は原稿用紙の 1 ま すに 1 字， カ ッ コ ( ) ( )  
r J “ " ! ? 。 な ど すべて 1 ま す と し ま す。

⑦ 数字お よ び欧字は， 2 ま すに 3 字の 割合， 1 字の と
き は 1 ま す と っ て下 さ い。

③ つ ぎの文字は， ひ ら がな で書いて下さ い。 此 其
尚 且 亦 又 迄 只 唯 所謂 勿論 夫 々 或
は 様な 先ず 即ち 但 し 云 う 依る 出来る

就いて 於いて 様 々 色 々 な ど。
⑨ 地名な ど 固有名詞で読み誤 る おそれの あ る も のに は

ふ り がなをつけて下さ し 、。
< ワ ー プ ロ の場合>

① A 4 ま たは B 5 版用紙に25字でおねがい し ま す。 行
聞は適宜， 行数は何行で も け っ こ う です。

② そ の ま ま 製版する 図， 表の場合は濃い色で プ リ γ ト
し て 下 さ い。

<図 ・ 写真版 ・ 衰に つ い て>

① 図 ・ 写真 ・ 表は， 裏寝息説記車窓μぷ広ゑ以エヱ
之に。 1 つ の 図 ・ 写真 ご と に台紙には り ， 欄外に著者
名 と 図写真番号な ど を鉛筆が き で略記 し て下さ い。

② 図 ・ 写真・表を挿入す る 旬開安原積本文中に指定 」

回二ー安裏?註塑空主空表�土と...... 賞受空主主蕊z
と区別士2J:ミ唾主王1往-f.'?;þ_1け;τ艶'..，_-ç�ぷゐ

③ E邸主そ�主主製医τミきJ己 主与えを提出]てき し了。

図は， 向紙ま たは淡青色の方眼紙に黒 イ ン ク で鮮明

に書い て 下 さ い。 製版に際 して縮少 し で も 差支えない

よ う ， 線や字の大き さ な ど 全体の体裁を考え て作製 し
て下さ い。 ま た， 図の大 き さ や地図の縮尺を示す と き
は何分の 1 と し な いでス ケ ー ルを図中に示 し て 下 さ

し 、。
④ 写真は鮮明な も のを用 い， 原則 と し て黒白写真 と し

ま す。 〈 カ ラ ー は鮮明にでな い こ と があ る 。〉

⑤ 表は， 印刷費用 が か さ む の で， な る べ く 少な く し て

下 さ い。 あ る い は， そ の ま ま 製版で き る 原 図 (版下
図〉 と し て下 さ い。

⑥ 小さ な 図は左右 7 cm， 大 き な 図は左右 14. 5cm， 上

下 20cm に縮少で き る よ う 原 図を描いて下さ い。 写真

版 も 同様です。

⑦ 左右に長 く な る 図 ・ 表は少 く と も 左右見聞 き ペー ジ
(28cm) 以 内 に お さ ま る よ う に し て下さ い。

③ カ ラ ー 図版の製版 ・ 印刷費は原則 と し て著者が負担
す る も の と し ま す。

<引用文献>

① 本文中 の文献の引用は， ---------0000 (1980) に
よ る と と ------ (0000， 1980) .  し， 引用文献は論

文末に一括 し， 著者名は ア ル フ ァ ベ ッ ト ま たは50音順
に書いて下さ い。

(例〉 遠西昭寿 ・ 山本和彦， 1980 : 火成岩の分類 ・
命名 お よ び多様性に関す る 指導におけ る 問題点につい
て : 地学教育. 33巻， 1 号， 1 --- 8 . 

0000. 1975， 00000000000， ムムム
ム， 00号， 00---00. 

② 雑誌名は慣例に したがっ て 略記す る 。 単行本お よ び

それに類す る も の は， 発行所 ・ 発行機関名を書き， 全

体の ペ ー ジ数 と 特に引用 したペ ー ジを示 し て 下さ し 、。
③ 外国論文の場合は慣例にな ら っ て下 さ い。 ( タ イ プ

ラ イ ト す る か， 手書 き の と き は筆記体〉

<要約 ・ キーワー ド>

① 論文の 内容を 200 字以内 に ま と めた要約をつけて下
さ い。 (専用 の原稿用紙を送付いた し ま す〉

② 論文検索用 の キ ー ワ ー ドを 6 語以内選んで， 重要な
順に書い て下さ い。 例 : 対象地域名， 小 ・ 中 ・ 高校別
教育論， 教材名， お よ び内容な ど。

「地学教育」 編集 に関す る 件 につ い て は下記に連絡下 さ い。

184 東京都小金井市貫井北町 東京学芸大学 地学教室内

日 本地学教育学会 編集委員会
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